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　　　グラファリア交こう響きよう組曲第一番「アイの涙なみだ」







　光を黒く塗ぬりつぶすように、闇やみが世界を目覚めさせる。

　そこに蠢うごめくのは……魔ま物ものや妖よう魔ま、巨きよ大だいな魔ま獣じゆう。

　この世界は、彼らのためにある。

　そしてあらゆる生物の中で最も美を愛する、最強の妖魔が目を覚ます。

　清流のような銀の髪かみ、金色の瞳ひとみ、そして八重歯が覗のぞく、紅あかき唇くちびる。

　ここはグラファリア大陸。

　魔獣や魔物、妖魔らが統すべる世界。

　ヒトにとっては、地じ獄ごくとの境目を失った世界。

　そこに広がるのは紅の覚かく悟ごと、黒の意志。

　そこに輝かがやくのは無数の兜かぶとと、折れた剣けん。

　そこに流れるのは、アイのナミダ。










　　　序曲　凋ちよう落らく




　それは漆しつ黒こくの夜に躍おどる、蒼あおき月と紅き月に照らされた、美しい紫むらさき月夜だった。

　十人のヒトがフェザーミル城に向かって、縦列で坂道を上らされる。先頭と最さい後こう尾びには金の髪に、そして八重歯を持つ、ヴァンパイアがいた。ヒトたちの手首には食い込むほど強い力で締しめ付けられた縄なわが、きつく結ばれている。

　ヴァンパイアに先導されたヒト十人は、これからヴァンパイアに血を提供するため、城の厨ちゆう房ぼう上部にある〝抜ばつ血けつ室〟に向かう。

　ジノは、その最後尾にいた。十五歳になるこの少年は、前を歩く大人たちと雰ふん囲い気きが、かなり違ちがっていた。

　ここはヴァンパイアの国ストーリア公国内の西、フェザーミル地方。

　ヒトが生活する〝収容区画〟から選出されたヒトたちが、一様にして押し黙だまり、その顔には恐きよう怖ふの色を浮うかばせ、俯うつむきながら歩く。

　グラファリア大陸で国を持つ妖魔七種族、即すなわちオーガ、トロール、ヴァンパイア、ダークエルフ、リザードマン、コボルト、ゴブリンらにとって、ヒトは、餌えさ、家か畜ちく、下僕、奴ど隷れいでしかない。

　逃にげようとしても無む駄だであることを、ヒトたちは認識していた。

　ジノら十人は暫しばらく登り坂を歩かされた後、フェザーミル城内に入ると、煉れん瓦が造りの長い階段を上らされ、とある一室に押し込まれた。

「それぞれ衣類を全すべて脱ぬぎ、次の部屋に入れ」

　十人のヒトは返事すらせず、黙もく々もくとヴァンパイアの命令に従い、手て枷かせを外して貰もらい、この脱だつ衣い室で衣類を全て脱ぐと、次の部屋の抜血準備室で、順番が来るのを待たされた。

　そんな異様な雰囲気の中、凜りん然ぜんとしていたのはジノと、もう一人の男だけだった。

　ジノは年ねん齢れいが十五歳とは思えないほど整った顔立ちで、艶つやと癖くせのある黒くろ髪かみに、知性すら感じさせる黒い瞳を持っている。身長は一六〇セルメル（センチメートル）ほどだが、静かに醸かもし出すそのオーラは、年齢以上の落ち着きを見るものに印象づけた。

　そしてもう一人はゾリアといい、壮そう年ねんの男だった。ゾリアはフェザーミルのヒト収容区画を仕切る三代表の一人で、医い療りように詳くわしい。フェザーミルのヒト収容区画では、ヴァンパイアから何か命じられた時〝ヒト三代表〟の合議によって、誰だれが、どのようにそれを行うのかを決めるのだ。何せヒトは弱いし、すぐ罹り患かんする。そんな時、薬の処方や怪け我がの手当てなどの知識全ぜん般ぱんは、ゾリアを筆頭とする一族が持っているのだという。

「ゾリアは、ヒト三代表の一人だよね？　どうして、わざわざ抜血に志願したの？」

「いやな、俺にもおまえと同じくらいの娘むすめがいるんだよ。だから、新入りのお前を放っておけなくてな。俺の娘はカーセラっていうんだが、あれは将来、美人になるぜ。俺の娘があんな可愛いだなんて、未いまだに信じらんねえくらいだぜ」

　すっかり慣れたゾリアは、全く表情を変えず泰たい然ぜんと構えているジノに、そんなことを勝手に話しかけながら、じろじろと若い女性の裸ら体たいを楽しむ余よ裕ゆうすら見せている。恥はずかしがる女性は恥ち部ぶを隠かくすように、隅すみで丸まっていた。

「おまえさんは確か、空白地帯でのヒト狩がりで捕つかまったんだったよな？」

　ゾリアが、ジノに話しかける。

「オレは三人の仲間たちとダークエルフの国を目指して、空白地帯を横断したんだ」

「はあ!?　空白地帯を横断？　よく生き残れたな」

「まあ、オレは〝エーテリオン〟だからね」

「エーテリオン!?　ヒトの稀き少しよう種か！」

　エーテリオンは、万物の根源元素たる〝エーテル〟そのものを操り、爆ばく発はつ的な力を生む。今からおよそ六〇〇ヤーズ（年）前まで、ヒトが人間として魔獣や妖魔らを抑おさえ、グラファリア大陸に君臨できたのは、偏ひとえにこのエーテリオンの力によるものが大きかった。

「驚おどろいたな、どこで生き残ってたんだ？」

「コボルトの国、フォルス共和国の隠れ村だよ」

「……グラファリア大陸南東の端はしじゃねえかよ！　そんなところから、何でわざわざ西のグレイウッズ王国に行くつもりだったんだ？」

　大おお仰ぎように驚くゾリアをよそに、一人、また一人と呼ばれ、奥の抜血室に入って行く。

「妖魔七種族の中で唯ゆい一いつ、ダークエルフだけはヒトを食さないからさ」

「まあ厳密に言えばそうだな。だが、ヴァンパイアも滅めつ多たにヒトを殺さないぞ？」

「それは運がよければだよね？　現にここのヒトには、老人がいないじゃないか」

　それは、ジノがここに連れて来られてから、ずっと疑問に思っていることでもあった。

「うーむ、小こ僧ぞうの割には中々鋭するどいな。確かに、血を抜ぬかれすぎて死ぬヒトもいる。血を抜かれた翌日に、容よう赦しやなく働かされて、死んじまう奴やつもいる。だから、ここのヒトの寿じゆ命みようは五十ヤーズ程度なんだ。でもな、ヒトが減って困るのはヴァンパイアだ。それが分からないような連中じゃないぜ」

「でもヴァンパイアに嚙かまれると、ヴァンパイアになるんじゃないの？」

「そりゃ迷信っていうか、噓うそだな。実際にヒトをヴァンパイアにできるのは、銀の髪を持つ、ほんの一部の高貴なヴァンパイアだけだ。それ以外のヴァンパイアは、単純に渇かわきを潤うるおすため、ヒトの血を欲ほつするのさ」

　ゾリアはその他、ヴァンパイアの採血方法など、丁てい寧ねいに教えてくれた。

「まあ、何も怖おそれることはねえ。ヴァンパイアだってヒトの血を飲まなきゃ、力を発揮できねえ。俺たちはあいつらの大事な餌なんだ。簡単に殺すような真似はしねえよ」

　そう言って笑うゾリアの姿に、ジノは軽く失望感を覚えた。

　ゾリアは、ヒトが餌であることに、何の疑問も抱いだいていなかったからだ。

　それは隠れ村から来たジノにとって、到とう底てい受け入れ難がたい感覚だった。

　やがて五人目として、ゾリアが呼ばれた。

　ゾリアはジノに「そんじゃ、ちょっくらこの血をくれてやるとするか」と言い残し、抜血室へと笑顔で消えていった。

　しかしジノはこの時、妙みような違い和わ感かんを覚えていた。

　六人目、七人目、八人目、と、次々と抜血室に呼ばれて入っていく。

　……やはり、何かがおかしい。ただ血を抜かれるだけならば、そろそろ一人か二人は戻もどって来てもいいはずだ。それが、未だに一人も帰ってこないというのは……。

　結局、ゾリアも帰ってこないまま、九人目としてジノが呼ばれた。

　十人目に残ったのは、ジノと同じ年頃ごろの女の子だった。

　どうにか、この子だけは助けられないものか。

　ジノは頭をフル回転させて最悪の状じよう況きようを想定し、対応策を練った。ジノ一人ならば、エーテルシールドという、エーテリオン特有の盾たてを自在に出し、ヴァンパイアのナイフから身を守ることができる。しかし、そうなるとヴァンパイアは、意地でもジノから血を抜こうとするに違いない。ジノは考えに考え、ある結論と推論を胸の内に秘めて、身体から力を抜き、瞳に力を込めた。そして抜血室に入った。

『ッ……！』

　入って……軽く目め眩まいを覚えた。

　狭せまい部屋一面に、滴したたる血。それは、紅と黒の塗と料りようで塗られた壁かべのようだった。

　そして、天てん井じようからぶら下げられているのは……首がない、八人のヒトだった。

　床ゆかは網あみ状じように、その下は漏ろう斗とになっており、真ん中の小さな穴に液体が集められる仕組みになっていた。ショロショロ……と、血液が流れていく音が聞こえる。この下で、採った血を集めているのだろう。そして目の前には、返り血で真っ赤に染まった白衣のヴァンパイアが、トレイに載った様々な大きさのものの中から、一本のナイフを手にしていた。

　部屋の隅には何か球体のものを詰つめ込んだ麻あさ袋ぶくろが二つ、置かれていた。それが何なのかは、考えなくても理解できた。ジノは噎むせ返るような異い臭しゆうの中、最早、赤衣と化した服を着たヴァンパイアに向かって、水面を打つ雫しずくのように言った。

「酷ひどいことをする」

　その言葉に対して、ヴァンパイアの反応は、外にいたものたちと同じだった。

「酷い？　おまえたちヒトだって、鶏とり肉にくや豚ぶた肉にく、牛肉を口にするだろうが。その時は、ここと同じようにして、血ち抜ぬきしているんだぞ？」

　淡たん々たんと話す、ヴァンパイア。

「獣けものの死肉を食らうおまえら人間の方が、よっぽど酷いじゃないか？　俺だって、好んで殺してるわけじゃない。死んでしまう方が悪いんだよ」

「そうかもね」

「……？」

　抜血担当のヴァンパイアは、ジノに対して不思議そうな顔をした。

　普ふ通つうのヒトならば、この状況に恐おそれ戦おののき、逃げ出そうとするか暴れ出す。そこを取り押さえて手首を切るのが、抜血担当のヴァンパイアなのだが、まだ幼さが抜けていないジノの瞳は凜としており、そこに恐怖も不安も、絶望感も、全く感じ取れなかった。

「随ずい分ぶん、肝きもが据すわってるんだな。大人しくしていれば手首を切るだけで済む。暴れたり逃げようとしたりすれば、あれの仲間入りだ」

　ヴァンパイアが指差したあれとは、吊つり下げられたヒトたちだ。

　それでも、ジノは眉まゆ一つ動かさず、素直に右手を差し出した。

「！……ほう、いい心がけだ」

「四十リル（リットル）」

「は？」

　ジノが突とつ然ぜん出してきた数字に、ヴァンパイアが困こん惑わくした。

「あの八人から搾しぼり取った血液の量だよ。大人一人が約五リル程度だからね。そこで、一つ訊きいていい？」

「な、何だ？」

「一人のヴァンパイアが一回に飲むヒトの血液量って、どれくらいなの？」

「測ったことがないから、知らん。ワイングラス一いつ杯ぱい分程度じゃないか？」

「ワイングラス……つまり一人当たり、凡およそ一五〇セナリル（ミリリットル）程度として、今日はここまでで四〇〇〇〇セナリルの血液を採取した計算になる。ということは、もう二百六十六回分の血液が採れてるんだよ。そんなに必要なの？」

「う、うるさい！」

　ヴァンパイアが、ジノの手首をナイフで斬きりつける。

　ジノの目の前を、自分の鮮せん血けつが飛び出していった。

「オレはこのまま一〇〇〇セナリル以上抜かれたら、意識がなくなると思う。最悪、死に至ると思うんだ。オレと、オレの後に控ひかえている子は、まだ子供みたいなものだよ。まだまだ成長し、今後も血液を提供できるんだから、ここは殺さずに帰してくれた方が賢けん明めいだと思うけどなあ」

「うぬ……」

　ヴァンパイアはジノの手首に強く指を当てて、止血した。

「小僧……確かにおまえの言う通り、そこまで血液は必要ない。今日の予定では二五〇人分の血液が採れればいいらしいからな」

　ジノは自分の血を浴び、肌はだは青白く、血まみれになりながらも、視線は抜ばつ血けつしたヴァンパイアを見つめたままだった。睨にらんでいるわけでもないし、恐きよう怖ふで動けないわけでもない。ただ静かに、ヴァンパイアを見ていた。

「その態度は気にくわないが、一理ある。確かにこれ以上の血は必要ないからな。今日の抜血はここまでとする。ヒト収容区画までは勝手に帰れるだろ？」

「分からない。だって、こんなに出血したことなんてないからね」

「おまえ、本当に変わったヒトだな」

　ヴァンパイアが、ジノの手首を離はなす。すると、傷口も消えていた。

「これで止血は終わった。十人目と一いつ緒しよに帰れ。そして、またここに来いよ」

「はは、あまり嬉うれしくないお誘さそいだね」

　ジノはぼんやりと、ふらふらした足取りで抜血室を出た。

　だが、これが最善の策だった。

　エーテルシールドを利用して徹てつ底てい的に抗あらがうよりも、理り詰づめで説得し、納得させる。元々、ヴァンパイアが飲む血液量は、ゾリアから聞いていた。故ゆえに素早く計算し、窮きゆう地ちを脱だつすることができた。この冷静さこそ、ジノがここまで生き残れた、最大の要因だった。

　そうすることで今回は結果的に、自分の命と十人目の女の子の命を守れた。

　ジノは抜血室から準備室に出ると、部屋の隅で丸まっていた女の子に声を掛かけた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ。今日の抜血は終わった。キミは血を抜かれない。ただ悪いんだけど、オレは血を抜かれて、一人で収容区画に戻れる自信がないんだ。着衣の手伝いと、肩かたを貸してくれないかな」

「う、うん」

　女の子は血まみれのジノを抱き止めて脱だつ衣い室へ入ると、ジノを座らせ、まず自分が服を着ると、すぐにジノに服を着せる。

　こうしてジノは名も知らぬ女の子に肩を借りて、地じ獄ごくのような部屋を後にした。名前くらい聞きたかったが、意識を保つのがやっとの状態だったので、口を開くのも辛つらかった。

　夜風がやたらと冷たかった。耳からは、虫の音が聞こえてくる。もう初夏だというのに、血を抜かれたせいか、感覚まで鈍にぶってきた。

（こんなところで死ねない。意地でも、生きるんだ！）

　ジノは胸に手を当て、ここまで辿たどり着けなかった三人の仲間と、今日命を落としたゾリアに、瞳ひとみを閉じ、改めて黙もく禱とうを捧ささげた。

　ジノと、ジノを支える女の子。

　ヒト収容区画に戻っていく二人の影かげは、闇やみ夜よによって搔かき消された。




　時はグラファリア大陸統一暦れき、ＭＧ〇五七五ヤーズ（年）。

　ここは栄えい華がを誇ほこった人間達が滅ほろんだ、その後の世界。魔ま獣じゆう、魔ま物もの、妖よう魔まらが統すべる世界で生きる、餌えさ、家か畜ちく、下僕、奴ど隷れいにまで成り下がった〝ヒト〟でありながら、天てん賦ぷの才を持つ、一人の〝ヒト〟の物語である。










　　　第一楽章　ヒト




　フェザーミル城のヒト収容区画で暮らすヒトは二十ディエ（日）に一回だけ、休きゆう暇かを取得することができる。

　その日に限ってはフェザーミルの城下町へ向かうことも許可されているが、そんなヒトは希け有うだった。何せヒトは、この収容区画の外に出れば、いつどこからヴァンパイアに襲おそわれるか分からないからだ。故に、ヒトは休暇も収容区画内にある商業区で過ごす。

　特にヴァンパイアの活動時間である夜に収容区画を出るのは〝間ま抜ぬけ〟呼ばわりされ、外に出たっきり、帰ってこなかったヒトは数多い。

　しかし、そんな間抜けなヒトの中に、ジノの姿があった。ジノはなるべく目立たないようフード付きのローブに身を包んだ上、陰かげになっている場所は避さけて、大通りを歩いて行く。普ふ段だん着ぎだとジノがヒトであることは一目瞭りよう然ぜんであり、渇かわいた市民階級のヴァンパイアに襲われかねないからだ。ジノはただのヒトではなくエーテリオンなので、市民階級のヴァンパイア程度なら数人に囲まれても強引に突とつ破ぱできる自信はあったが、可能ならばトラブルは避けたいと考えていた。

　ジノは常にエーテルシールドを張れる状態を維い持じし、ひたすら目立たぬように歩く。

　向かう先は古書店だった。表通りにあるので立地は悪くないのだが、人通りは少ない。まだ夜のうちでも早い方だったが、それにしても陰いん鬱うつな空気が、町全体を霧きりのように覆おおっていた。フェザーミルはそれほど貧しくて魅み力りよくのない土地だった。

　ジノが素早く、逃にげ込むように古書店に入ると「いらっしゃい！」という明るい女性の声が耳に飛び込んできた。この店の店主、レイアウィンだ。

「何だ、ジノかぁ」

　ジノがフードを外す前に、レイアウィンが声を掛けてきた。

「酷いなあ。これでも常連客なんだから、それなりの対応をしてもらわないと」

「残念だけど、どんだけ金を持っていようとヒトはヒト。こうやってまともに会話してやってるだけでも、充じゆう分ぶんそれなりの対応だわ」

　それはヴァンパイアの言い分だろ、と言いたかったが、口を結んだ。何せレイアウィンは、ヒト相手にまともに商売をしてくれる、珍めずらしいヴァンパイアなのだ。

　ジノは反論したい気持ちをぐっと堪こらえ、レイアウィンに尋たずねた。

「それより、頼たのんでいた本は入荷した？」

「あー、うん、一冊だけ入ったわよ」

「本当に!?」

　黒い瞳を輝かがやかせ、カウンターに手を突ついてレイアウィンに顔を向けた。

「注文はヴァンパイアやグラファリア大陸の歴史に関する本だったわね。それだったら〝グラファリア史書〟っていう作品が入荷してるわよ。これを読めば、あなたたちヒトがどうやって凋ちよう落らくしていったのか、理解できると思うわ」

「それ買う！　それいくら？」

「うーん……何せ著者が高名なダークエルフ、レルガルビンだからねえ。状態もいいし、買取価格も弾はずんだから、二万エルは貰もらわないと割に合わないわね」

「二万エルだって!?」

　それは一冊の書物としては、聞いたことのない値段だった。この店に置いてある書物の中でも、上位に入るくらい高価だろう。そして肝かん心じんのジノの財布の中には、一万エル金貨一枚、千エル銀貨九枚の、合計一万九千エルしか持ってなかった。これでも貯ためるのに数メリア（月）かかった、なけなしのお金だ。

「ねえ、レイアウィン。オレは節制に節制を重ねて金を貯めてきた。でも一万八千エルまでしか出せないんだ。それで何とか、手を打ってくれないかな？」

「一万八千エルねえ……」

　レイアウィンは腕うで組ぐみし、悩なやましげに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「古書の買取額なんて、売値の四分の一程度じゃないの？　それを二万エルっていうのは、ちょっと暴利なんじゃないかな？」

　ぐむむ、と唸うなるレイアウィン。ジノの言う通り、この本を買い取った価格は五千エルだった。古書の買取価格としては異例の高額であるが、それはジノが必ず買い取ってくれるという目算の許もとで算出した額なのだ。

「分かったわよ。どの道、こんな史書を買ってくれるような酔すい狂きようなヴァンパイアはいないだろうし。仕方ない、一万七千エルでどう？」

「ありがとうレイアウィン。文句はないよ」

　レイアウィンは分厚い書物をジノに渡わたし、ジノは代金を払はらった。やけに財布が軽くなった。ジノが嬉き々きとして店を出ようとした、その時。たまたま、レイアウィンと客の話し声が耳に入ってきた。

「よう、レイアウィン。今日も辺境姫様が、下流サロンで飲み踊おどってるらしいぜ」

「へえ、また？」

「ああ。今日は〝揺ゆれる鬼灯ほおずき亭てい〟で、飲めや歌えやの大おお騒さわぎだってよ」

「最近、城下町での辺境姫様の噂うわさを本当によく聞くわね。旅人も日に日に減っていく一方だし、こんなんでフェザーミルは、大丈夫なのかしら？」

「まあ、辺境姫様の境きよう遇ぐうを考えれば同情したくもなるけどな。でも、俺ぁ今の辺境姫様の方が、前の領主よりもずっと好きだけどな」

「それは言えてるわね」

　カラカラと笑うレイアウィンと、客。そんな二人を尻しり目めに、ジノは念願の古書を大事に抱かかえ、ヒト収容区画へと足を向けた……のだが、何故かレイアウィンと客がしていた噂話が頭から離れなかった。市民が同情しているという辺境姫とは、ここフェザーミルの領主ヘネシー・ストーリアのことだろう。

　現在、ヴァンパイアの国ストーリア公国の大公位継けい承しよう者は、三人いる。

　第一継けい嗣しは正妻の子で長子であるワーテイス侯こう爵しやくなのだが、その性格は残ざん忍にんで、強ごう欲よくで、美学のない男だった。しかしその立場から、公都に住んでいる。本来ならば廃はい嫡ちやくされてもおかしくないほど素行の悪いワーテイスだったが、既すでにアルベリックという嫡男があり、このアルベリックが才気に溢あふれ、美を愛し、剣けん技ぎにおいても将軍級の武官を打ち負かすほどだという。祖父にあたる大公はこのアルベリックをいたく気に入り、目に入れても痛くないほど愛めでているという。

　そしてアルベリックの方も祖父の期待を裏切らず、教育係のヴァンパイアが次々に教えることがなくなり交代していくというのは、公都だけでなく、ストーリア公国中での語り草になっていた。因ちなみにこのアルベリックが、第三継嗣にあたる。

　そこで、ジノはストーリア公国の継嗣問題を考える。まず第一継嗣ワーテイスを飛ばして、その子、第三継嗣アルベリックに跡あとを継つがせるのは、常識的にあり得ないだろう。

　何故ならもう一人、大公位継承権を持つものがいるからだ。それこそが今、城下町にある下流サロン安酒場宿で飲み騒さわいでいると噂されていた、辺境姫と渾あだ名なされる第二継嗣、ヘネシー・ストーリアなのだ。

　ヘネシーは大公の妾しよう腹ふくの子で、ワーテイスの妹に当たる。血けつ縁えん的にはワーテイスの息子アルベリックよりも血が濃こいので、第二継嗣としての立場はかろうじて堅けん持じされているものの、公都に兄妹の継嗣が二人いるのは政治的に混乱を招くという理由で、ヘネシーは五十ヤーズ前に、ここフェザーミルの領主となったらしい。

　しかし、当のヘネシーはまともに領地経営をする気はないらしく、当然ながらワーテイスと継嗣争いをする気もないようで、今晩のように城を抜ぬけ出し、城下にある三つの下流サロンのどこかで酔よいつぶれるまで酒を飲み、歌い踊っているという。

　早い話、ふてくされて、憂うさを晴らしているというのが、専もつぱらの噂だった。

（確か、揺れる鬼灯亭だったっけ）

　ジノは足をヒト収容区画ではなく下流サロン、揺れる鬼灯亭へと向けることにした。

　次に休暇を取れるのはいつになるか分からないし、その時にヘネシーと会えるとは限らない。行ったことのない道を行くのは危険が伴ともなうが、ジノはこんな城下町よりもずっと危険で、安心なんかどこにもない〝空白地帯〟を横断してきたのだ。

　念のため、辺りを探さぐりながら歩くと、この静かな城下町で、唯ゆい一いつ、喧けん噪そうが聞こえてくる場所があったので、そこに違ちがいないと、耳を頼たよりに歩いてみた。

　案の定、揺れる鬼灯亭は大おお賑にぎわいだった。

　大通りに面したサロンよりも、裏通りのサロンの方が賑やかだというのもおかしなものだと思いつつ、ジノは素早く揺れる鬼灯亭の扉とびらを開く。すると笑い声と音楽が一気に開放されて溢れ出し、ジノは吹ふき飛ばされそうな圧力を感じた。

　音楽団が軽快な旋せん律りつを奏かなで、それに合わせて中央の踊り場で、市民階級のヴァンパイアらが腕うでを組んで踊っている。その周囲には魔物の旅人や、私服のヴァンパイアなどに交じって、鎧よろいを着込んだ兵士までいた。鎧を着用している以上、休暇ではないだろう。

　ジノはヒトであることで注目を集めてしまうかと警けい戒かいしていたが、それは杞き憂ゆうだった。何せ酒場中の魔物やヴァンパイアが注目しているのは、踊っている輪の中で、一ひと際きわ異い彩さいを放っている、一人のヴァンパイアだったのだ。金色の髪かみが特とく徴ちよう的なヴァンパイアの中で、その娘むすめだけは銀ぎん髪ぱつだった。

（美しい……）

　ジノは、屈くつ託たくなく笑いながら、相手を選ばず腕を組んで歌い踊る少女の姿を見て、単純にそう思った。その動きは、まさに可か憐れんの一言だった。

「いらっしゃい。あんたヒトだね？　飲み物は水しか出さんよ？」

　ジノは顔を銀髪の少女に向けたまま、カウンターの席に座った。

「じゃあ水で」

「ふん！」

　心なしか、このサロンはウェイトレスまで、とても親切だった。

　これが普ふ通つうのサロンだったら、とっ捕つかまって、サロンの厨ちゆう房ぼうに送られ、血を搾しぼり取られるだろうから、客として見てくれただけでも有り難がたいと思わねばなるまい。そしてもし噂通りならば、平然と市民階級のヴァンパイアらとダンスを楽しんでいる銀髪のヴァンパイアこそ、辺境姫ヘネシー・ストーリア女侯爵のはずだ。

　ジノは刮かつ目もくしてヘネシーを観察した。水をテーブルに置かれたのも気づかないほどに。

　容姿はやや幼さを残していたが、どんなヴァンパイアの女性よりも圧あつ倒とう的に美しかった。服装こそ町娘の格好だが、それなりのドレスを身につければ、どれだけの威い厳げんを発するのか、想像も付かない。しかし、こんな安酒場で踊っているようなヴァンパイアが、果たしてジノの夢を預けるに足るのか、それを見み極きわめたかったのだ。

　ジノは決意し、騒ぎ踊る魔ま物ものや妖よう魔まらをかいくぐって、わざとヘネシーの近くに寄っていった。ヒトであるジノにとっては、かなり危険な行こう為いである。ヘネシーは音楽に合わせて見知らぬ相手と腕を組んでは一周し、次の相手に移っている。そこでジノはヘネシーの動線を読み、三人目にその腕を組むことに成功した。

　刹せつ那な。ジノとヘネシーの視線が、交こう錯さくする。ヘネシーは最初、腕を組んだのがヒトであることに驚おどろいた。酔って緩ゆるんだ頰ほおや口許が急に引き締しまり、顔から笑みが消え、凜り々りしい瞳ひとみでジノの顔を見たのである。ヘネシーが、自分を品定めしている。ジノは感覚でそれを見み抜ぬいた。ヘネシーは一周回ってもジノの腕を放そうとせず、小声で話しかけた。

「名前は？」

「ジノだよ」

　ヘネシーは二周目が終わっても、まだ次に行かない。ヘネシーがジノの腕をがっしりと摑つかみ、放さないのだ。

「あなたまさか、エーテリオン？」

「！……凄すごいな、触ふれただけなのに」

　ジノは、ヘネシーの慧けい眼がんに舌を巻いた。

「でも今は、毎日鉱山で苛いじめられている哀あわれなヒトだよ」

「え？　どういうこと？」

「詳くわしいことは内政局長に訊きけばいいんじゃない？　抜ばつ血けつ室のこととか、三代表のこととか、オレよりもずっと詳しく教えてくれるはずさ」

「!?」

　三周目、四周目に入っても、ジノとヘネシーのダンスは続いた。

　そして、踊り続けるヘネシーとヒトの子に、周囲がざわめき始めていた。ヒトでありながら、ヴァンパイア顔負けの優美さに、固かた唾ずを吞のんでいるものもいるようだったが、元々、市民階級のヴァンパイアとも腕を組む気安さを持つヘネシーが、ヒトの子を放さないのが不思議に映ったのだ。

「どうやら、キミはただのヴァンパイアじゃないようだね、辺境姫様」

「あなたも、ただのヒトじゃないわね。大望を抱いだくものの瞳をしているわ」

「……今宵こよいはここまでにしておくよ。じゃあね、眠ねむれる西の辺境姫様」

　結局、ジノとヘネシーが腕を放したのは、五周した後だった。

　ジノとヘネシーのランデブーが終しゆう了りようすると、ヘネシーは次の妖魔の腕に向かう。だがその顔は、名残なごり惜おしそうにジノに向いていた。
















　ジノはその場からすぐに離れ、酒場を後にした。

　彼女は……辺境姫は、本物だ。

　直に触れて、辺境姫がただのヴァンパイアでないことを瞬しゆん時じに理解した。だが今は、その恵めぐまれた天てん稟ぴんを無む駄だにしている。やはり、危険を冒おかしてまで実際にヘネシーと腕を組めたのは、大きな収しゆう穫かくだった。ジノは満足し、ヒト収容区画に向けて歩いて行った。




　ジノは未いまだ、その南の先にあるダークエルフの国、グレイウッズ王国に行くことを選せん択たく肢しから外したわけではない。

　理由は幾いくつもあるが、最たるものは環かん境きようだ。

　ヒト収容区画ではゴンゾロ、パラーチ、ゾリアの三人が合議で物事を決めていたのだが、ゾリアが死んでからというもの、新入りのくせに態度が悪いという単純な理由で、通常十八歳未満は働かせないという禁を破り、強引にジノを鉱山行きにした。鉱山はゴンゾロの担当だ。そのお陰かげで、酷ひどい目に遭あわされていた。

　毎日馬車で鉱山に行き、重い岩を持たされ、硬かたい岩を叩たたき、ジノの水すい筒とうは何者かに踏ふみつけられ、食事も最後にされ、帰りの馬車には置いて行かれ、徒歩でヒト収容区画まで戻もどると、門限破りで懲ちよう罰ばつを受ける。

　ジノが住んでいた隠かくれ村のヒトでも少々の諍いさかいはあったが、同族に対して、ここまでの仕打ちはしない。魔物から身を守るのが精せい一いつ杯ぱいだったということもあるが、フェザーミルのヒトは、現状に満足しきっているのだ。そんなこともあり、ジノの心はここフェザーミルから、徐じよ々じよに当初の目的地である南のグレイウッズ王国へと傾かたむいていった。

　ジノには夢がある。

　それは〝ヒトだけが暮らす国を作ること〟である。

　これは、旅の途と中ちゆうで倒たおれた仲間たちから託たくされた悲願でもあるのだ。

　この夢を叶かなえるには、強い力とヒトへの理解を持った魔物に仕え、グラファリア大陸統一という大業を成し遂とげなくてはならない。もし噂うわさ通りヘネシーが、ただふて腐くされてこんな片田舎で終わるような暗君ならば、ここでのジノの夢は潰ついえる。そうなればこんなところは即そつ刻こく捨てて、命いのち懸がけで脱だつ走そうし、ダークエルフの国を目指そうと思った。

　ダークエルフは膂りよ力りよくこそ妖魔七種族中最弱だが、高い知能を有し、ヒトと共存し、グラファリア大陸の南西に広がる、グレイウッズの森を統すべていると本で知った。

　では、ヴァンパイアはどうだろうか。

　ヴァンパイアは無敵の妖魔であり、グラファリア大陸を統一できる力を持てる可能性は、ダークエルフよりも高い。しかし、ヴァンパイアには寿じゆ命みようがない上に、仮に仕えられたとしても、フェザーミルではハーシュタット大公ではなく、その娘であり、しかも第二継けい嗣しであるヘネシーになってしまう。ヴァンパイアの国ストーリア公国でジノの夢を叶えるには、現大公に直接仕えるか、第一継嗣ワーテイスを蹴け落おとし、ヘネシーを戴たい冠かんさせないことには、初めの一歩も踏み出せない。賭かけに出るには、躊ちゆう躇ちよする勝算の薄うすさだった。

　ダークエルフか、ヴァンパイアか。

　今の時点では、まだダークエルフの方に気持ちが寄っている。ヴァンパイアのことは殆ほとんど知らないが、ここでのヒトの扱あつかいは最悪だ。ここのヒトを管理しているのがヴァンパイアなのだから、必然的にヴァンパイアもジノにとって嫌けん悪おする対象に入るのだ。

　しかし、もしヘネシーに直接仕える何らかの方法があるなら、話は大きく変わってくる。ヘネシーが、ジノの感じた通りのヴァンパイアなら、彼女は底知れぬ大器である。ことと次第によっては、ヴァンパイアの国で夢を果たすのも、現実的な選択肢に成り得うるとジノは思った。

　今日の邂かい逅こうでヘネシーの胸に何か突つき刺ささるものがあったとしたら、近いうちにヘネシーはジノに接近してくるだろう。ジノはその期限を五メリア（五か月）として、それ以上、何の変化もない場合は、ここを出て、グレイウッズ王国へ行こうと決めた。

　そしてジノは書物を手に取り、意い気き揚よう々ようとヒト収容区画の自室に帰った。

　ヒト収容区画内にある居住区は、五〇〇〇人が暮らせる巨きよ大だいな施し設せつだ。だがその中身は、牢ろう獄ごく同然だった。一部屋に、トイレと、簡素なベッドと机、椅い子すが置いてあり、通路側は鉄格子になっている。

　ジノの部屋はもう置き場がないほど、本で埋うめ尽つくされていた。

　これらはレイアウィンの古書店で安く手に入れたものから、他ほかのヒトから貰もらったもの、拾ってきたものまで、入手経路は様々だ。ジノはそれらを搔かき分け、机に今日買った本を置き、早速、その本に目を通し始めた。




─グラファリア史書、グラファリアの歴史─

　それまで人間、エルフ、ドワーフなど、所謂いわゆる〝善〟の種族と呼ばれた者たちは、万物の根源元素たる〝エーテル〟を自在に操り、グラファリア大陸の妖魔に対し、〝冒ぼう険けん〟という名の虐ぎやく殺さつを繰くり返し、その死し骸がいから鱗うろこや牙きば、爪つめ、果ては内臓まで利用し、それらを高度な武器防具やエーテルアイテムの材料として使った。

　妖魔らの住すみ処かは〝ダンジョン〟と呼ばれ、その営みは人間たちの手によって蹂じゆう躙りんされ尽くし、魔物や妖魔が心血を注いで集めた財宝は、硬こう貨か一枚から宝玉に至るまで、全すべて人間によって奪うばわれた。

　蘇そ生せい可能な中型のドラゴンなどの〝上級種〟にあたるものたちは、更さらに悲ひ惨さんな運命が待っていた。上級種は命を失っても、時間の経過と共に蘇よみがえる。そこに狙ねらいをつけた人間ら冒険者たちは、上級種を殺した場所に拠きよ点てんを築き、狙った上級種が蘇った直後に、総攻こう撃げきを掛かけて殺さつ戮りくし、再生するまでまた待機されるという、生き地じ獄ごくを味わい続けた。

　全ては〝善〟と呼ばれている種族たちによる、蛮ばん行こうだった。

　しかし、そんなある日。このグラファリア大陸で長らく栄えい華がを極めた人間の支配は、突とつ如じよとして終わりを告げる。

　人間暦れきで表すところの、ＡＤ二六〇〇ヤーズ（年）。

　各地のドラゴンレイス、リザードマン、ヴァンパイア、ダークエルフ、トロール、オーガ、ゴブリン、コボルトの、所謂〝闇やみ〟の妖魔八種族による大反乱が起きた。

　まず、数が少なかったエルフやドワーフなどの亜あ人種が、妖魔八種大連合軍に悉ことごとく殲せん滅めつされた。数が多かった人間は、各地に築いた町や城を拠点に善戦し、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せた。この戦いは七ヤーズにも亘わたり、熾し烈れつを極めた。

　人間にはこれまで培つちかってきたエーテル変へん換かん術の力と、歴戦のエーテリオンたちによる連れん携けいという強力な武器があった。城の砲ほう台だいが火を噴ふき、矢やエーテルが乱れ飛ぶ。対する魔物は持ち前の凶きよう暴ぼうさと圧倒的な破は壊かい力で、徐々に人間を追い詰つめていった。

　そして、人間暦ＡＤ二六〇七ヤーズ。戦局を左右する、決定的な事件が起きた。

　これまで一度たりとも住処から出たことがなく、冒険者たちすら絶対に手を出さなかった〝禁きん忌きの大型ドラゴン〟四体が、初めて結けつ託たくして天空へと舞まい上がり、妖よう魔ま連合軍に荷担したのである。結託した妖魔の力は圧あつ倒とう的で、人間が作り上げた歴史ある町や城は、砂上の楼ろう閣かくが如ごとく破壊され、そこを妖魔連合軍が蹂躙した。

　かくして人間はこの戦いで、歴史的大敗北を喫きつした。

　後にこれを〝グラファリア大戦〟と呼ぶ。

　それからも人間はしぶとく生き残り、拠点を作り上げては妖魔に反はん抗こうしていったが、その度たびに連合を組んだ妖魔に拠点ごと叩き潰つぶされた。人間は大おお幅はばに数を減らし、エーテルの使い方も忘れ、築き上げてきた文明を失い、力や知識を持ったものたちは、それを引き継ぐ間もなく妖魔に殺され、急速に退化していった。

　人間の領地を奪った妖魔らは、次々と立国していくと、人間たちに対し、これまで散々、闇の種族に対して冒険という名の暴ぼう虐ぎやく行こう為いをしてきたという大罪により、鶏にわとり、豚ぶた、牛に並ぶ家か畜ちくと同列にまで落とした。中には妖魔が下働きや非常食の意味で侍従贄フイーズと名付け、個人で所有するものも現れた。妖魔が、ヒトを飼う時代が訪れたのである。

　グラファリア大戦の勝敗の決め手となった四体の大型ドラゴンは、大陸中央北部に集結して巨大な穴を穿うがち、その中で再び永遠の眠りに入ったという。そしてグラファリア大陸の中央にはトルストコートという永世中立都市が作られ、各国の代表者が集い、貨か幣へいの鋳ちゆう造ぞうや各国共通のルールを定めた。

　中でも、年号を人間暦であるＡＤからＭＧに改めたのは、最大の改革だった。

　つまり、人間たちがグラファリア大陸を支配していた最後の年がＡＤ二六〇七ヤーズであり、ここで人間の歴史は終了する。そしてこのヤーズこそ、今も続く妖魔によるグラファリア統一暦元年、ＭＧ〇〇〇一なのだ。

　それから約二〇〇ヤーズは、ドラゴンの眷けん属ぞくであるドラゴンレイスが築いた帝てい国こくが他の妖魔を支配していたが、これもまた、ドラゴンレイス以外の妖魔七種族による連合軍によって崩くずれ去った。

　そして、現在。グラファリア大陸に君臨する絶対的な支配者は不在であり、大陸の中央に横断する空白地帯はあるものの、コボルト、リザードマン、ヴァンパイア、ダークエルフ、トロール、オーガ、ゴブリンの妖魔七種族がそれぞれ立国し、大陸の覇は権けんを争うという、大混乱期を迎むかえていた。

　ここまでが、グラファリア大陸とヒトの歴史である。




「なるほどねえ……」

　ジノはそこまで目を通し、目を擦こすって机から離れ、ベッドの上に身を投げた。

　今がＭＧ〇五七五ヤーズなので、五七五ヤーズ前までは信じられないことだが、ヒトがグラファリア大陸を席巻していたらしい。口伝で、そのことを耳に入れたことはあったが、その経けい緯いまでは知らなかった。

　約六〇〇ヤーズ前のヒトは……どうやらここにいるヒト以上のクズだったようだ。

　人間は欲よく望ぼうのまま魔ま獣じゆうや妖魔を狩かり、彼らを蹂躙していた。ジノは妖魔や魔ま物ものらを野や蛮ばんで野や卑ひなものだと思っていたが、なんのことはない。かつてのヒトも、似たようなことをやっていたのだ。それは数百ヤーズに亘わたる、壮そう大だいな因果応報だった。

（しかし、そんな時代からはもう約六〇〇ヤーズ近く経たっているじゃないか！）

　ジノの胸に芽生えたのは、そんな思いだった。

　人間が魔獣、妖魔らを狩っていた歴史の長さに比べたら、約六〇〇ヤーズでは清算できない罪なのかもしれない。

　しかし、そこまで過去の業を、今のヒトが償つぐなわなくてはならないのは、間ま違ちがっていると思う。ヒトは、そろそろ次の段階に進んでもいいんじゃないかと、ジノは考えていた。

　ベッドからむくりと上半身を起こし、机へと戻ると、グラファリア史書の中からヴァンパイアの項こう目もくを見つけ、それをノートに抜ばつ粋すいすることにした。

　現実問題として今、ジノはヴァンパイアの国にいる。より深く、彼らを理解しておいても損はないと考えたのだ。ジノはペン先にインクをつけ、ノートに筆を走らせ始めた。




─グラファリア史書、妖魔の特とく徴ちよう・ヴァンパイア─

　ヴァンパイアは妖魔七種族で唯ゆい一いつ寿じゆ命みようが存在せず、外見はヒトの二十歳前後で止まり、怪け我がをしてもたちまち元に戻もどり、病とは無む縁えんという、不死身の妖魔である。歳としを重ねればそれなりに貫かん禄ろくが付くが、身体的な加か齢れいは殆ど見られない。

　たとえ腕うでが切り落とされようが、胴どう体たいが真っ二つにされようが、即そく座ざに元通りになる。尤もつとも、そこまでされたら、復元するのにかなりのヒトの血が必要となる。

　ヴァンパイアにとってヒトの血液は、その無敵さを保つための大きな手段なのだ。

　それに加えて、膂力はトロールやオーガに勝り、戦ともなれば負けを知らない最強の妖魔であることは間違いない。

　膂力だけではなく、その美的感覚はダークエルフからも賛辞が与あたえられるほどだ。何もかも優すぐれており、弱みなど一つもないかのようなヴァンパイアだが、致ち命めい的てきな弱点が三つ存在する。

　最たるものは日光だ。日の光を浴びると火傷やけどし、ものの五ミン（分）で灰かい燼じんに帰すという。そして、頭部を切断されることにも注意が必要だ。大たい抵ていの傷はたちどころに治せるが、頭部を切断されると意識を失ってしまうので、生きていられないという。

　炎ほのおも、弱みの一つだ。驚きよう異い的な回復力を持つヴァンパイアだが、炎の熱は、さすがに上回れない。全身を炎に包まれると、灰になるまで燃え続けるという。

　日光。頭部の切断。炎。この三つがヴァンパイアの弱点だが、裏を返せば、これ以外は全て強みであると言っても過言ではない。

　貴族以外は家庭を築かないというのも特徴的だと言えよう。ヴァンパイアはヒトと同じく気に入った相手と性交し子供を作ることができるが、家庭は築かないのが一いつ般ぱん的だ。何せその時にどれだけ愛し合っていても、永遠に顔を突き合わせていると、徐じよ々じよに苦痛になっていくという。

　それは、分かる気がする。

　と、そこまで記して、ジノはペンを置き、瞳ひとみを閉じた。




　　　　●〇●〇●〇●〇●〇




『うあああああああああっ！』

　夜になってベッドで眠ねむっていたジノは、身体からだ中に汗あせをかき、手で虚こ空くうを摑つかんでいた。

「夢……か」

　今でも時折、こうして悪夢に魘うなされて目が覚める。ジノは両りよう肩かたを両りよう腕うでで摑み、込み上げてくる怒いかりを、悲しみを、無理やり抑おさえ込んだ。

「ネルヴァ、エンフェ、ロマイド……」

　一人一人、丁てい寧ねいに、その名を胸に刻むように口にするジノ。彼らは皆みなエーテリオンであり、忌き憚たんなくものを言い合える、貴重な仲間だった。

　ジノは額の汗を拭ぬぐい、再び横になって、旅立ちの日のことを回想した。

　今から一ヤーズ前。ジノは三人の仲間と、隠かくれ村のヒトたち皆に、今のままではいずれコボルトに滅ほろぼされる。故にグラファリア大陸の南西、グレイウッズ王国へ旅立とうと声を掛けた。だが説得は失敗し、結局、ジノは仲間のネルヴァ、エンフェ、ロマイドの三人と共に、コボルト領の隠れ村から旅立った。

　小高い丘おかに登った時、隠れ村がコボルト軍の攻撃に遭あい、家を焼かれている姿を目にした。いみじくもジノの懸け念ねんは、予想よりも遥はるかに早く訪れたのである。ジノは内心、じくじたる想おもいを抱いだきつつ仲間たちを鼓こ舞ぶし、燃える隠れ村に背を向けた。

　それからジノ、ロマイド、ネルヴァ、エンフェの四人は、西に向かって森を進んだ。ロマイドが不可視のエーテルを、エンフェが遠えん隔かく探知のエーテルを使い、ジノとネルヴァは、剣けんを抜ぬいて警けい戒かいしつつ森を歩き、やがて空白地帯に出た。

　空白地帯はその名の通り、どの魔物の国にも属さない、グラファリア大陸の無法地帯である。ジノたちが目指したグレイウッズ王国は、グラファリア大陸の南西部にある。コボルトの国が南東なので、空白地帯を横断する必要があった。

　道なき道を行き、大型のモンスターや、その他の魔物、妖魔たちに見つからないように西を目指す旅はとても過か酷こくだったが、比ひ較かく的てき順調に進んだ。しかし、大陸の中央に位置する永世中立都市トルストコートの手前で、最悪のモンスターに見つかってしまった。

　サイクロプスである。

　この一つ目の大型モンスターは極きわめて粗そ暴ぼうで、群れることなく、ヒトだけでなく他の魔物をも食すため、かなり危険な存在として、中立地帯を闊かつ歩ぽしていた。身長は凡およそ十メル（メートル）。筋肉質で、岩の棍こん棒ぼうを肩かたに担かつぎ、狙ねらった獲え物ものに襲おそいかかる。

　はっきり言って、分が悪すぎる。かつてヒトが人間と呼ばれていた時代でも、サイクロプスを相手にするには六人一組のパーティが三つは必要だと伝えられていた。

　しかし見つかってしまった以上、戦わなければならないと、ジノたちは覚かく悟ごを決めた。戦士であるネルヴァが剣を抜き、攻撃系のエーテル使いであるエンフェが、杖つえを構える。ロマイドもワンドを懐ふところから出し、ジノは自じ慢まんのエーテルアイテムである魔ま剣けんエメラルドフロウジョンを引ひき抜いた。

　先制攻こう撃げきはジノだった。エーテルを剣に込めて振ふるうと、サイクロプスの足元から蔦つたが伸のび、その足を封ふうじる。そこへエンフェが頭上に四つの火球をエーテルで作り出し、サイクロプスに向かって投げつけた。その隙すきにロマイドはネルヴァに俊しゆん足そくのエーテルを掛かけ、ネルヴァはその高い身体能力を活いかし、跳ちよう躍やくして斬ざん撃げきを加えた。

　エーテリオン四人による攻撃は、サイクロプスに膝ひざを突つかせるほど強力だった。しかし、やはりサイクロプスは、ヒト四人の、しかも若いエーテリオンで倒たおせるほど、甘い相手ではなかった。その体たい軀くからは想像できないほど俊しゆん敏びんな動きでネルヴァの身体を摑もうと、片手を伸ばす。握にぎり込まれたネルヴァは、咄とつ嗟さにエーテルシールドでそれを防いだが、サイクロプスの手のひらに握り込まれた形となる。

　じりじりと圧あつ迫ぱく感かんが増していく。一つ目の巨きよ人じんが、にやりと笑った。ネルヴァは耐たえきれないと判断し、仲間たちに「逃にげろ！」と叫さけんだ。確かにサイクロプスから逃のがれるには、今しかなかった。ジノが拘こう束そくしたと思っていた蔦は、難なく引き千切られ、エンフェの火球も大したダメージは与えていない。

　ジノはロマイドとエンフェに、撤てつ退たいを指示した。それは三人にとって、苦く渋じゆうの決けつ断だんだった。ネルヴァが倒され、今度はジノたちにサイクロプスが向かって来たら、終わりだ。その巨きよ軀くからは想像できぬ俊敏さから逃れるのは、不可能なのだ。ネルヴァとサイクロプスの力が拮きつ抗こうしている今しか、逃げるチャンスはなかった。しかしロマイドとエンフェは、ネルヴァを置いていけないと、武器を構え直したが、ジノだけは冷静だった。

「ロマイド、エンフェ、ネルヴァが与えてくれた好機を無む駄だにするな。逃げるよ！」

「イヤだ！　何とかして、ネルヴァを助けるんだ！」

　ロマイドが叫ぶ。エンフェも、サイクロプスを倒せないのは分かっていたが、それでもネルヴァを置いて逃げる気にはなれなかった。しかし、サイクロプスが棍棒を置き、両手でネルヴァを締しめ付けると、四人のうちで最大強度を誇ほこるネルヴァのエーテルシールドに、ヒビが入った。

「み、んな……早く、行けぇえええええ！」

　ネルヴァが叫ぶ。時間がない。

「このままだと、オレたち全員がサイクロプスの餌えさになる！　ネルヴァが頑がん張ばってくれている時間を、無駄にしちゃいけない！　行くよ！」

　ロマイドとエンフェは、やむを得ずジノの言葉に従い、瞳を閉じて走り出した。

　そしてある程度、距きよ離りを保つと、ジノはエンフェに頼たのみ、周囲から全く見えなくなる不可視のエーテルをジノに掛けた。サイクロプスは身体が大きく力もあるが、獲物の探たん索さくは、その大きな一つ目による視力に頼たよっている。ネルヴァを握り潰つぶそうと意識が向いているうちに見えなくなってしまえば、サイクロプスをやり過ごすことは可能だった。

「うおおおおおあああああ！」

　ネルヴァの絶ぜつ叫きようが聞こえる。ジノは岩場に身を隠しつつ、ネルヴァの奮ふん闘とうを見届けた。サイクロプスの圧あつ迫ぱくで、ネルヴァのエーテルシールドに一気に亀き裂れつが走り──。

　ぐちゃ。まるで、果実でも握りつぶしたかのような音がした。

　サイクロプスの両手から鮮せん血けつが飛び散り、大地を赤に染めた。そしてサイクロプスは、手の中で痙けい攣れんしているネルヴァの身体を、大口を開け、胃い袋ぶくろに向かって落とした。

「ッ……!!」

　思わず顔を背そむけるジノ。こんな光景は、女の子であるエンフェや、精神的に脆もろいところがあるロマイドには見せられなかった。その後、サイクロプスは、きょろきょろと辺りを見み渡わたしたが、ジノたちの姿を探しきれず、また岩の棍棒を担いで去って行った。

「うう……ネルヴァ……」

　岩いわ陰かげで、声を押し殺して泣いているエンフェがいた。

「進もう」

　ジノはエンフェに、手を差し伸べた。

「オレらは進まなきゃいけない。これから先、オレやロマイド、エンフェの誰だれかが魔物に襲われても、だ」

「……うん、分かってる」

　エンフェはジノの手を取り、立ち上がった。

「ネルヴァを失ったのは大きな痛手だし、悲しいけれど……宿願を果たして、それをネルヴァへの手た向むけにしよう」

　ロマイドはネルヴァの血で染まった大地に目を向けながら、ジノとエンフェに言った。

「誰が犠ぎ牲せいになっても、迷わない。挫くじけない。諦あきらめない。最初にそう誓ちかったもんね」

　そう言うエンフェの瞳は、真っ赤に充じゆう血けつしていた。

　それからジノら三人は慎しん重ちように旅を重ね、グラファリア大陸中央にある永世中立都市トルストコートを越こえ、ついに大陸西部に入った。ここまで、空白地帯で魔ま物ものや傭よう兵へい団、盗とう賊ぞく団などを、慎重に慎重を重ねてやり過ごし、トラブルに巻き込まれずに済んだのは奇き蹟せきに近かった。それはジノが隠れ村で培つちかってきた知ち恵えとエンフェの不可視のエーテル、そしてロマイドの広域探知のエーテルの賜たまものだった。

　ジノは子供の頃ころから、あの隠れ村を密ひそかに出て、地形の観察をしていた。川があれば、その先には湖がある。大きな岩が転がっていれば、その付近に山があるといった具合だ。それらの知恵とエーテルを全力で駆く使しし、漸ようやく道半分に辿たどり着いたのだ。

　グラファリア大陸西部の空白地帯は、東部に比べて格段に危険性が高い。傭兵団に捕つかまれば奴ど隷れいとして扱あつかわれるし、盗賊団や魔物の集団に襲われれば命に関かかわる。しかし、目指す目的地が近付いたことにより、ジノら三人の精神的な重圧が徐々に薄うすれる。

　それが、災いに転じた。トルストコートを抜けた先にある、トロールの国、ベーゼ共和国北側の広大な平原で、一〇〇〇人を超こえる大盗賊団と出くわしてしまったのだ。この地域は傭兵団や盗賊団が多いということを知らなかったことが原因だった。

　空白地帯を根城とする傭兵団や盗賊団は、何らかの事情があって祖国で暮らせなくなった魔物で編成されている。それはジノたちヒトにとって、天敵となり得うる存在だった。いち早く盗賊団の接近に気付いたロマイドが、全速力で西に逃げるよう叫ぶ。しかし、あっという間に盗賊団に包囲されてしまった。このままでは、三人とも盗賊団に捕まり、魔物たちの晩ばん餐さんになってしまう。その時、ジノがエーテルを使い、辺りに炎を振り撒まいた。

「ロマイド、エンフェ、それぞれ別方向に逃げるんだ！」

　ジノが叫ぶ。ジノは愛剣を抜き、エーテリオンが術を使う時に見せる淡たん緑りよく色しよくの瞳を、盗賊団に向けていた。

「ダメだ！　オレらも戦う！」

　ロマイドとエンフェが、ジノに駆かけ寄ろうとするのを、ジノは目で制した。

「完全に多勢に無勢じゃないか。ここはオレに任せてさっさと逃げるんだ！」

　ジノはエーテルを愛剣エメラルドフロウジョンに流し込み、刀身を伸ばす。そして飛び掛かってきた盗賊団のゴブリンを一振ふりで薙なぎ払はらった。ジノはネルヴァほどではないが、この魔剣と、誰よりも賢かしこい知恵があった。

「いや、数が多すぎる。ここは散って逃げよう！　みんな、後で合流するんだ！」

「……ああ、分かった。また後でね！」

　ロマイドの言葉に従って三人は散開し、盗賊団の追っ手を振り切ろうと必死に走った。

　ジノはエメラルドフロウジョンで茨いばらの壁かべを召しよう喚かんし、盗賊団を翻ほん弄ろうする。その隙に、ロマイドは北西へ、エンフェは南西へ逃げた。ジノは盗賊団の矢による攻撃をエーテルシールドで逸そらしつつ、西に走った。そこでジノは、妙みようなことに気づいた。殆ほとんどの盗賊団たちの馬の足が……南西に向かっていたのである。

　つまり、盗賊団の狙いは三人の中で唯ゆい一いつの女の子、エンフェだったのだ。

「この……根性なしどもが！」

　ジノのエメラルドフロウジョンが南に振り下ろされる。すると大地がめきめきと音を立てて裂さけ、多くの盗賊たちを谷に突つき落とした。だが、やはり多勢に無勢、エーテリオンとはいえ、一人対一〇〇〇の魔物の盗賊団である。ジノが作った谷を飛び越えた盗賊団は、その大半がエンフェに向かって行き、馬上から矢を射かけた。

「エンフェ！」

　ジノは足に〝俊足のエーテル〟を掛けて、盗賊団を追いかけた。このエーテルは短い時間しか効力を発揮しないが、馬よりも速く走れる。

　エーテルシールドを張り、必死に耐えるエンフェ。

　だが、それも長くは続かなかった。エンフェの背中に、深々と矢が刺ささる。

「エンフェェ──ッ！」

　そんなジノの叫びも空しく、鏃やじりはエンフェの肺にまで達していた。ぐらり、と、身体を泳がせるエンフェ。そこに、無数の投げ槍やりが打ち込まれ、エンフェは身体中を貫つらぬかれた。

「くっ！」

　エンフェが倒れた今、次に狙われるのはジノである。盗賊団たちがジノに向き直ったその時、ジノの姿はそこから消えていた。ジノは〝土潜もぐりのエーテル〟で、地面の奥底に逃げ込んだのである。間近で、ただ傍ぼう観かんすることしかできなかったジノは、エンフェの無残な姿に思わず声を上げたくなったが、エンフェの犠牲を無駄にしたくなかった。

　やがてロマイドと合流したジノは、エンフェのことの顚てん末まつを伝えると、静かに涙なみだした。

「エンフェ……」

　ロマイドはただ涙を流して呟つぶやく。ジノは瞳ひとみを閉じて、一人、エンフェに黙もく禱とうを捧ささげることしかできなかった。やがて、一体のオーガがエンフェの腕うでを持ち、エンフェの身体をずるずると引きずっていく。盗賊団の面々はジノとロマイドから離はなれ、集合していった。

　どうやらエンフェを捕とらえたことで満足したらしい。魔物にとってヒトなど、狩かりの対象でしかないのだ。ジノとロマイドは集中力を切らさず、小高い丘おかの上に立ち、遠視のエーテルで盗賊団のキャンプを覗のぞいた。

　そして……ロマイドがその場に崩くずれ落ちた。ジノも、あまりの衝しよう撃げきに脱だつ力りよく感を覚えたが、何とか両足に力を入れ、遠視のエーテルを保った。エンフェは衣類を全すべて剝はぎ取られ、四し肢しは切り落とされて、見るも無む惨ざんになったその身体からだに、太い棒を股こ間かんから突っ込まれ、火に焙あぶられていた。

「酷ひどすぎる……」

　ロマイドが、そう言って盗賊団を睨にらみ付けた。

　ジノの脳裏に、厳しくも優しさに満ちたエンフェの笑顔が過よぎる。両の眼めから溢あふれる涙をそのままに、ロマイドに肩かたを貸して、足を西に向けた。ネルヴァも、エンフェも、助けられなかった。あのコボルトの国にいた隠かくれ村のヒトたちも死んだ。

　それでも、ジノとロマイドは生きている。自分たちが、ヒトの希望となるために。

　エンフェを失ったロマイドの衝撃は、ジノの予想以上だった。西に向かう足取りも、日に日に遅おそくなり、ロマイドの中のエーテル濃のう度ども弱まっていった。

　だが、ジノだけは迷わなかった。その瞳は真っ直すぐ西に向けられ、一人で広域探知エーテルと不可視のエーテルを駆使し、一歩一歩、着実に西へと進む。途と中ちゆう、とうとうロマイドが崩れ、休きゆう憩けいを余よ儀ぎなくされたが、それでもジノだけは挫けなかった。ダークエルフの国に行き、ダークエルフを大陸の覇は者しやとして、ヒトだけが暮らす自治権を得ることを、諦めなかった。

　そして、コボルトの国を発たって半ヤーズ後。ジノとロマイドは、漸く空白地帯西部に辿り着いた。北に行けばヴァンパイアの国ストーリア公国。南に行けば、悲願のダークエルフの国グレイウッズ王国だ。

　ここまでロマイドは殆ど喋しやべらなかった。疲ひ労ろう感かんがあるのは確かだが、ロマイドの心が変調を来きたしたのは、明らかにエンフェのあの姿を見てからだ。

　エンフェを失うまで、ロマイドがリーダーシップを発揮していたのだが、今やその面おも影かげもない。瞳は虚うつろで、食事もろくに取らず、眠ねむりについては泣き出したり、時には大声を上げてジノを困らせた。

　それから二メリア後。ジノとロマイドは、何とか魔物たちをやり過ごしながら、西に向かって歩いた。その日の夜、ジノは崖がけに背を預けて火を熾おこし、水すい筒とうに口をつけながら地図を広げ、星の位置から現在地を特定した。南には、もう鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。あれこそが、大陸の南岸にまで達するというグレイウッズの森だ。

　やっと、ここまで来られた。そう思った、次の瞬しゆん間かんだった。

「うぐっ！」

　ジノの隣となりに座っていたロマイドが、苦く悶もんの声を上げた。

「ロマイド？」

　ジノがロマイドに目を向けると、その胸に、一本の矢が突き刺さっていた。

「ロマイド！」

　ゆっくりと、口から血を吐はき出しながら、横よこ滑すべりして倒たおれるロマイド。

　矢の位置は……急所である心臓だった。ジノは咄とつ嗟さに、広域探知エーテルを展開する。

　すると、数十の何者かに囲まれていた。

「誰だ！」

　ジノの問いに対して、矢が飛んできた。ジノはそれをエーテルシールドで逸らす。ビイイン、と、音を立てて、矢が崖に当たり、砕くだけ散った。これほどの破は壊かい力を持つ射手となると、考えられる敵は一つしかない。

　ダークエルフだ。

「待ってくれ、オレたちは……」

　続けざまに、二本目、三本目と、矢の雨が降り注ぐ。しかし、エーテルシールドを貫かん通つうするには至らず、矢は空むなしくジノの身体に当たる直前で、軌き道どうがずれる。外れた矢は岩を砕き、大地を抉えぐり、爆はぜるほどの威い力りよくだった。

「この矢……やはり、ダークエルフなのか!?」

　ジノは、咄嗟にロマイドを庇かばう。ジノのエーテルシールドのお陰かげで、ロマイドに向けられた二、三本目の矢は防げたが、ロマイドほどのエーテリオンが、シールドで防げなかったことにジノは狼ろう狽ばいした。エーテルシールドは基本的に自動で発動するし、自発的に操ることもできるにも拘かかわらず、ロマイドに矢は刺さった。

　それだけ、ロマイドは衰すい弱じやくしていたのだ。エンフェをあんな形で失った衝撃は、ロマイドの心を打ち砕くに値するものだったのだ。

「ロマイド！」

　ジノが声を掛かけても、ロマイドから返事はなく、ただその瞳から、ぽたりと涙が零こぼれるだけだった。

「くっ！」

　ジノは横になるロマイドに短く黙禱し、荷物を手た繰ぐり寄せて、北に向かって逃にげた。

　幸い、ダークエルフは殆どが弓矢で攻こう撃げきしてくる。無我夢中で走るジノの背中から、無数の矢が飛んできたが、それらは全てジノのエーテルシールドによって外された。

　やがて矢の雨が止やむと、ジノは一人、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　サイクロプスとの戦いの果て、圧死させられたネルヴァ。

　魔ま物ものの盗とう賊ぞく団に捕つかまり、無残な姿で炎ほのおに焼かれたエンフェ。

　旅の目的だったダークエルフによって殺された……ロマイド。

　気が付くと、ジノは土と草がまばらに広がっており、隠れるような場所がないところに佇たたずんでいた。ジノはもう、どうしていいのか分からなくなってしまった。

　しかし、このまま空白地帯にいても、何らかの魔物や魔ま獣じゆう、妖よう魔まの餌えさになるのがオチだ。ならばもう一度、南を目指してみよう。射かけてきたのがダークエルフだという証しよう拠こもない。ひょっとしたら、空白地帯の魔物と勘かん違ちがいされ、射かけられたのかもしれない。

　そう思って顔を南に目をやった、その時だった。

　目の前に、剣けんの切っ先を向けた男が立っていた。

「動かない方が身のためだぞ、ヒトよ」

　ジノはロマイドの死と、思わぬダークエルフからの攻撃で、広域探知エーテルを使うのを失念していた。今いま更さらながら広域探知してみると、ジノの周囲には幾いくつもの生物反応があった。如い何かにジノがエーテリオンとはいえ、ここまであっさりと接近を許すとは、予想だにしていなかった。

「キミたちは……？」

「分からないか？」

　にやりと笑う男の口に、伸のびた八重歯が覗く。外見はヒトとさほど変わらないが、美しい金色の髪かみを持ち、いつ無法者の襲しゆう撃げきに遭あうか分からないこの空白地帯において、防具らしい防具は、紅に染め上げられ、フェイスを上げた状態のヘルムと、肩まで広がった鎖くさり帷子かたびらのみである。

　衣類に至っては、これからパーティーにでも行くかのような礼装だった。

「ヴァンパイア？」

「ご名答だ」

　男は名乗らず、剣を軽く上に振ふる。手を上げろ、ということらしい。

　ジノは男の指示に従い、両手を上げた。

「素直なヒトだな、物分かりがいいじゃないか」

「ヴァンパイアのことはあまり聞いたことがないけど、力で勝てそうにはないからね」

「賢けん明めいな判断だ。おい！」

　男が部下らしいものに一声掛けると、ジノの荷物を奪うばい、両手首を縛しばって連行した。ここは自分がエーテリオンであることを、伏ふせておいた方がいいと判断したのだ。

　そして隊長らしき男は、ジノの荷物の中身を検あらためて、驚おどろきの声を上げた。

「これだけの装備品……まさかこの空白地帯を旅していたのか？」

「コボルトの国、フォルス共和国から半ヤーズかけて、やっとここまで辿たどり着いた」

「な……フォルス共和国からだと？　ここから最も遠い、グラファリア大陸の南東部じゃないか。何のために、そんな危険を冒おかした？」

「ダークエルフの国、グレイウッズ王国に行くためさ」

「何だって？」

　そのヴァンパイアは、高らかに笑った。

「何が、そんなにおかしいの？」

「いや、他意はない。まさかヒトを食わないというだけで、わざわざこんなところまで旅してくるヒトがいるとは思わなくてな」

「それの、何がおかしいの？」

「おまえはダークエルフのことも、ヴァンパイアのことも知らなすぎる」

　意味が分からず仏頂面をするジノに、そのヴァンパイアは告げた。

「俺はストーリア公国フェザーミル地方内政局ヒト管理課のラドリンだ。内政局直ちよつ轄かつの部署だが、出世は望めない閑かん職しよくだな。おまえの名は？」

「ジノ」

「そうか。ならばジノ、おまえは今から、フェザーミルのものとなる。反はん抗こうは許されない。分かるよな？」

　ジノは静かに頷うなずいた。

　何せ頼たよりにしていたダークエルフから攻撃された以上、ジノは計画を根底から練り直さなくてはならなくなった。このまま空白地帯にいれば、何らかの魔物か盗賊団、旅団、傭よう兵へい団に捕まり殺されるか、奴ど隷れいとして働かされるかのどちらかだ。故ゆえに、今は大人しくヴァンパイアに捕まって、善後策を考えてみようと思ったのだ。

「それにしてもおまえは、変わったヒトだな。まだ年とし端はもいかない子供のように見えて、大人顔負けの落ち着きを持っている。普ふ通つう、俺らに捕まったら、抵てい抗こうするか、逃げるかのどちらかなんだがな」

「ヴァンパイアのことは噂うわさでしか聞いたことがないけど、魔物よりも強く、速く、そして美しいという。出会ったが最後、殺されるか、服従するかのどちらかだ、ってね」

「本当に賢かしこいな。皆みな、おまえのようなヒトだと〝ヒト狩がり〟も楽でいいんだがな」

「ヒト狩り？」

「今、ストーリア公国は慢まん性せい的なヒト不足なんだ。そこで空白地帯に隠れ住むヒトを集め、領地に連れて行く。住居も仕事も賃金もあるんだから、まあ安心しろ」

「ヒト不足になってるってことは、それだけヒトが死んでるってことでしょ。安心なんかできるわけがないじゃないか」

「まあ、そこは否定できないな」

　ラドリンは、あっさりとジノの言い分を認めた。

「病、怪け我が、事故、同族同士の争い……ヒトは放っておくと、勝手に数が減っていく。だからこうして時折、空白地帯にまでやって来て、ヒト狩りをしなきゃならんのだ」

「…………」

　ジノには、返す言葉がなかった。確かに、ヒトはヒトを殺しすぎる。ただですらヒトにとって斜しや陽ようの時代なのに、それでもヒト同士の争いが絶えないのだ。

「まあ、行けば分かる。ダークエルフのことについても、ここグラファリア大陸西部のことについても、そのうち嫌いやでも知るようになるさ」

　この言葉に、ジノの心は傾かたむいた。どういう形であれ、学ぶ機会はありそうだ。それに、もしヴァンパイアの国で思ったように学べなければ、いつでも逃げ出せる。

　何といっても、ジノはエーテリオンなのだから。

「その言葉が本当なら、フェザーミルってとこは、大きな収しゆう穫かくを得たことになるね」

「何だ、そりゃ」

「オレのことだよ。これは、後々の大手て柄がらになるよ」

「はっ、何を言ってるんだ。さっさと護送車に乗れ」

「分かったよ」

　ジノはラドリンにせっつかれ、ヒトが十数人、詰つめ込まれた護送車の前に来た。

「オレは逃げも隠かくれもしない。そして誰だれよりも多くのことを学ぶよ。ヴァンパイアも無視できないほどにね」

「ほう、大きく出たな」

「何たってオレは……」

　ジノはラドリンに向かって、微笑ほほえみながら言った。

「天才だから」




　これが半ヤーズ前、ジノがストーリア公国にやって来るまでの顚てん末まつである。

　ジノは窓も何もない箱馬車に、ぎゅうぎゅう詰づめにされてストーリア公国南の白はく南なん関かんを通過し、フェザーミルへと送られた。確かに仕事も住居も賃金も与あたえられたが、ヒト三代表のうちの二人に、ジノは余よ所そ者のくせに態度が悪いと、目を付けられてしまった。

　それから半ヤーズは、ジノにとって忍にん耐たいを鍛きたえる時間となった。

　ゴンゾロとパラーチ、そして彼らの取り巻きによる苛いじめは酷ひどかったが、それでもゾリアがいた頃ころは、彼が何かと擁よう護ごしてくれたので、それほどではなかった。だが、そのゾリアもいなくなった今、苛めは徐じよ々じよに虐ぎやく待たいのレベルに達そうとしていた。

　顔は綺き麗れいなものだが、身体中に痣あざや傷きず跡あとが残り、大人でも音を上げる鉱山での仕事は、過か酷こくの一言だった。エーテルシールドで防げるのは、あくまで心身共に健康な時のみである。ここに来てからジノは、暫しばらくの間、仕事の苛か烈れつさに負け、傷を負った。

　しかし、ジノは文句一つ言わず、これは将来のための体力作りだと割り切り、鉱山の仕事を熟こなした。

　ダークエルフのことは、かつてグレイウッズ王国の森深くに住み、道に迷って空白地帯に出てしまったところを、ヴァンパイアによるヒト狩りによって捕とらえられたというヒトから、話を聞けた。ダークエルフは、空白地帯から魔物が森に入らないよう、定期的に見回りをしているらしい。そこで敵と判断されれば、容よう赦しやなく矢を射かけてくる。だが、それ以外の時間は比ひ較かく的てき簡単にグレイウッズの森に入れるのだという。

　ロマイドを襲おそった凶きよう事じは、偶ぐう然ぜんが重なった出来事だったのだ。

　不意に、ゾリアの笑顔が脳裏を過よぎる。

　彼はジノによくしてくれる、数少ないヒトだった。

　それがまさか、あんな最さい期ごを遂とげるとは。思い返して、気分が悪くなった。

（オレはまだ旅の途と中ちゆうなんだ。とりあえずここで最低限の知識と知ち恵えを身に付け、いずれヒトが〝人間〟として暮らせる国を作るんだ！）

　だが、城下町のサロンでヘネシー・ストーリアと出会って、その夢はダークエルフではなく、ヴァンパイアでは……ヘネシーでは不可能だろうか、と自問するようになった。

　そもそも、ダークエルフに助力したところで、ヒトの国を作ってくれるという確証はどこにもない。

　辺境姫と組んだ左の腕うでを、そっと右手で擦こする。この温もりは忘れ難がたい。

　掘ほればいくらでも湧わいてくる井い戸どのような、底知れぬ深さを感じた。

　エーテリオンであるジノにとって、触ふれれば相手がどれだけの器なのかを測るのは容た易やすいことだったが、ここまで底が見えない相手は初めてだった。

（ネルヴァ、エンフェ、ロマイド……オレらの夢はダークエルフじゃないとダメかい？）

　ジノは牢ろうの中のベッドで、決して安らかではない眠ねむりに落ちていった。




　　　　●〇●〇●〇●〇●〇




　ストーリア公国は、主に東西南北の領地に分かれており、北のストーリア地方に、公都がある。そして公国の東はシルバーキープ地方といい、オーガの国ベーゼ王国と隣りん接せつしている。南のリンカーフォル地方は、ベーゼ王国とは離はなれているものの、その更さらに南にグラファリア大陸を縦断する〝空白地帯〟がある。

　そして一番の特とく徴ちようは、北、東、南の領地は、白はく麗れい山脈という、グラファリア大陸屈くつ指しの山脈に囲まれていることである。特に白麗山脈の北側は切り立った崖がけになっており、夏でも凍こおっている死の山だ。さすがのオーガも、ここに立ち入ることはない。

　ところがシルバーキープは違ちがう。

　本来、ヒトも妖よう魔まも寄せ付けぬ白麗山脈だが、ここに一カ所だけ、なだらかになっている場所があるのだ。そこからストーリア公国を落とすべく、オーガの侵しん攻こうが度たび々たび起こっていた。故に、シルバーキープには難なん攻こう不ふ落らくの〝白麗関〟が建造された。

　そして南のリンカーフォルは空白地帯から、ならずものや、ふらっと近寄ってきてしまった巨きよ大だいな魔ま物ものらから国を守るための〝白南関〟という城じよう砦さいが造られた。

　東シルバーキープの白麗関と、南リンカーフォルの白南関。

　これらが、ストーリア公国の最重要軍事拠きよ点てんなのだ。しかし逆に考えれば、ストーリア公国に入るには、この二つの関からしか選せん択たく肢しがないため、東と南は旅の商人や傭兵などで、大いに賑にぎわっていた。

　その一方で、西のフェザーミルという土地は、三方をストーリア、シルバーキープ、リンカーフォルに囲まれ、外敵に怯おびえる心配はない。だが裏を返せば、それだけ旅人らが立ち寄る理由がない、貧しい土地だった。西には広大な海が広がっているが、その沿岸はかなりの高さの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっており、外敵からは守りやすい半面、港が存在しない。

　要するに、田舎というのも烏お滸こがましい、まさしく〝辺境〟なのである。

　ヴァンパイアの生活は、どの都市も〝時告げの鐘かね〟と呼ばれる日暮れの鐘に始まり、夜明けの鐘で終わる。この日も〝辺境姫〟と呼ばれているフェザーミル領主ヘネシー・ストーリアは、町娘むすめの服を着て、忍しのび足で部屋を抜ぬけ、衛兵の目を盗ぬすみ裏門から出ようとした。

　そこで、メイド長トレーフル・エリアスの瞳ひとみに捉とらえられた。

「また城をお抜けになられるのですか？」

　突とつ然ぜん、背中から声を掛かけられ、ぎくり、と、ヘネシーは肩かたを竦すくめる。

　いつもなら、このルートで完かん璧ぺきに外に出られたのだが……今日に限って、よりにもよってヘネシー付きのメイド長、トレーフルに見つかるとは。ヘネシーは「運が悪い」と呟つぶやき、かくんと首しゆ肯こうした。

「今日はね、絶対に行きたいところがあるの。いつもの下流サロンじゃないわ。ここはあたしの領地なんだしさ、そういう場所の査察も、領主たる者の務めじゃない？」

「ヘネシー様は女侯こう爵しやくの身。そのような高貴なお方が市井しせいに顔を出すのであれば、それなりのお召めし物と、供回りが必要かと」

　確かに、今のヘネシーの衣装は安物の白いブラウスに、タータンチェックのスカート、黒いソックスに革の靴くつという格好だ。これではとても女侯爵には見えない。

「賢けん君くんたるもの、広く市民の声を聞き、それを政治に生かすべきだと思うのよね！」

「賢君たるもの、そのようなお召し物で身分を隠し、城下の中・下流サロンで酔よいつぶれるまで歌い踊おどり、鍛か冶じ屋やに入っては火傷やけどをして親方に𠮟しかられ、金の指輪を五万エルで売って、そのお金で旅の商人から買い物をし、ヒトが耕した畑に落ちて土塗まみれになる。このようなことはしないと思われますが」

『どうしてそこまで知ってるの!?』

「実は毎回、城下に下向なされるヘネシー様を、陰かげながら見張っておりました」

　おおう、と唸うなるヘネシー。

　今の今まで、全く気づかなかった。メイドにしておくには勿もつ体たいないほど、見事な影っぷりだった。

「じゃあ、今日は何で出てきたの？」

「本日はヒト収容区画に赴おもむかれるという話を耳に致いたしました。あそこは流石さすがにお一人ではまずいかと存じ、本日はこうして表立ち、同行しようかと思いまして」

「止めに来たんじゃないの？」

「止めて、お聞き入れ下さいますか？」

「いえ……愚ぐ問もんだったわね」

「そうだと思います」

　今になって気づいたが、トレーフルの服装もメイド服ではなく、町娘の格好だった。

　それにしてもトレーフル・エリアスというメイドは間ま違ちがいなく優ゆう秀しゆうなのだが、とにかく表情が硬かたい。折角の美形が、台無しである。最初にこの城にやってきた時、メイド長として雇やとったのだが、まるで蠟ろう人にん形ぎようが動いているのかと思ったほどだ。

　もっと愛あい想そを良くすれば、かなりモテるのになあ、などと思いつつ、ヘネシーは秘密の抜け道を通り（尤もつとも、今となっては秘密でも何でもないのだが）、闇やみ夜よを照らす町の明かりへと走り出した。トレーフルを、出し抜くつもりで、本気を出した。ヴァンパイアの走力は、全力を出せば馬をも超こえる。ヘネシーはスカートが風で捲まくり上がるのも気にせず、一直線にヒト収容区画を目指した。

　足には自信がある。トレーフルを引き離して一気にヒト収容区画の前に着くと、ヒトの管理を任されているヴァンパイア、ラドリンの許もとへ駆かけ寄った。

「まさか、ヘネシー様!?」

　逆に、ラドリンの方が驚おどろいていた。ストーリア公国では、ヒトの管理は内政局ヒト管理課の仕事である。今はラドリンが課長をやっているが、五ヤーズ周期で所属替がえが行われる。同じ仕事ばかりやっていると飽あきてしまって、まともに仕事をしなくなるのだ。

「まさかって、昨日ここに来るって、鍛冶屋のゴニス親方に伝えるよう言っておいたけど、聞いてなかった？」

「いやまあ、その、聞いてはおりましたが、しかし……」

　仮にも領主が、供回りも連れずに突然現れたのだから、ヘネシーに対して片かた膝ひざを突つくことすら忘れてしまったラドリンを誰も責めることはできまい。慌あわてて低頭し、片膝を突くと、ヘネシーは「そんなのいいから、早く彼に会わせて！」と言った。

「で、では、彼の部屋へご案内します。こちらへ」

「うん、宜よろしく！」

　ヘネシーはその金色の瞳を輝かがやかせ、ラドリンの後をついていく。ラドリンは部下の二人に、ヘネシーの警護をさせた。二人とも顔全面から首まで覆おおう兜かぶとを被かぶり、帯たい剣けんしていた。

「ねえ、どうして警護なんかつけるの？」

　ラドリンに訊きくヘネシー。

「このヒト収容区画には、およそ五〇〇〇人のヒトが暮らしております。万が一がなきように、予あらかじめラドリン殿どのにご依い頼らいしたのです」

　答えたのは、後ろに立つ女性の声だった。振ふり返ると、そこにいたのは──。

「トレーフル!?」

「はい、トレーフルでございます」

　兜を被った警護兵の格好をしているが、声は間違いなくトレーフルだった。

「い、いつの間に……」

「メイドたるもの、主に後おくれを取るようでは務まりませんので」

　何とも恐おそろしいメイドである。彼女は俊しゆん足そくのヘネシーを追い越こした挙げ句、衛兵の姿に着き替がえ、自然に溶とけ込んでいたのだ。

（こりゃ、気づかないわけだ）

　折角、じっくりと気になるヒトに会えると思ったのに、と、嘆たん息そくするヘネシー。その時、ラドリンらは、ヒト居住施し設せつ三階の通路にやって来ていた。そこは古ぼけた煉れん瓦がの建物がコの字形に並び、全すべてが繫つながっている。窓からは、月明かりが鈍にぶく差し込んでいた。

「ヘネシー様。これより先に、例のヒト……ジノの部屋があります」

「この建物の中に、ヒトが全員住んでいるの？」

「そうです。尤も、ヒトは夜になると眠り、朝になると起きて、畑や牧場、鉱山などで労働させます。今はまだ宵よいの口くちなので、起きているヒトも大勢おりましょうが」

「じゃあ、まだ町に行っているヒトはいないのかな？」

「ええ。特別休きゆう暇かを貰もらっているものを除いては、一人残らずこの区画内にいます。尤も、休暇を取っても城下町に行くヒトなど、殆ほとんどいないんですが」

「え、どうして？」

「ヴァンパイアに襲おそわれて、帰ってこられないヒトが後を絶たないからですよ」

　市民階級のヴァンパイアにとって、町中を歩くヒトなど、格好の獲え物ものなのだ。ヘネシーは貴族なので、その辺の事情には疎うとかった。

「じゃあジノはその休暇日に、ヴァンパイアにも襲われずに、城下町にいたわけだ」

「今ではどうしてジノに休暇を与あたえてしまったのかと、後こう悔かいしておりますよ」

　ジノが町でヘネシーに出会わなければ、きっとヘネシーがヒト収容区画に訪れることもなかっただろう、とラドリンは思ったし、事実、その通りだ。

　ヘネシーは数ディエ（数日）前に〝揺ゆれる鬼灯ほおずき亭てい〟で出会った、異色のオーラを纏まとったヒト、ジノに興味を示し、その気持ちは日を追う毎ごとに大きくなっていた。そして、今に至っているのである。

　ヘネシーは嬉うれしそうに、後ろ手にしてその重そうな鉄の門を眺ながめた。

「よし、早速行こう！」

　ヘネシーがそう言うと、ラドリンが先頭切って歩き出した。ヘネシーも続いて行くと、衛兵とトレーフルも入って来た。

「おお……」

　建物の中は真ん中に通路があり、その両りよう脇わきに鉄の格子がある。その中で、ヒトは生活していた。古い服を着て、それぞれに部屋が割り当てられている。それはさながら、巨大な牢ろう獄ごくのようでもあった。普ふ通つうの部屋ではなく鉄格子にしてあるのは、看守であるヴァンパイアらが、ヒトの生活状じよう況きようを、一目で認識できるようにするためだ。家か畜ちく同然であるヒトに、プライバシーなど存在しないのである。

　しかも、一部屋がとても狭せまかった。

「これが、ヒト収容区画……」

　その居住区はまさに牢獄のようなもので、ヘネシーはヒトを観察しながら歩いていた。全ての部屋に鉄格子があり、管理人から隠かくれることができない作りになっていた。そしてヴァンパイアの姿を目にしたヒトは、殆どが部屋の奥まで逃にげ、震ふるえて怯えていた。ヘネシーはそんなのを一切構わず、ヒトを客観的に観察していた。何より、髪かみや瞳の色がまちまちなのが気になった。

　金の髪を持つもの、黒い髪のもの、青や茶の瞳を持つものもいる。ヴァンパイアは〝始まりのヴァンパイア〟と呼ばれたストーリア大公家と、その分家である南の領地リンカーフォル領主、イセントリク家のものだけが銀の髪を持ち、それ以外のものは金の髪を持つ。ヘネシーはハーシュタット・ストーリアの娘なので、当然ながら直系の前者にあたる。ヘネシーは今まで〝ヒト〟と一ひと括くくりにしていたが、様々な種類があるのだと、感心しながら見ていると、通路の先から強きよう烈れつなエーテルの力を感じた。

　ここに来て、ヘネシーは確信した。

　このエーテルは……あの夜、腕うでに残った温もりと同じものだ。

　いよいよ、再会を果たせる。ヘネシーの胸は、自然と早はや鐘がねを打っていた。

「さあ、行くわよ！」

「は、ははっ」

　ラドリンが、先導して通路を歩く。その足は一歩一歩、ジノに近づいて行くに従って、重くなっていくのを感じた。まるで深い沼ぬまに腰こしまで浸つかっているような感覚だった。

　かつて人間がグラファリア大陸を支配していた、約六〇〇ヤーズ前。貧弱なこのヒトはエーテルの力を操ることで、世界を掌しよう握あくした。その歴史については総務局長ヴィオラから、再三に亘わたって叩たたき込まれていた。

　当時はヒトでもかなり多くのエーテル使いやエーテリオンがおり、今でもエーテルの扱あつかいに長たけた魔ま物ものは、火、水、土、風の四大元素を混合して操り、様々な術を使う。だがエーテリオンは、それらの根源元素たるエーテルそのものを自在に直接操れるのだ。

　エーテルを操るということは、火水土風では顕けん現げんできないような奇き蹟せきを起こすことができる。今では禁きん忌きの法と呼ばれている死者の蘇よみがえりや、天変地異などをも引き起こせる。尤も、それだけ大がかりな術は、エーテリオン一人では起こせないのだが。

　しかしラドリンは、もしジノが城に仕えることになって、エーテルによってジノがとんでもない不ふ祥しよう事じを犯した場合、全部自分の責任にされてしまうような気がしたのだ。

　しかも、よりにもよってジノを欲ほつしたのが、フェザーミル領主の辺境姫だとは。これは、ジノが何かヘネシーに危害を加えたなら、自分の首も間違いなく飛ぶな、と、ラドリンはある意味、覚かく悟ごを決めざるを得なかった。

　ヘネシーは冷ひや汗あせを垂らし、足を止めてしまったラドリンを追い越し、すたすたと、迷いなく一つの居室の前に進み、その中にいるヒトの男子の部屋を鉄格子越ごしに眺めた。

　そして、驚いた。他のヒトの部屋は、衣類が散乱していたり、簡素なテーブルの上に安酒の瓶びんやパンがのっていたりと、少なくとも生活感があった。しかし、目の前のジノの部屋は、それらが全くない代わりに、大量の本で埋うめ尽つくされていた。

　そしてジノ当人は、背筋をぴんと伸のばし、部屋の一番奥においてある椅い子すに座り、机の上に広げた一冊の書物を食い入るように読んでいた。この位置からだと背中しか見えないが、それなりに身長が高そうだということは察することができた。

　覗のぞき込んでいるヘネシーに気づいている様子はない。ヘネシーの目には、ただ、一心不乱に、文章という名の海へのダイブを楽しんでいるように映った。あれが下流サロンで一度腕を組んだだけで、何な故ぜかたった一周しただけで、ここまで興味を引かれるようになってしまったヒト、ジノなのだ。ヘネシーは微び動どうだにしないジノを観察した。

　髪の色は黒で、少し癖くせがあり、ウェーブが掛かかっている。まだ背中しか見えていないが、そこから発するオーラのようなものが、ただのヒトではないことを立証していた。

「ねえジノ、あなた、あたしのことを覚えてるでしょう？」

　ヘネシーは思わず、そう言っていた。その瞬しゆん間かん、ジノの背中がびくっと動いた。ジノは意味ありげに嘆息し、読んでいた本に栞しおりを挟はさんで閉じ、椅子を引き、立ち上がる。その所作からして既すでに他のヒトとは違ちがう、異質なものを放っていた。

「これはこれは、辺境姫様。お久しぶり」

　そう言ってジノは振り返り、鉄格子に近づき、その吸い込まれそうな黒い瞳ひとみをヘネシーに向けた。やはり他のヒトとは、明らかに目の色が違う。逃げもせず、ただ真っ直すぐ、その双そう眸ぼうを、鉄格子越しでヘネシーに向けてきていた。そこにはとても強く、瑕か疵しのない意思のようなものを感じさせた。

「オレも辺境姫様と会って、もっと話がしたいと思ってたんだ」

　その声はまるで砂糖菓が子しを音にしたかのように、ヘネシーの耳に鮮せん烈れつな幸福感を与えた。

「やっぱり……あなたはあの夜、あたしにわざと接せつ触しよくして、ここに誘さそったのね？」

　ヘネシーは、自分よりも一〇セルメル（センチメートル）以上背が高いジノを見上げて、そう言った。ジノは、ヒトの割には、相手に清せい涼りよう感かんを与えるような印象を持っていたが、ヘネシーとて負けてはいない。大公譲ゆずりの銀の髪と、凜とした佇まいはラドリンだけでなく、周囲のヒトも思わず溜ため息いきを漏もらしたほどだ。ヘネシーと、ジノ。二人が放つオーラのようなものは、ヴァンパイアの衛兵や、鉄格子の中にいる周囲のヒトをも惹ひきつけた。

「あなたがあの夜、あたしと腕を組んだのは、あたしへのメッセージだと受け止めたけど、やっぱり、勘かん違ちがいじゃなかったんだね」

「へえ、そこまで読み切るんだ。これは本当に、噂うわさと違った賢けん君くんのようだね」

「お褒ほめの言葉を有り難う。それで、何が望みなの？　まさか何もなしで、あたしに興味を引かせたワケじゃないわよね？」

　ふー、と息を吐はき、凜としてヘネシーと相対するジノ。その仕草は、とても十五歳とは思えない落ち着きだった。

「人ひと払ばらいをお願いしちゃダメかな。オレは辺境姫様と二人きりで話したいんだけど」

「な、な、ジノ！　おまえは自分が何を言ってるのか、分かってるのか!?」

「いいわ。こんな格子越しで申し訳ないけど。あたしも、ジノと二人で話がしたい。トレーフル、ラドリン、少し離はなれてて」

「い、いや、しかしこいつは──」

「承知致いたしました」

　ラドリンが何か言おうとしたのを、トレーフルが声で制し、背中を押して二人はジノとヘネシーから距きよ離りを取った。この時ばかりは、トレーフルがいたことに感謝しなければ、と、ヘネシーは思った。

「さあ、これで二人きりよ。あなたはあたしに、何を話したいの？」

「……率直に、興味があるんだ。ヘネシー・ストーリア女侯こう爵しやく殿でん下かは、どんなヴァンパイアなのか、ってね」

「あたしは、あなたが思っている以上に、あなたに興味があるわ」

「オレに？」

　鉄格子を挟んではいたものの、二人は寸分違たがわず身体を向け合い、ジノの黒い瞳と、ヘネシーの金色の瞳が交こう錯さくしていた。

「だってそうでしょ？　たとえ〝揺れる鬼灯亭〟での一件が偶ぐう然ぜんだったとしても、あたしは、あなたの中に強烈な光を見たわ」

「あそこに行ったのは偶然なんかじゃないよ。第一、ヒトが魔物のサロンに行ったら、何をされるか分からない。まさに命がけさ」

「そっか、そうだよね」

「オレはあの日、辺境姫様の噂を聞いて、危険を承知で会いに行ったんだよ」

「そうだったんだ……あたし、あの時にジノと腕を組んでから、あの感かん触しよくが忘れられないの。これって……」

「これって？」

「食しよく欲よく、なのかな？」

　ジノの顔が、少し歪ゆがんだ。

「食欲かどうかは別として、オレも辺境姫様のことを考えてた。辺境姫様ならオレと、死んでいった仲間たちの悲願を遂とげられるのか、ってね」

「ジノの、悲願？」

　ヘネシーは、その言葉に首を傾かしげた。

「夢物語と一笑に付して貰もらっても構わない。オレとオレの仲間たちは、学を修め、妖よう魔まや魔物の配下となって、グラファリア大陸を統一したい。そして、ヒトだけが安あん寧ねいに暮らせる国を作って貰いたい。それがオレの生きる目的であり、夢なんだ」

「!?」

　ヒトであるジノの口から、グラファリア大陸の統一などという、途と方ほうもないことが出てきたことに、ヘネシーは思わず目を見開いた。

「……ここにある本は、そのため？」

「そうだよ。フェザーミルでの暮らしは辛つらいけど、死んでいった仲間たちの無念を思えば、泣き言なんか言ってられない。幸い、ここでは働けば賃金が貰えるし、休きゆう暇かを利用して書物を手に入れられる。でもオレは、まだまだ知識が欲しいんだ」

「それなら、いい方法があるわ」

　ヘネシーは左手を腰に当て、びしっと、ジノを指差した。

『あなたを、あたしの侍従贄フイーズにする！』

「!?」

　その聞き慣れない言葉に、今度はジノが目を丸くした。

「何、その侍従贄フイーズって」

「ストーリア公国では、あたしのような貴族や金持ちのヴァンパイアになると、ヒトを専属の侍じ従じゆうのように使役させると同時に、渇かわいたときにすぐ血を吸えるように、専属のヒトを引き連れているの。それが侍従贄フイーズよ」

「へえ……そんな存在がいたんだ」

「あたしの侍従贄フイーズになれば、あなたはこんなところに住む必要はないわ。何せ侍従贄フイーズは、主人と寝ね起おきを共にして貰うから」

「それで、辺境姫様には問題ないの？」

「大ありだと思うけど、構わないわ。それよりジノはもっと学びたいんだよね？」

「ああ。ここにある本は全すべて読み尽くした。こんなんじゃ、まだまだ足りない」

「なら、それこそちょうどいいわ。フェザーミル城には蔵書室があるの。数万冊を揃そろえている自じ慢まんの部屋なんだけど、利用するものは少ないわ」

「何だって!?　そ、それは是ぜ非ひ、見てみたい！」

　ジノは子供のような純真な瞳で、ヘネシーを覗き込む。ヘネシーは思わず赤面してしまった。若いヴァンパイアでもジノほど学に飢うえているものはいない。

　ヘネシーの心は、固まりつつあった。

「あ、あたしの侍従贄フイーズになれば、蔵書室の本をいくらでも読んでいいわ。でも、いつまでも、ってわけにはいかないわね。何せ、ヒトは五十ヤーズ程度で、おじいちゃんになっちゃうもん。だらだらと読書させるわけにはいかないわ」

　ジノは静かに瞳を閉じた後、かっと目を見開いて、ヘネシーに告げた。

「一ヤーズあれば、蔵書室の本を読み尽くしてみせる。そしてここフェザーミルを発展するのに貢こう献けんする存在になるよ」

「この辺境を？」

「オレの見たてじゃ、この領地は発展途と上じようなだけだよ。豊かな川があり、肥ひ沃よくな大地があり、東には木材をいくらでも調達できる森もある。ただ惜おしいのは、何故か開かい拓たくできる土地を、放置していることだね」

「あ、あなたにはフェザーミルが何をすべきか、見えているというの？」

「もちろん。明確に理解しているよ」

　その自信に溢あふれた黒い瞳や、引き締しまった唇くちびる、きりりと吊つり上がった眉まゆから、ジノが冗じよう談だんでそんなことを言っているとは思えなかった。

「それと、あの城下町のサロンでジノに言われてから、内政局長ルシールに、いろいろ訊きいたわ。ヒト収容区画のことや、抜ばつ血けつ室のこともね。まさかあんな方法でヒトから血を抜ぬいてたなんて、思ってなかった。可哀かわい想そうなことをしたと思うわ」

「はあ？」

　領主がヒトから血をどうやって抜いているのかを知らなかったという事実に、ジノは驚きよう嘆たんしていた。

「そっか、それもそうだよね。辺境姫様は貴族だ。貴族はワイングラスで血を飲んでいるって、抜血室で聞いたよ」

　市民階級のヴァンパイアは、直接ヒトの身体に牙きばを突つき立てて血を吸うのが主な血液の摂せつ取しゆ方法だが、貴族階級ともなると、野や蛮ばんな方法で血を飲まない。

　それ故ゆえに、抜血室があるのだ。

「あの方法は、オレの目から見ても非効率的だ。不必要にヒトを殺してしまう。ヒトが減れば、ヴァンパイアだって困るんでしょ？」

「耳が痛いわ。その通りだからね」

「それこそがヒトにとって有り難がたいことでもあるんだよ。無む闇やみ矢や鱈たらにヒトを食べたり殺したりしてしまうと、ヴァンパイアという種族も減っていく一方だからね」

「まあ、そうかも」

「だからこそ、あの抜血室は賢かしこいやり方とは言えないよね」

「……ジノには、腹案があるの？」

「あるよ」

「それって、今言える？」

「もちろんさ。一回にどれだけの量の血液が必要になるかは知らないけど、一人のヒトから搾しぼり取れる血液は、せいぜい四～五リルってとこでしょ。だったら、細い針を使った採血器を作り、ヒトが死なない程度の量を、多くのヒトから集めるんだ」

「なるほど……その方が、効率的に血液を集められるわね」

「血を抜かれるヒトも負担が減る。何せ、採血による死亡のリスクがなくなるんだから。そうすれば、いちいち空白地帯にまで出張って、ヒトを集めなくてもよくなる」

「そっか、ヒトの数が安定すれば、ヴァンパイアという種族の安定にも繫つながるんだ」

「ヒトの失血による致ち死し量は、凡およそ二リルなんだよ。だから、仮に四十リルの血液が必要なら、五十人くらいから採血すれば、一人も損なわず血を得られるんだ」

「ジノってヒトなのに、あれこれ考えてるんだね」

「考えるのを止やめるのは、土に還かえってからでいいさ」

　ヘネシーは改めて、ジノの顔を見る。その表情は、年ねん齢れいにはそぐわないほど精せい悍かんで、凜りんとしていた。




『では改めて。ジノ、あなたはあたしの侍従贄フイーズになりなさい！』




　ヘネシーはずいと体を前に出し、鉄格子に額を当てて言った。

　ジノは、ふう、と一息吐はき、かっと目を見開いて、ヘネシーに片かた膝ひざを突いた。

「そのお申し出、有り難く頂ちよう戴だい致いたします。どうか私を侍従贄フイーズにして、学ぶ機会をお与あたえ下さいませ！」

　ヘネシーが格子の中に手を入れる。ジノはその手を、しっかりと握にぎった。

　ヴァンパイアは、常に高貴でなければならない。ヴァンパイアは、常に美学を持たなければならない。ヘネシーはジノと会話し、ジノがヴァンパイア顔負けの器量を持っていることを知った。これまでヘネシーは総務局長ヴィオラから、何人もの侍従贄フイーズを紹しよう介かいされたが、全て断ってきた。ヒトとはもっと原始的レベルまで退化し、理知的とは無む縁えんのものだと思っていたからだ。
















　それがどうだ。目の前の、牢ろう獄ごく同然の部屋に書物を積み上げ、堂々とした語り口と、甘い色いろ香かすら感じさせる容よう貌ぼうは。これほどの品格を持つヒトを得たことは、ここ最近で一番の収しゆう穫かくだとヘネシーは思った。ヘネシーはジノの視線を受け止め、逆に尋たずねた。

「やっぱりジノは、ただのヒトじゃないわね。それに、ジノがエーテリオンだからかな、あなたのエーテルが温かく感じたのは」

「いや、違ちがうよ。辺境姫様が無能なら、オレがキミに送ったエーテルに気づかないはずだ。あの下流サロンでの邂かい逅こうは、それくらい短い時間だったからね。辺境姫様がオレの意思を受け止めてくれたことは厚意に値するよ。キミも、並のヴァンパイアじゃないんだね」

「当たり前じゃない。あたしの父を誰だれだと思ってるの？」

「はは、確かに」

　ジノは目を細めて微笑ほほえむ。ヘネシーはその仕草に、思わずどきん、としてしまった。

「あなたは、生きる意味を持っているのね？」

「うん、しっかりと持ってるよ」

「それは、あなたの夢と同じなのかしら？」

「そうだよ。だからこそ学を修め、それを使い熟こなす知ち恵えを得たいんだ」

「どうして？　あなたはヒトじゃない」

「この期ごに及およんでオレを普ふ通つうのヒトだと思っているなら、見込み違いだったと言うしかないね。牛や鶏にわとり、豚ぶたと一いつ緒しよにされちゃ敵かなわないな。それを不ふ遜そんだと一いつ蹴しゆうするならば、オレはここを抜け出してグレイウッズ王国に行き、キミたちの前に敵として現れる。それも、無視できない強敵として、ね」

「ますます気に入ったわ！」

　ヘネシーは、ぱっ、と振ふり返り、ラドリンに向かって、叫さけぶように命じた。

「あたしはね、ジノのそういう強気な姿勢が気に入ったのよ。言葉だけじゃなく結果を残して貰うためにも、望み通り、城の蔵書室への出入り、許可するわ」

「有り難き幸せ」

　ジノが優美に頭を垂れる。二人の手は繫がれたままだった。ヘネシーは赤面し、その手を名残なごり惜しそうに放す。そして、ジノに背を向けた。

「じゃ、じゃあ、ラドリンとトレーフルに言ってくるね」

「ああ、頼たのむよ」

　ジノはヘネシーに背を向け、再び机に向かう。そんなジノが、どうしても欲しいと再確認し、ヘネシーはラドリンとトレーフルの許もとへ歩き出した。




『な、何ですと!?』

　ヘネシーから話を聞いて、あまりのことに、動どう揺ようを隠かくせないラドリン。トレーフルですら、兜の下で驚嘆していた。

「あの子は賢いし、見込みがある。何より、あの品格はヒトとは思えないほどだったわ。ラドリン、ジノをここから出して。それと、トレーフルはジノの部屋の全てのものを、蔵書室の隣となりにある司書室に移して」

「お、お待ち下さい、ヘネシー様！　他ほかのヒトならば結構ですが、ジノはエーテリオンです。彼奴きやつをそばに置いておくのは危険かと！」

　必死に止めるラドリンと、ただ頷うなずくトレーフル。どう考えても、この大量の本を移動させるのはトレーフルの仕事だ。その量の多さに、がっくりと肩かたを落としていた。

「うるさいわね。領主命令よ。今すぐ、ジノをここから出せっ！」

「う……は、ははっ！」

　ヘネシーが声を強めると、ラドリンは慌あわてて鍵かぎを取り出した。

「本当に、宜よろしいんですね？」

　ラドリンはちらり、と、衛兵の一人に目を向ける。それは、トレーフルだった。

「私に助けを求められても困ります。私は忠実なメイドとして、ご主人様の意思に反対することはできませんので」

　つまり、メイドでなければ反対していたということだろう。ラドリンとて、責任問題になるのではないかと、内心では恐きよう々きようとしていた。

「安心なさい、ラドリン。内政局長ルシールには、ジノが何をしようと、あなたには一切の責任がないよう、あたしから言っておくから」

「は、ははっ。それならば……」

　ルシール・リッテラは、ここフェザーミル領で、内政局長を務めている。

　ヒト収容区画は、この内政局のヒト管理課に属するので、ルシールはラドリンの上司にして、ヘネシーが絶大な信しん頼らいを置く臣下だ。このフェザーミルにおいてヘネシーは絶対的権力者なのだから、どんなに諫かん言げんされようと、押し通せる力を持っている。

「まあルシールよりも、ライバーやヴィオラが、何か言って来そうだけど……それでもまあ、何とか言いくるめるわ」

　実に軽やかに、そう言い切るヘネシー。しかし、まさか自分が侍従贄フイーズにしたいと思えるほどのヒトと出会えるとは、考えもしなかった。ジノがフェザーミルに来なければ、出会えもしなかったのだから、ジノを空白地帯から連れて来たラドリンには改めて恩賞を与えようと、密ひそかに考えていた。

「じゃ、行きましょ、ラドリン。トレーフルも、後はお願いね」

　ヘネシーがそう言うと、ラドリンは緊きん張ちようから漸ようやく解放されたといった表情で「こちらこそ、光栄です」などと、たどたどしく応こたえていた。こうしてヒト収容区画から出たヘネシーとジノ、トレーフルだったが、ここに至って、トレーフルが呟つぶやいた。

「ヘネシー様……」

　兜かぶとを脱ぬいだトレーフルが、ただ一つだけ、そう言った。

　その一言に、万感の思いが込められてはいたが。

「いーのっ！　この子こそ、あたしの侍従贄フイーズに相応ふさわしいわ。将来必ず、あたしたちの役に立つんだから！」

「……私はあくまで、ご主人様のご意向に沿うまでです」

　相変わらず、トレーフルの表情は変わらなかった。

「それじゃ早速だけど、メイド数人捕つかまえて、蔵書室と司書室の埃ほこりを落としといて」

「承知致いたしました。では──」

　トレーフルは言葉だけ残し、瞬またたきをする間に姿を消していた。

「全く、ジノも謎なぞが多いけど、もっと謎なのが、こんな身近にいたとはねえ」

　メイドとは思えぬほどの、トレーフルの瞬しゆん身しんぶりに、ヘネシーは思わず独りごちた。

　ヘネシーはいつもならまだ町にいる時間なのだが、ジノという面白そうなヒトを手に入れて、満足したらしい。どこか子供っぽく見えるヘネシーだが、何せヴァンパイアである。それなりに歳月を重ねているはずだった。

「正直に言えば、辺境姫様がオレを選んだんじゃない。オレが辺境姫様を品定めしてたのさ。オレの才能を使い熟せるのはダークエルフなのか、辺境姫様なのか、ってね」

　フェザーミル城へ向かう登り坂で、ジノがヘネシーに言った。

「と、とてもヒトの言葉とは思えないわね」

「でもオレは今日、辺境姫様と直に言葉を交わして確信した。辺境姫様は、どこまで行けるか分からないほどの大器だ。尤もつとも、今のままじゃ全くダメだろうけどね」

「あはは、本当に正直なのね。笑っちゃうわ」

　ヘネシーは、あまりにも素直すぎるジノに対し、少しむっとした。

　折角、才能を持っているのに、それを無む駄だにしている未熟者だと言いたいのだろう。それを、たった十五歳の若いヒトに言われたのだから、カチンとこないわけがなかった。

「でも、辺境姫様は必ず目覚める時が来る。オレを見み出いだしたんだから、絶対だ。そうでなければ、オレは辺境姫様に従ってないよ。辺境姫様に才覚がなければ、ここに居ても未来はないからね」

　ヘネシーがジノをちらりと横目で見る。その儚はかなげな姿に、胸が跳はね上がる思いがした。

　たかが十五歳のヒトの子に、何な故ぜ、これほどまで心を揺ゆり動かされるのだろう。それもまた、ヘネシーがジノを欲しがった理由の一つだった。

「あなたは、本気であたしに才能があると思ってるの？」

「うん。グラファリア大陸の覇は者しやになれる才を秘めてると思う」

「ジノは知らないと思うけど、あたしにはワーテイスっていう兄がいるし、その兄にもアルベリックという子供がいる。第二継けい嗣しであるあたしが、お父様の跡あと目めを継つげるとは思えないんだけど」

「そこをなんとかするのは、まだまだ先の先の話だよ。その時が来たら、辺境姫様には嫌いやでも目覚めて貰もらう。それでも眠ねむったままなら、オレが叩たたき起こしてあげるよ。今の辺境姫様は、宝石でいえば切り出したばかりの原石なんだ。辺境姫様が真に覚かく醒せいしたら、このストーリア公国は疎おろか、大陸中に名を馳はせる御ご仁じんになるよ」

「買いかぶりすぎよ。だってあたしはこんな辺境一つ纏まとめられない暗君なのよ？」

「だから言ったじゃないか。辺境姫様は眠ってるって。眠ったまま領地を支配するなんて、不可能だよ。それにフェザーミルが辺境だなんて思っていることが、その証あかしさ」

「違うの？」

「少なくとも、オレの見立てではね。フェザーミルはきちんと体制さえ整えれば、辺境どころか、ストーリア公国の地じ盤ばんを固める領地になり得うるよ」

　ジノは他ほかのヒトと比べて、いやヴァンパイアと比べても、圧あつ倒とう的なほどの存在感と気品を併あわせ持っていた。見るものが見れば、一発でただものじゃないと見破れるほどに。

「それ、具体的に言える？」

「もちろん」

　ジノは振り返り、闇やみ夜よに浮うかぶフェザーミルの城下町に目を向けた。

「ここは美しい領地だよね。でも、今のフェザーミルは、辺境姫様と内政局、武断派の軍事局、公都派の総務局の仲が険悪で、とても一枚岩とはいえない状じよう況きようなんでしょ？」

「!?　どうして、それを？」

「ヒト収容区画ですら、噂うわさになっていたからね」

　ヒトにまで知れ渡わたっているとは思っていなかったヘネシーは、愕がく然ぜんとした。

「あたし、どうすればいいのかな？」

　ヘネシーが、ジノの隣に立って訊きいてきた。

「まずはフェザーミルを辺境姫様の許、強固に団結させる必要がある」

「それができれば苦労はないわ」

「オレもそう思う。だからこそ、知識と知恵が必要なんだ。様々なことを学んで、弁舌も身につける。そしてフェザーミルを、辺境姫様の旗の許、真の意味で一つにするんだ」

　ジノの瞳ひとみは、常に真っ直すぐだった。

「それにしても、まさか城の蔵書室の立ち入りを許されるとは思わなかった。その辺境姫様への恩には、是ぜ非ひとも報いたい」

「あたしは勉強とか苦手だからね。あたしも、あなたくらい学に飢うえてれば、少しはマシになるのかもね」

「辺境姫様は、そのまま〝辺境姫〟の方が、充じゆう分ぶん魅み力りよく的だと思うけどな」

「ばっ、ばかね。五ヤーズ早いわよ、その台詞！」

　などと声を荒あららげてみたものの、悪い気はしないヘネシーだった。

「でもね、これだけは憶おぼえておきなさいよ。知識を得るということは、決していいことばかりじゃないわ」

「？」

　首を傾かしげるジノ。

「いずれ分かるでしょ。さあ、そろそろ着くわよ！」

　ヘネシーがそう言い、ジノが顔を上げると、ストーリア公国の西、丘おかの上に、この地方で最も大きいフェザーミル城が、泰たい然ぜんと現れていた。

　ジノがまともにフェザーミル城に入るのは、初めてに近い。何せ抜ばつ血けつ室しか入ったことがないのだから。ヘネシーはジノと堂々と玄げん関かんから入り、正面のホールから向かって左手の通路を歩き、やがて突つき当たりの扉とびらの前に来た。

「ジノ、ここが蔵書室で、手前が司書室よ。尤も、今は司書なんかいないけどね」

「ここが……」

　そこはまさに、フェザーミルの英知の集積所である。

　扉一つとっても、豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされていた。

「さ、入りましょ」

　そう言って、ヘネシーが重そうな扉を軽々と開ける。

「「おお……」」

　そう声を漏もらしたのは、ジノだけでなく、ヘネシーもだった。

「何でオレだけじゃなくて、辺境姫様も驚おどろいてるの？」

「いや、ここって、こんなに綺き麗れいで品のある場所だったっけかなあ、って思って」

　これまで殆ほとんど誰だれも入らず、埃っぽくて荒あれ放ほう題だいだったフェザーミル城の蔵書室が、見み違ちがえるように整せい頓とんされていた。

「しかし、これは……凄すごいの一言だよ」

　ジノが、思わず息を吞のんでいた。出入り口の扉から正面には、長いテーブルがあり、その上には花か瓶びんが三つ、等とう間かん隔かくに置かれ、花まで生けられていた。

　それを囲むように、八つの木製の椅い子すが並んでいる。そして右側の書しよ架かスペースは、奥行きがどこまであるのか、入り口からでは判別できないほど広く、書架も梯はし子ごを使わなくては手が届かない本があるほど高い。まだ黴かびと埃の臭においが微かすかに残っているが、テーブルに飾かざられた花と本独特の紙の匂においが主張し合い、心地いい香かおりとなって鼻び腔こうを擽くすぐった。

「こんなに見事な蔵書室とは思わなかった。ここはまさに知の宝庫、宝の山だ！」

「お気に召めしたようで、何よりでございます」

　背後から、いきなり声を掛かけられた。

「「うわぁあっ！」」

　またしてもジノだけでなく、ヘネシーまで驚いていた。

「トレーフル！　あなたがここまで綺麗にしてくれたのね!?」

「ご下命に従ったまでです」

　相変わらず表情を凍こおらせたまま、恭うやうやしく一礼するトレーフル。その背後に、死し屍し累るい々るいといった感じで数名のメイドら侍じ従じゆうがへたり込んでいるのを、ジノは見み逃のがさなかった。

　やはり、一人で整理整頓したんじゃなかったんだと、少々気の毒に思うジノだった。

「ここだけではなく、隣となりの司書室も片付けておきました。これでジノ様は、いつでも最高の読書環かん境きようを味わえるかと存じます」

「それは有り難がたい！」

　早速、ジノとヘネシーが蔵書室の手前にある部屋を覗のぞいてみると、ヒトの収容区画の部屋よりずっと広く、壁かべ紙がみまで新調されており、机と椅子が一組、空の書架が二つ、そして仮か眠みん用のベッドまで備わっていた。

「蔵書室からこの司書室へ本を持ち込めば、集中して読書することができるかと」

「本当に、本当にありがとう、トレーフルさん！」

　ジノが微笑ほほえんでトレーフルに礼を言うと、トレーフルは「お仕事ですので」と言いつつ、頰ほおを軽く染めていた。ジノの容姿と品格は、既すでにヴァンパイアをも虜とりこにするほどだった。

「辺境姫様、本当にこれらを自由に使っていいんだね？」

「ええ。司書室はジノの部屋にするといいわ。その代わりと言ってはなんだけど、天才を口にするなら、ちゃんと知識を身に付けなさいよね！」

「ああ、約束するよ。一ヤーズで、辺境姫様の右みぎ腕うでになれるくらいの知識を身に付けてみせる。その暁あかつきには……辺境姫様にも、目覚めて貰うよ」

　ジノは急に、ヘネシーに顔を近づけてきた。ヘネシーはいきなりの展開についていけず、思わず顔を赤くした。

「な、何よそれ」

「オレにこれだけの待たい遇ぐうをしたことは、すぐに噂になる。そうなれば、辺境姫様の言うことを聞かない二人の御仁が糾きゆう弾だんしに来ると見た」

「軍事局長ライバーと、総務局長ヴィオラね？」

「そう」

「でも二人とも、今まで一回も、表立ってあたしに反はん抗こうしてきたことはないわよ？」

「なら、これがその最初になるわけだね」

　ジノの瞳を見ていると、まるで全身が熱くなる。

　一言一言が、もっと欲しくなる。これほどの魅み力りよくを持ったヒトがいるなんて、信じられないと、ヘネシーは思ってしまった。

「いいかい、辺境姫様。フェザーミルの総務局と軍事局が、良好な関係にないのは周知の事実だ。でも、そろそろ真しん剣けんにフェザーミルのことを考えて、この二つの局を、纏め上げなきゃならないよ。その覚かく悟ごだけはしておいてね」

「う、うん」

　ジノの言葉には、厳しさだけでなく、柔やわらかさもあった。

「さしずめヴィオラは辺境姫様の侍従贄フイーズが、よりにもよってエーテリオンだなんてとんでもない話だ、公都に伝え、大公陛下よりお𠮟しかりのお手紙を頂ちよう戴だいせねばならないわ、とか言ってくるだろうね」

「どうして分かるの？」

「何度も言ってるけど、オレは天才だから」

　ジノはヘネシーと共に蔵書室に入った。

　よく見ると書架だけではなく、蓄ちく音おん機きやランプも備わっていた。

「ヴィオラとライバーが二人揃そろって辺境姫様を呼び出したその時こそ、ピンチに見えるけど、実は最初のチャンスだ。辺境姫様がフェザーミルの支配者であることを、知らしめるいい機会だよ」

「あたしが、支配者……」

「そうだよ。このフェザーミルでは辺境姫、ヘネシー・ストーリア女侯こう爵しやくが一番偉えらいんだ。安い脅おどしに屈くつしちゃいけない。どうせ、二人の言い分は知れているから、今回は特別に、対応の仕方を教えちゃおう」

「それが本当なら、ジノは本物だね」

「ああ、試してごらんよ。光り輝かがやく宝石を河原から拾ってきた石だと言っても、誰も信じない。オレの言葉は、宝石なのさ」

「…………」

　まずい。何だか訳が分からないが、ジノのキザな言い回しがやたらと笑えてくるのは何な故ぜだろう。ヘネシーは吹ふき出しそうになるのを堪こらえながら、ジノが言う〝宝石〟を、頭の中に刷り込んだ。










　　　第二楽章　革新




　それから五ディエ後。

　ジノの言葉通り、ヘネシーがヒト収容区画からヒトを連れ帰り、蔵書室への立ち入りを許した話は、すぐにフェザーミル中に知れ渡った。大たい抵ていのものは女侯爵であるヘネシーに意見できるような立場にないため、ジノが城内に入ることを認めざるを得なかった。

　そんな中で二人だけ、ヘネシーの行動に異議を唱え、謁えつ見けんの間にヘネシーとジノ、そして内政局長ルシールを呼び出し、その三人に詰つめ寄るヴァンパイアがあった。ストーリア公国大将軍にしてフェザーミル軍事局長、ライバー・ツェンペルトと、公都四大名家の一族にして総務局長のヴィオラ・ウォティアである。

　実のところ、領主ヘネシーよりもライバーやヴィオラの方が、名声が高いのだ。

　フェザーミルの軍事局長であるライバー・ツェンペルト男だん爵しやくは、大公たっての頼たのみでヘネシーを守るべくフェザーミルに遣つかわされた、【疾しつ風ぷうの】ライバーという、二つ名持ちの〝大将軍〟だ。その年ねん齢れいは七〇〇歳を超こえ、かつてストーリア大公と共にグラファリア大陸を暴れ回った猛もう将しようの一人である。

　本来であれば伯はく爵しやく位まで貰もらっても不思議ではない実績を誇ほこっていたが、ライバーは生きつ粋すいの武人であり、社交界に足を運ばなくてはならないのは性に合わないということで、伯爵位どころか子し爵しやく位まで辞退し、男爵に留まったという逸いつ話わがある。

　ストーリア公国に五本の名めい剣けんあり。グラファリア大陸のものたちは、ストーリア公国やヴァンパイアの中でも、特に武勇に優れた五人を、こう言って讃たたえていたのを、ヘネシーは耳にしたことがある。

　公国西、フェザーミル【疾風の】大将軍ライバー・ツェンペルト。

　公国南、リンカーフォル【鉄てつ壁ぺきの】子爵ゴダード・イセントリク。

　公国東、シルバーキープ【煉れん獄ごくの】伯爵グレン・レヴァンダ。

　そして国主【黒こく炎えん神の現うつし身の】大公ハーシュタット・ストーリアと、その直属の配下である【繊美の】大将軍カルウラ・ルシーリアを表した言葉だった。

　ライバーはそれだけ、名が知られた存在なのである。

　そしてもう一人。フェザーミルの総務局長を務めるヴィオラ・ウォティアは、フェザーミルの格を上げるべく公都からやって来た生粋の貴族である。ウォティア家はストーリア公国四大名家の一つとして名高く、ヴィオラは女子爵であるが宗家は伯爵家である。

　やたらと作法だの礼れい儀ぎだのと、都風を吹かせるところが玉に瑕きずだが、逆にヴィオラのお陰かげで、ヘネシーは公都の作法を知ることができるし、公都の情報や流行にも詳くわしかった。だがヴィオラ本人はフェザーミルという、ストーリア公国で最も貧しい田舎に下向していることを、不服に思っていた。

「ヘネシー様。今回の噂うわさ、まことか!?」

　どん、と、腹に響ひびくバリトンの声を響かせるライバー。如い何かにも武人、といった体だ。

「あたしがエーテリオンのヒトを侍従贄フイーズにしたって話なら本当よ。ジノっていうの」

「笑止！」

　吐はき捨てるように叫さけぶライバー。

　次の瞬しゆん間かんだった。

『控ひかえよ、ライバー！』

　ヘネシーが声を荒あららげ、玉座から立ち上がって、叫んだ。その、凜りんとした声が謁見の間に響くと、ライバーだけでなく、ヴィオラも思わず仰のけ反るような圧力を感じていた。

　いつもの辺境姫ではなかった。この強きよう烈れつな個性を放つ二人を抑おさえ切れていないからこそ、ヘネシーは城下町で歌い踊おどり、飲んだくれていた。

　しかし、これからは、今日からは違ちがうのだ。

「おまえがストーリア公国で五指に入る武人だということは承知している。だが、今はこの私の臣下である。主君に向かって片かた膝ひざも突つかずにその物言い、それが【疾風の】大将軍ライバーの礼儀作法か！」

「お、う……？」

　何と、ライバーが、ヘネシーの言葉に気け圧おされた。その威い風ふう堂どう々どうたる姿と、銀の髪かみと金色の瞳ひとみに怒いかりを宿したその表情は、ライバーが敬愛してやまないハーシュタット・ストーリア大公の面おも影かげすら感じさせた。ライバーは、思わずその場で片膝を突き、頭を垂れる。ライバーだけではない。目の覚めるようなヘネシーの怒いかりの声は、この場にいるもの全員に、等しく降りかかった。

「これはこれは、一体どういう風の吹き回しですか。淑しゆく女じよたるもの、そのように声を荒らげてはなりませんわ！」

　片膝を突きながらも、涼すずやかに反論してきたのは、総務局長ヴィオラだった。

「何が淑女よ。私は武人の娘むすめだもの。いくら都風を吹かせようとも、ここはフェザーミルよ。公都ではないわ！」

「まあ！　何たる物言いでしょう！　さては、ご乱心召めされたか!?」

「乱心ではなく、その逆よ。今までが乱心していたの。しかし、あたしは目が覚めたわ。これまで領主でありながら、それらしいことを全くしてこなかった自分を恥はじた。故ゆえに、軍事局長ライバーと総務局長ヴィオラには特に強く言っておく。これからのヘネシー・ストーリア女侯爵は、厳しいわよ？」

「う……おお……」

　ヴィオラは、思わずライバーと視線を交わした。

「しかし、ヘネシー様。何故にそのジノとかいうヒトの小こ僧ぞうを連れ帰ったんじゃ！」

　ライバーが、鋭するどい目つきでジノを睨にらみ付ける。しかしジノは、逆に優しげに微笑ほほえんで見せた。この些さ細さいな一事でも、ジノが只ただ者ものではないことの証明であった。

「あたしが見込んだからよ。それ以外に何か、理由が必要？」

　ヘネシーが、ジノとライバーの間に割って入った。

「しかし、このジノというヒトは、エーテリオンだというではありませぬか！」

　ライバーの整えられた口ひげに、凜り々りしい太い眉まゆ、そして相手を射い貫ぬくような瞳には、怒ど気きが混じっていた。

「それが何だっていうのよ。この大陸はかつてヒトが君臨し、我ら妖よう魔まの方が劣おとっていた時代もあったわ。今読まれている兵法書もヒトが記したものじゃない。ヒトだからという理由でその能力を見ないのは間ま違ちがいよ！」

「ライバー大将軍は、そういうことを申し上げているのではありませんわ！」

　ライバーに加勢したヴィオラが語気を強め、一歩、前に足を出した。

「エーテリオンは、我々妖魔に害をなした根源たるもの。知識を身に付ければ、強大な敵になるやもしれませぬ！　遠ざけるならばいざ知らず、よりにもよって侍従贄フイーズにするとは……グラファリア大陸の歴史をお忘れになったのですか!?」

　ヴィオラも、怒りを露あらわにしていた。

「ヴィオラの言う通りじゃ。ワシらヴァンパイアは無敵であり、妖魔七種族中、最強の力を持っておる。しかし、それは日が暮れ、夜が明けぬうちでの話じゃ！」

「!?」

　ぐむ、と、口から出かけた言葉を飲み込むヘネシー。

　ライバーが、痛いところを突き、風向きが変わってきた。

「その小僧が成長し、我らヴァンパイアに対して良からぬ企くわだてを抱いだくようになったら、取り返しがつかない憂うれいとなるじゃろう。その危険が少しでもあるならば、早いうちに取り除こうと考えるのは当然じゃ！」

「オレはそんなことはしないよ、ライバー将軍」

　それは柔やわらかで、伸のびやかで、爽さわやかな声だった。ジノは自分のことを、よく理解していた。この声が、容姿が、相手に和なごやかさを与あたえることも。

「オレが辺境姫様の侍従贄フイーズになったのは、まずフェザーミルを混乱させている二人のヴァンパイア、即すなわちライバー将軍とヴィオラ様の鼻を、へし折るためだからね」

「な、何じゃと!?」

「無礼な！」

　折角、場を和ませたジノの口から、全すべてを吹き飛ばすような言葉が発せられた瞬間、ライバーとヴィオラは烈れつ火かの如ごとく怒おこり出した。

「無礼なのはそっちの方でしょ。臣下たるもの主君を立て、正しき道を諭さとし、領内を豊かにするために粉ふん骨こつ砕さい身しん、働くものであると存ずる。然しかるに軍事局には真夜中から下流サロンで酒を飲み、訓練をサボっている兵士あり。総務局に至っては、領地を傾かたむけんばかりの散財を重ね、情報を垂れ流し、何一つ生産的なことをしていない。あなた方はオレのような侍従贄フイーズのことなどよりも、まず自分の足あし許もとを見た方が宜よろしい。真にフェザーミルのことを考えるのなら、ね」

「ぐ……」

「…………」

　ライバーもヴィオラも、怒っている。

　怒ってはいるのだが、ジノに急所を抉えぐられ、二の句が継げないでいた。しかしジノの攻せめは、容よう赦しやなく続いた。

「もしこのオレが無能で、かつ二心ありと思ったならその場で斬きり捨てて構わない。但ただしその時には、それ相応の証しよう拠こを辺境姫様に示してね。オレだって、犬死にはしたくないし」

　ジノが言い終わると同時に、ヴィオラが扇おうぎをぱしん、と閉じ、ジノを睨ねめ付ける。だが、ジノは涼しげな顔で、その視線を受け流す。

「私は、まだあなたを認めていませんからね！」

　幾いくらか、熱気は冷めたような口調だった。

「ヴィオラさんはこんな調子だけど、ライバー将軍はどうなのかな？」

　ジノは鋭い目つきで、押し黙だまるライバーに水を向けた。

「ワシは……落としどころとしては、充じゆう分ぶんじゃと思う。そうまで言うのなら、見せて貰おうか。ルシール殿どのには、今のやり取りの証人になって頂く。何せ今回の不ふ祥しよう事じは、内政局が引き起こしたのじゃからな！」

「は、はひっ！」

　ヴィオラとライバーの鋭い視線に射貫かれ、涙なみだ目めになり、声が裏返るルシール。この会議では、ついぞ一言も喋しやべれていない。ルシールは極きよく端たんに臆おく病びようなのだ。

「こらライバー！　ルシールを虐いじめないでよね！」

　逆に𠮟しつ責せきするヘネシー。

「い、いや別に、虐めているわけでは……」

　慌あわてるライバー。どうやらライバーには、ヘネシーが遂ついに領主として立ち上がったことを理解したようだ。

「ライバーは、まあ認めてくれたようね」

　ヘネシーが、ぎらりとした視線でライバーを射貫く。

「はっ。ワシは、ヘネシー様のその凜然としたお姿を長い間、待っていたんだと、思い知らされましてございまする」

「それは、待たせて申し訳ないわね。経けい緯いはどうあれ、あたしはジノのお陰で覚かく醒せいしたの。これからはフェザーミルを豊かにするよう、この身を砕くだいて働く所存よ」

「ヘネシー様が何を砕こうと辺境は辺境。何ができるというのですか？」

　やはり最大の壁かべは、総務局長ヴィオラだった。

「ヴィオラ。あなたは、いくらウォティア家のヴァンパイアとはいえ、フェザーミルの総務局長なのよ。その主な職務がパーティーを開くことだなんて、面白すぎる冗じよう談だんだわ」

「そ、それもこれも、フェザーミルの格式をこれ以上落とさないために行っているもの。本来であればもっと豪ごう勢せいにしなくてはならないところを譲じよう歩ほしているのは、私ですわ」

　来た。ヘネシーはその言葉に、ぎろっとヴィオラを睨みつける。そして、胸の内に秘めた渾こん身しんの言葉を、その口から放った。

「そうまで言うなら、これまでかかった資金の〝支出報告書〟を作り、持って来なさい。総務局の行政改革は、そこから始めるわ」

「!?」

　思わぬ言葉に、ヴィオラがあからさまに動どう揺ようした。

「総務局の出費はかなりのものだと聞いている。しかし不思議なことに、何にいくらかかっているのか内政局も総務局も、誰だれも知らない。だから今後は常に支出報告書を作り、内政局に提出すること。もし出さなければ、出資の差し止めも視野に入れるわ」

「そんな、卑ひ怯きような！」

　ヴィオラの言葉は、どうしてこの場で発したのか分からない表現だった。

「それでは、ワシはこれにて」

　ライバーがヘネシーに片膝を突き、左拳こぶしを右胸に当て、それを右手で包んで深く礼をして、この場を後にした。

「わた、私も、失礼致いたしますわ！」

　ヴィオラはスカートの裾すそを持ち、軽く膝ひざを折るだけで、逃にげるようにライバーの後を追った。何だかんだとあったが、この場を去ったということは、ジノが侍従贄フイーズになることを認めたことになる。そういう意味では、ヘネシーの勝利だった。

「あ、あの、ヘネシー様、ジノさん、ありがとうございます！」

　今回の呼び出しで最も心を乱していたのは、ヒト管理課を管かん轄かつする内務局長ルシールだった。

「あのライバー将軍とヴィオラ様に、一歩も引かないお姿。それに、あの弁舌……感動しました！」

「いやー、何ていうか。これには少々、経緯があってね」

　ヘネシーは頭を搔かいて、ちらりとトレーフルに目を向けた。この展開に、さすがのトレーフルも驚おどろきを……見せて、いるのか……やっぱり、よく分からなかった。

「実はね、ジノのお陰かげなんだ。あたしはあの二人が言い出すことを、事前に知ってたの」

「え？」

　ルシールが、きょとん、とする。

「五ディエほど前に、蔵書室でね──」

　それからヘネシーは、五ディエ前にジノから聞かされていたことを語った。
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「いいかい、近いうちにライバー将軍とヴィオラさんが、辺境姫様を糾きゆう弾だんしに来るよ。内容はもちろん、オレのことだ」

「それは、そうかもね。何せフェザーミルの領主が勝手にエーテリオンを侍従贄フイーズにしたんだから」

「そうさ。これが噂うわさにならないわけがない。恐おそらく三ディエもあれば、フェザーミル中のサロンにこの話題が流れるよ」

「あの二人が同時に来るのは、ちょっとやだなあ……」

「我が強くて、それなりの地位と実績のあるヴァンパイアだから、座していれば二人に主導権を握にぎられる。そこで、最初の対策が必要になる」

「対策？」

「ライバー将軍でもヴィオラさんでも、どちらでもいいし、内容も何でも構わない。まず、このうち一人を、思い切り一いつ喝かつするんだ」

「いきなり𠮟しかりつけるの？」

「うん。オレが聞いた噂だと、ヴィオラとライバーは辺境姫様を軽く見ているようだからね。その二人が同時に現れたら、たぶん片かた膝ひざすら突つかないだろう。そこを、思い切り𠮟るんだ。臣下の分際で、どうして膝を突かんのだ、とかで、いいんじゃないかな」

「なるほど……まずあたしが怒ど鳴なって機先を制すことで、ライバーとヴィオラが捲まくし立てるのを防ぐのね」

「そう。特に今回の場合、この先制攻こう撃げきは防ぼう御ぎよの意味合いが強い。それでも、話が進むうちに辺境姫様の方が不利になっていくよ。理知的に話を進められたら、防御態勢に入られたも同じだ。こちらの理り屈くつが通じなくなる。だから、二人を動揺させ、感情論に持ち込ませなきゃならない。そして、追い風を生み出すんだ」

「でもあの二人が揃そろうと、あたし一人じゃ……ちょっと難しいかも」

「困ったらオレに話を向けてくれれば、対応する。問題は今後、辺境姫様が本気でフェザーミルという領地を運営するという宣言をしなくちゃならない。それが、目覚めるってことなのさ。もっと自信を持つんだ。このフェザーミルの支配者はライバーでもヴィオラでもない。ヘネシー・ストーリアなんだ、とね」

「うう、気が重いなあ……」

「もちろん、オレも手助けをするよ。その手始めに、切り札をプレゼントしよう」

「さっき言ってた、宝石？」

「そう」

　ジノはそこで少し溜ためて、ヘネシーに言った。

「その言葉は〝支出報告書〟さ」

「支出報告書!?」

　ヘネシーは目を見開いて、ジノの言葉を反はん芻すうした。

「フェザーミルは内政局、総務局、軍事局の三つの機関で成り立っている。内政局は実質、辺境姫様とルシールが抑おさえているから問題ないし、軍事局はどちらかといえば辺境姫様側の機関だ。ところが総務局は違ちがう。ヴィオラは内政局長のルシールが気弱なのをいいことに好き放題金を使ってるって、町で聞いたけど？」

「それは噂じゃなくて事実ね。ルシールはあのヴィオラと互ご角かくに言い合えるような性格じゃないのよ。才能は、間違いなくあるんだけどねえ」

「ヴィオラ・ウォティアというヴァンパイアは、気が強くて、押しが強いらしいね。最初に流れを摑つかんでも、あれやこれやと難なん癖くせを付けてくるうちに、次第に辺境姫様は不利になっていく。そこで起死回生の言葉が、これさ」

「なるほど……それは、気付かなかったわ。確かにヴィオラはルシールにお金を請せい求きゆうしてばかりで、詳しよう細さいを知らせてこないもの」

「そこに、こちらが付けいる隙すきが生まれたわけさ。そこを突き、一気に向かい風を追い風に変えるんだよ。国の収支を把は握あくするのは内政局の仕事なんだから、これからは不要不急なものには支給しないと宣言することで、総務局の首根っこを押さえるんだ」

「そうね、それが本来あるべき姿だわ。そのためにも、あたしが変わらないとね」

「うん。それが大前提だ。そして抜ばつ本ぽん的改革は、もっと国力をつけてからがいい。今何かしようとしたって、先立つものがない。まずは辺境姫様が、厳しく領地運営をしていくぞ、という姿勢を示せれば、それだけで充分、フェザーミルは変わる。今回、オレを侍従贄フイーズとして城に入れたことを、最大限に活用するんだ。フェザーミル領内の実権を、辺境姫様に集中させるためにね」

「うーん、でも、こんな辺境でやれることなんて、ある？」

　ジノは優しげな笑みを浮うかべ、ヘネシーの両りよう肩かたに手を置いた。

「山のようにあるよ。きっとルシールさんも、その胸に抱いだいている政策があるはずだしね。とにかく、こうして総務局の出費を控ひかえた分を内政に回すんだ。そうすればフェザーミルは間違いなく、ずっと豊かになる」

「そっか、分かったわ。ジノが言うと、何だか本当にやれそうな気がしてきた」

　ヘネシーは両りよう拳こぶしをぐっと握り、気合いを入れ直した。

「ところで辺境姫様、侍従贄フイーズとして、オレは何をすればいいの？」

「本来なら侍従贄フイーズは、主の世話役として、下働き全ぜん般ぱんを行うわ。でも、あたしにはトレーフルがいるから、その辺は間に合ってるのよね」

「それは有り難がたい。だったら一ヤーズ、オレに時間をくれないかな？」

　それを聞いたヘネシーは、目をぱちくりさせて戸と惑まどった。

「まさか、前にも言っていたけど……本気？」

　ざっと見た限りでも、一〇列は並んでいる書しよ架かに納められている書物である。これを全すべて読み尽つくすとなると、一体何ヤーズかかるか、想像もつかない量だ。それをジノは一ヤーズで、と言った。本当にそんなことができるのかと思ったが、ジノを普ふ通つうのヒトと同じ尺度で見ない方が賢けん明めいだと、ヘネシーは首を縦に振ふった。

「まあ、いいわ。じゃあ一ヤーズは、蔵書室の隣となりの司書室を貸してあげる」

「本当に!?　それは益々、有り難いよ」

　こんなに潑はつ剌らつとしたジノの姿を、ヘネシーは見たことがなかった。

「オレは必ず、一ヤーズで蔵書室に眠ねむっている知識を丸ごと吸収して見せる。そして辺境姫様の知ち恵え袋ぶくろになるよ」

「何だか不思議だわ。ジノが言うと、本当にやってしまいそうな気がするのよね」

「オレはやれないことは口にしない。やれる自信があるから言ってるんだよ」

　ジノは清せい爽そうな笑顔をヘネシーに向け、言葉を続けた。

「まあ、見てなよ。それより先に、辺境姫様の方が正念場なんだからね？」

「分かってるわよ。あたしは必ず、ライバーとヴィオラを言いくるめて、この領地を正しく統治する体制を確立するわ。だからジノこそ、あたしの顔に泥どろを塗ぬらないでよね。何たって、あなたはもうあたしの侍従贄フイーズなんだから」

「うん、任せてくれ」

　ヘネシーはジノに手を差し出し、ジノは片膝を突いて、その手を取った。

　それを目にしていたトレーフルは、何と絵になる光景なんだろうか、と胸を熱くさせたが、やはり表情には現れなかった。
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「……とまあ、こんな具合でね」

　ヘネシーが、ルシールにそう説明した。

「そんなことがあったんですか。驚きました。ジノさんは凄すごく頭がいいんですね」

　ルシールは、ジノに改めて敬礼した。何せジノのお陰で今後、内政局は総務局から要求される使し途と不明金を支し払はらうことがなくなったのだから。

「ルシールさんこそ、今までも大変だっただろうけど、これからは今以上に働くことになるからね。相談なら、遠えん慮りよなくして欲しい。必ず、期待に応こたえてみせるよ」

　ジノがそう言って、ルシールに返礼の敬礼をする。そもそも気位の高いヴァンパイアが、ヒトに敬礼するなど、中々ないことだ。しかしルシールは、ジノに対して自然と、そうしてしまっていた。何な故ぜだかは、本人にも分からなかった。

「ジノはこの城の蔵書を読まなくても、下流サロンでの噂と町の様子だけで、フェザーミルの実情を看破し、その対応策まで編み出したのよ。そしてその結果、見事にその言葉の通りになったわ」

　正直なところ、賢かしこいと分かっていても半信半疑のヘネシーだったが、先のライバー、ヴィオラとの問答で、ジノを認めざるを得ないだろう。

　ジノは、本物の天才だ。もしジノの要望を吞のまなければ、彼はフェザーミルから脱だつ走そうし、グレイウッズ王国へと逐ちく電でんしただろう。何せ、ヒトではあるものの、ジノはエーテリオンなのだから、本気を出せば想像もつかない方法で、ここから消えたに違いない。大たい鵬ほうを逃のがす前に気付けたのは、ヘネシーにとって僥ぎよう倖こうとしか言いようがなかった。

　そしてジノにとっても、グレイウッズ王国で出世するという道を捨て、フェザーミルの辺境姫に全てを捧ささげる道を選んだことになる。それを、果たしてジノの中に眠るネルヴァ、エンフェ、ロマイドらが認めてくれるのかは不明だったが、ここまで優ゆう遇ぐうされたら、応えないわけにはいかなかった。

「ここまで見せつけられたら、仕方ないなあ。あたしも、やる気にならないとね」

「ヘネシー様？」

　ヘネシーが発した不思議な言葉に、首を傾かしげるルシール。

「今までのあたしはヴィオラと同じだったわ。公都からこんな西の辺境に飛ばされて、やけっぱちになって、ふて腐くされてたんだね。それを思い知らされたわ」

「ジノさんから、ですか？」

「うん。悔くやしいけど、ジノは本物よ。天才だわ」

　ヘネシーは玉座にすとんと腰こしを落とし、ふう、と嘆たん息そくした。

「そこまで正面切って言われると、照れるなあ」

「何言ってるのよ！　いつも自分で言ってるくせに！」

　ジノとヘネシーは、視線を交わしながら、笑い合った。

　ジノの頭の中には、今回の結果は見えていた。いくら相手が百戦錬れん磨まの強者でも、情報が流れすぎているフェザーミルにおいて、相手の分ぶん析せきをして言い返すくらい、ジノにとっては造作もないことだった。

（ヴィオラもライバーも、辺境姫様もだけど、無む駄だに有名すぎる……）

　全ては歩く広こう告こく塔とう、ヴィオラのお陰かげである。だからこそ、彼女の動きをある程度拘こう束そくしない限り、フェザーミルでの隠おん密みつ行動は不可能なのだ。

　ジノは何も考えていないような顔をしながらも、あらゆる可能性を思い描えがいていた。

　ここまで様々な場所で集めた情報によると、ここストーリア公国では、国内での戦いくさが全くないという。それは偏ひとえに、公都から各地に睨にらみをきかせている精せい鋭えい中の精鋭である公都軍と、それを率いている【繊美の】大将軍カルウラ・ルシーリアと、不動の国王、ハーシュタット・ストーリア大公の存在が大きい。

　そして東はシルバーキープ伯はく【煉れん獄ごくの】グレン・レヴァンダがオーガの侵しん略りやくを阻はばみ、南は【鉄てつ壁ぺきの】ゴダード・イセントリク子し爵しやくが、空白地帯から迷い込んできた魔ま獣じゆうなどを蹴け散ちらしている。

　では、フェザーミルはどうなのか。

　確かに【疾しつ風ぷうの】ライバー・ツェンペルト男だん爵しやくがいるが、ここは平和すぎるのだ。いくらライバーが二つ名持ちの将軍とはいえ、数百ヤーズも実戦から離はなれていれば、その腕うでは落ちていて当然だ。

　その上、兵力差も無視できない。北の公都ストーリア軍は三〇〇。東のシルバーキープは二五〇、南のリンカーフォルは二〇〇の兵を擁ようする。それに対し、フェザーミルは一五〇と、国内で最も保有する兵力が少ないのだ。

　幸いにも、フェザーミルには北西に鉱山があるので、鉄鉱石や宝石の原石が多く産出されているが、他領地はフェザーミル鉱山を凌しのぐほどの埋まい蔵ぞう量を誇ほこる白麗山脈に面している。この点でも、フェザーミルは不利だった。

　早い話、もしこの四つの領地が戦になれば、フェザーミルの必敗は明らかなのだ。

　力をつけなくてはならない。それも、なるべく早く。

「何を、そんなに真しん剣けんに考えてるの？」

　突とつ然ぜん、ジノの目の前に、ヘネシーの顔が飛び込んできた。

「え、いや、別に」

「噓うそよ。今のジノの顔、絶対に何か考えごとをしていたでしょ」

　ヘネシーは今までとは少し違ちがう、凜り々りしさを含ふくんだ微笑ほほえみを見せた。

「…………」

　思わず、言葉を失うジノ。

「？　何？」

「辺境姫様は、そんな顔もできるんだね」

「え、何かおかしい？」

「いや、逆だよ。感心した」

「んふふー。あたしだって、やればできるんだからね！」

「うん、安心したよ。やればできる、と、やれない、っていうのは、結果的に見れば同じだからね」

「むー、ジノったら、辛しん辣らつなんだから」

　ヘネシーが、唇くちびるを尖とがらせる。だが、その目は、にこやかだった。

「あっ、あのっ、ジノさん！」

　そんなジノとヘネシーの間に割って入ってきたのは、ルシールだった。

「うん？」

「ジノさんは、このフェザーミルを豊かにできると仰おつしやっていました。何か、案がおありなのですか？」

　ジノは視線をヘネシーからルシールに移し、和やわらげな表情で語りかけた。

「キミは内政局長なんだから、オレよりも早く気付いているはずだと思うんだけどな」

「ひょっとして……む、麦と、港と、鉱山ですか？」

　ルシールはジノの顔を直視できず、もじもじしてそう言った。

「ほら、やっぱり分かってた」

「で、でも、麦の栽さい培ばいも、港の建設工事も、莫ばく大だいな費用と人手がかかります！」

「そこは、ヒトを使って開かい拓たくするんだよ。フェザーミルには農地に成り得うる土地が手付かずで放置されてる。そして西には果てしなく広がる海がある。崖がけを切り崩くずして港を作れば、漁業という新たな産業を生み出すだけでなく海軍を保有することもできる」

「はい。しかし、今まではその資金がなくて……誠に、申し訳ありません……」

　ルシールがしゅーん、と項うな垂だれる。

「だからこそ、あたしがジノに嗾けしかけられて、ヴィオラの散財を止やめさせたんじゃない。ルシール、これからは胸を張って堂々と、思うままに政策を動かして。ジノに話を通してくれると、あたしも助かるけどね」

「ははっ、承知致いたしました！」

　ルシールが、ぱっ、と、開いたばかりの花のような笑顔を見せ、潤うるませていた涙なみだを振ふり払はらった。

「オレにも一案あるから、是ぜ非ひともルシールさんと話したいな」

「わ、私こそ、喜んで！」

　ジノとルシールは、がっちりと固い握あく手しゆを交わした。

　片や一領地の内政局長だが、ジノは領主付きの侍従贄フイーズとはいえ、ヒトに過ぎない。本来の立場はルシールの方が圧あつ倒とう的に上なのだが、この二人は対等どころか、若干、ルシールの方が下のように見えた。

「ねえルシール、あたし、ジノをヴァンパイアにしたくなってきたんだけど、どう思う？」

「それは、名案だと思います！」

　ヘネシーがそう呟つぶやくと、ルシールは、こくこくと何度も首しゆ肯こうして同意した。

「ジノはまだ成長段階なのに、あのライバーやヴィオラに気き後おくれせず、堂々と立ち回った。これは、中々できることじゃないと思うの」

「はいっ！　私も、そう思います！」

「おいおい、ちょっと待ってくれないかな」

　盛り上がるヘネシーとルシールの表情に影かげを落としたのは、ジノの沈しずんだ声だった。

「オレは、ヴァンパイアにはならないよ」

「えっ!?」「はいっ!?」

　ヘネシーとルシールが、思わずジノに顔を向けた。

「あ、あのですね、ジノさん。ヴァンパイアになれるのは、とても光栄なことで、且かつ、幸運なことなんですよ？」

　あせあせと説明するルシール。

「自分で言うのもヘンだけど、ルシールの言う通りよ。大たい抵ていの妖よう魔まやヒトは、ヴァンパイアになりたがるものなのよ？　何たって他種族、いえ、ヒトに限ってなんだけど、ヴァンパイアにする資格を持つのは、この銀の髪かみを持つヴァンパイアだけなんだから」

　ヘネシーも、まさか色よい返事が来ないとは思いもよらず、動どう揺ようしていた。

「誰だれが何と言おうと、オレは絶対に……ヴァンパイアにはならない」

　ぐらり、と、ジノの身体が揺ゆれて、思わず膝ひざを突つきそうになった。

「読みたい本があるんだ。これで失礼する」

　気分を害したジノは、踵きびすを返してヘネシー、ルシールに背を向け、退たい廷ていしていく。

　ちらりと、目に入ってしまったトレーフルは、ジノがこの上なく謹きん厳げんな顔をしていたことに、畏い怖ふを覚えていた。トレーフルに、見られてしまった。それは気付いていたが、ジノは構うものかと、そのまま謁えつ見けんの間を後にして司書室に向かった。

　現在、この城に司書はいないので、実質的にはジノの部屋だ。ジノはこの部屋に戻もどって、ベッドに身を投げ、胸に手を当てた。

　……エーテルが、暴走しかけていた。

　それを敏びん感かんに感じ取ったジノは、ヘネシーらから離れ、暴走を抑おさえ込もうと、自分の中に意識を集中した。

　エーテリオンは古いにしえの時代に、複数人のエーテルを連結させることにより、爆ばく発はつ的な力を発揮し、一時代を築いたのだが、それによる弊へい害がいもあった。それは、エーテル使いの残存思念が含まれてしまい、連結した相手に送られてしまうことである。それは死してもなお、エーテリオンの中に残り続けるのだ。

　隠かくれ村ではこれを〝エーテル病〟と呼んでいたが、それがまさに今、ジノに襲おそいかかっていた。ジノの中では、旅で志半ばで倒たおれた仲間たちの声が、頭の中で暴れていた。

『ヴァンパイアニ、ナル？』

　サイクロプスに食われた、ネルヴァの声だ。

『ワタシタチノモクテキハ、ダークエルフノクニニアル……』

　盗とう賊ぞく団に捕つかまり、無残な姿にされたエンフェだ。

『オマエダケ、イイオモイヲスルノカ？』

　……ロマイドの声だ。

「違う！　オレは、オレたちの宿願を果たすために、ダークエルフではなく、ヴァンパイアを選んだだけだ！　現にロマイドは、ダークエルフに殺されたじゃないか！」

　ジノは、両耳を塞ふさぎ、ベッドの上をのたうち回った。

　ネルヴァ、エンフェ、ロマイド。

　彼らの肉体は朽くちたが、その思念はジノの中のエーテルに刻み込まれていた。

『……ユルサナイ』

「うご、あああああああ！」

　ジノはエーテルとなっても生き続ける三人の意思に、必死に抗あらがっていた。

　きっかけになったのは、ヘネシーが放った「ヴァンパイアにしたい」という言葉だろう。何せジノとエーテリオンの契ちぎりを交わした仲間達は、ヴァンパイアではなく、ダークエルフの国を目指していたのだから。その言葉に触しよく発はつされて、眠ねむっていたジノの仲間達の残存思念が、呼び起こされたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　さっきは顔色が悪そうだったけど……ジノ!?」

　その時。司書室に入ってきたのは、ヘネシーだった。その姿を目にしたジノは、瞬しゆん間かん的にこのエーテル病を沈める手が浮うき上がってきた。

「どうしたの!?　顔色が悪いし、汗あせだくじゃない！」

「辺境姫様、お、オレの、血を、飲んでくれ！」

「えっ!?」

　エーテルは、血液の流れに乗って全身を駆かけ巡めぐる。今のジノはエーテル過多状態にあるので、その分をヴァンパイアであるヘネシーに飲んで貰もらえば、症しよう状じようは落ち着くのではないかと考えたのだ。

「さあ……は、早く！」

　ジノはベッドの上で上半身を起こし、襟えり元もとを引っ張った。

「何が起きているのかは分からないけど、それでジノの容態がよくなるなら」

　ごくり、と、喉のどを鳴らし、ヘネシーがベッドの上に乗って、口を広げて八重歯を輝かがやかせ、ジノの首筋に嚙かみついた。

「うっ！　く……あああ」

「ん！　ふぁ……あああん」

　それは二人にとって未知の体験だった。ジノは、全身から血液とエーテル、そして仲間達の怨えん嗟さの声がヘネシーに吸われ、昇しよう華かしていく。ヘネシーもジノから血液だけではなく、エーテルまで流れ込んできているのを感じていた。そして吸う側も吸われる側も、とんでもない快楽に包まれたのである。ヘネシーの額に汗が滲にじみ出て、身体中が蕩とろけるように熱くなる。ジノも、まるで生命を放出し続けているかのような悦えつ楽らくを感じていた。
















「ぷぁはっ！　はぁああ、はあ、はあ」

　ヘネシーが、ジノから離はなれる。

「うう、ああ……」

　ジノは、全すべてを吹ふき飛ばすかのような快楽の後、エーテル病が収まっていることを確認した。もう三人の声は聞こえない。それだけ、ジノは瞬しゆん時じにして、大量の血液をヘネシーに吸われていた。

「はああ、これ、は？」

　ヘネシーに目を向けると、ジノの……いや、エーテリオンの血液を吸ったせいなのか、肌はだ艶つやが滑なめらかになり、髪の毛一本に至るまで、生気に満ち溢あふれていた。

「い、今まで、ヒトの血を飲んできたけど、こんなの、初めて。まるでジノがあたしの中に入ってきて……凄すごく、気持ちよかった。それに、身体中に力が漲みなぎってる」

「オレも、気持ちよかった。でも、オレの方は、もう指一本、動かせないけどね」

　失血症しようによる目め眩まいが起き、ベッドにどさり、と音を立てて横になるジノ。

「ジノの血、凄く美お味いしかったよ。ジノを侍従贄フイーズにして、よかったぁ」

「そりゃ、何よりだ」

「今、トレーフルに言って、何か食事を持ってこさせるわ。あたしに吸われた分の血を、取り戻さないとね」

「ああ、ありがとう。助かるよ」

　ヘネシーはそう言って、部屋を出て行った。

　その後、ジノは仰あお向むけになって、旅の仲間達のことを思った。

「オレは、ヴァンパイアにはならない。キミたちの思いのこともあるけど、それ以外にも幾いくつもの理由がある。でも、いつか、オレらの悲願である、ヒトの国を作れたら──」

　その先は、ジノの口からは明言できなかった。
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　時は瞬またたく間に経たち、灼しやく熱ねつのＭＧ〇五七五ヤーズを越こえた、ＭＧ〇五七六ヤーズ。この年は、運命を大きく変えた一ヤーズとなる。ジノがヘネシーの侍従贄フイーズになってから十メリア（十か月）後。十六歳になったジノはいつも通り、司書室で黙もく々もくと読書をしていた。そして、今読んだ本をぱたんと閉じると、背せ伸のびして疲つかれた目を擦こすった。

「ふー、終わった」

　ジノが首と肩かたを回して凝こりをほぐすと、背中に声が飛んできた。

「相変わらず熱心ねえ、ジノは」

　その声の主は、司書室の中央に置かれたテーブルの上のクッキーやガレットなどを口に運びながら、優ゆう雅がに紅茶を愉たのしんでいるヘネシーだった。これらを用意したのは、もちろんメイドのトレーフルであり、本人は扉とびらの前で人形のように佇たたずんでいた。

「辺境姫様こそ、最近ここに入り浸びたっているけど、公務は大丈夫なの？」

「もちろん、やることはやってから来てるのよ。最近、ルシールから、やたらと決裁を求められてねえ……」

「はは、それはそうだろうね」

　ジノがヘネシーに、にっこりと微笑ほほえんだ。

　最近のジノは知識を深めたせいか、生来の色気に加え、精せい悍かんさが備わり、相当な美男子となっていた。その微笑みに、ヘネシーが思わず、頰ほおを赤らめて顔を背そむけてしまうほどだ。

「それより！　ヴァンパイアになる話は、考えてくれてるの？」

「またその話？」

「いつまでも返事をしないからよ！」

「考えてるよ。でも、どう考えてもまだ早いね」

「何で!?　いつもいつもそうやってはぐらかして……何がどう早いって言うのよ!?」

「オレは辺境姫様の計らいで侍従贄フイーズにして貰ったんだけど、ヴァンパイアになっちゃったら、もうオレの血を飲むことはできないんじゃない？」

「う、それは……」

　ジノの躱かわし方は、ヘネシーの痛いところを突つく。ジノの血は、どんなヒトよりも旨うまくて、極上の味だった。そこを攻せめられると、ヘネシーはそれ以上、この話題を続けることはできなくなってしまった。

「そ、そういえば最近、ルシールから沢たく山さんの良策が出てくるのよ。それはもう、吟ぎん味みする必要がないくらいね。ルシールに才能があるのは知ってたけど、なんで急に──」

　と、その時。コンコン、と司書室の扉をノックする音で、ヘネシーは喋しやべるのをやめた。

　この部屋を訪れるのは、ヘネシーかトレーフルくらいしかいないはずであり、その二人はここにいる。

　はて？　そう首を傾かしげたヘネシーは、たたっ、とベッドの中に潜もぐり込んだ。声を上げそうになったジノに、人差し指を口に当てて黙だまらせた。どうやら隠れるつもりらしい。

「ジノ様、おいでですか？」

「あ、ああ、いるよ。鍵かぎは開いている」

「失礼します」

　そう言って司書室に入ってきたのは、内政局長ルシールだった。ルシールは扉の横でお辞じ儀ぎするトレーフルに、小刻みな首しゆ肯こうで応こたえると、テーブルの上を見て、首を捻ひねった。

「ヘネシー様が、おいでだったんですか？」

「う、うん、ついさっきまでね」

　隠れたヘネシーの調子に合わせ、噓うそをついてみるジノ。

「そうですか……それは間かん一いつ髪ぱつでした。こんな姿を見られたら、𠮟しかられてしまいます」

「さあ、それはどうだろうね？」

　ジノの演技は中々、様になっていた。ルシールはベッドの中にヘネシーが隠れていることに全く気付かず、ジノに訊きいた。

「それで、今回のはどうでしょうか？」

「そうだね、八つの提案を見せて貰ったけど、この中で早急にすべきなのは二つだね」

「その二つとは？」

「フェザーミル鉱山のトロッコ再整備と、新たな拠きよ点てん作りだよ。特に新たに街を作るというのはいいね。ただ、場所はもっと東にするべきかな」

「東というと……北の公都、西のフェザーミル城、南のリンカーフォル領を繫つなぐ三さん叉さ路ろ辺りでしょうか」

「そう、そこだよ。そこにヴァンパイアとヒトを移住させて、街を作るんだ。以前の提案で農作物と畜ちく産さんの奨しよう励れいが上う手まくいっているからね。地図を見る限り、この三叉路に街を作れば、物流の拠点になる。東には深き森があって、そこから木材を手に入れられるから、建材は際限なく手に入るしね」

「煉れん瓦が造りではなく、木造建築ですか？」

「その方が建物も築きやすいし、何より価格が安い。それにフェザーミルの冬は厳しいから、薪まきも手に入りやすい。煉瓦は、その拠点となる街で作ればいいんだから」

「なるほど……それはいいですね！　ヘネシー様も、きっとお喜びになると思います！」

「それに鉱山の方もいい案だよ。でも、大昔にヒトが作ったトロッコを利用するのはダメだね。もう六〇〇ヤーズ以上前に使っていたものだから、きっと錆さび付いて動かないだろうし、動いても線路が傷んでいるから、きっと、どこかで脱だつ線せんする」

　ジノは机の上に載っていた書類をルシールに渡わたした。それはルシールの原案で、ジノが修正した上申書だった。ぱらぱらと目を通すルシール。

　そして、はう、と、嘆たん息そくした。

　そこには、脱線しそうな線路の補修や、新たなルートの構築まで、ルシールが至らなかった部分を大おお幅はばに修正した、完成度の高いものだった。

「あの提案書を、ここまでにして下さるとは……いつも、ありがとうございます！」

「お役に立てて、何よりだよ」

『そういうことだったのね!?』

　突とつ然ぜん、がばっとベッドの布団を撥はね除のけ、ヘネシーが姿を現した。ルシールはその唐とう突とつに現れた相手がヘネシーであることを認識するのに、数セカ（秒）の時間を要した。

　そして……。

『ヘ、ヘネシーさまぁあああああ!?』

　と、切なげな叫さけび声を上げた。

「そうよ、紛まぎれもなくそのヘネシー様よ！　思い返してみれば半ヤーズ前から、突然フェザーミル領の東に広大な小麦畑を作ったり、崖がけを削けずって港を作ったり、商人への減税をしたり、ヒト専用の病院を作ったりと、矢や継つぎ早ばやに政策を申し出てきたから、なーんか変だなとは思ってたけど……こういうワケだったのね!?」

「もも、申し訳ありませんっ！」

　ルシールはその場で両りよう膝ひざを突き、ヘネシーに謝罪した。

「ルシールに罪はないよ、辺境姫様。オレがたまたまルシールと話をした時、ちょっと助言を申し出ただけなんだ」

「でも、それだと原案はルシールかもしれないけど、形にしたのはジノじゃない！　ならば上申書に、ジノの名を記き載さいするのが筋じゃないの!?」

「ははは、はいいい、仰おつしやる通りだったのですが──」

「オレがルシールに頼たのんで、名を伏ふせて貰もらったんだ」

　横から口を挟はさんできたのは、ジノだった。

「ルシールはオレが言うのも何だけど、間ま違ちがいなく内政の天才だよ。原案はルシールなんだから。ただ、文章力のなさと、急所に気が付かないところで、それを台無しにしている。勿もつ体たいないから、手助けしているだけさ」

「ルシールの才能はあたしも認めてるわ。でもね、ジノが手伝ってるのを隠かくす必要はないんじゃないの？」

「そこを隠さないと、二人のうるさいヴァンパイアが文句を言ってくるでしょ？」

「あ……」

　その言葉で、どうしてジノが名を伏せたのか、ヘネシーは瞬時に理解した。

「何せ、辺境姫様の侍従贄フイーズになった時、真っ先に嚙かみついてきた二人だからね。そんなオレが内政に干かん渉しようしていると知ったらどうなるか。想像できるよね？」

「うーむ……」

　ヘネシーには、返す言葉が見つからなかった。

「オレがヴァンパイアになりたがらない理由の一つも、そこにあるんだ」

「えっ!?」

　ヘネシーとルシールは、きょとん、としてジノを見た。

「オレにはヒトとしてやり残したことが沢山ある。昼に行動できないというのは、今のオレにとっては足あし枷かせにしかならない」

「言われてみれば、確かにそうね。一日の活動時間は、ヒトの方が長いわ」

　ジノは、昼も夜も学ぶつもりなのだ。それを察したヘネシーは、残念そうに項うな垂だれた。

「それより、辺境姫様に、本格的に目を覚まして貰う時が来たんだよ。これは前にも言ったことだけどね」

「!!」

　ヘネシーの顔つきが、豹ひよう変へんした。

「そろそろ実行しようよ。以前、提案したでしょ？」

「それって……まずは、ヴィオラのところ？」

「うん」

　ヘネシーとジノの視線が、交こう錯さくする。

「総務局を解体した後──」

「分かってるわ」

　ジノの言葉を、ヘネシーは遮さえぎった。

「そうでなきゃ。でもね、分かってるだけじゃ駄だ目めだ。それを断行し、一気に辺境姫様に権力を集中する。それができないようじゃ話にならないよ」

「悔くやしいけど、その通りね。フェザーミルすら満足に治められないようなあたしじゃ、天才さんには認められないか」

「そういう意味じゃないけど……ただ生きてるだけのヴァンパイアと永遠を過ごすのは、正直、苦痛かな」

　その言葉に、ルシールは目を見開いて驚おどろき、さすがのトレーフルも眉まゆを僅わずかに動かした。これは明らかに、ヘネシーへの侮ぶ辱じよくである。ヘネシーが怒おこるかと警けい戒かいしたが、意外にもヘネシーは少しの間、俯うつむいてベッドの上で肩を落とし、脱だつ力りよく感に身を委ゆだねていた。

「中々、言ってくれるわね。きっついなあ」

「当たり前だよ。でも、オレは誰だれも言えないことを口にしただけに過ぎないよ」

「正直に白状すれば、あたしはお父様からフェザーミルの領主に任じられて、辺境に飛ばされたと思って、ふて腐くされてた」

「そうだね。どんなに美しい宝石も暗くら闇やみの中じゃ、石ころだと思われても仕方ない」

　ジノは容よう赦しやなくヘネシーを責めた。

「オレは今の辺境姫様を美しいとは思うけど、輝かがやいているとは思えない」

「さっきから、煽あおってくれるじゃない……分かったわよ！」

　ヘネシーはベッドから降り、ジノと向かい合った。

「確かに、必死に学ぶジノの背中を見て、感じるところがなかったわけじゃない。今までのあたしは逃にげてたし、避さけてた。だからあたし、今すぐ変わるわ。ルシールとジノが、フェザーミルを変えていっているように！」

「今度こそ完全に、お目覚めかな？」

「お陰かげ様でね！」

　ジノが、ヘネシーの瞳ひとみを覗のぞき込む。

　いくらお気に入りとはいえ、ヒト如ごときにここまで罵ののしられたのだ。その顔つきから、意志の強さを感じさせた。

「実はね、さっき読んだもので蔵書室の本は、完読したんだよ」

『えっ!?』

　ジノが侍従贄フイーズになってから、まだ一ヤーズ経たっていない。それにも拘かかわらず、ジノは数万冊はあるであろう蔵書を、全すべて読み切ってしまったのだ。

「本を見ることは誰にでもできるわ。でも、本を読み、理解しなきゃ、読書とは言わないわよ？」

「そういう意味なら、間違いなく読み尽つくしたと言えるね」

「えええっ!?」

　ジノは豊かな微笑ほほえみを絶やさず、ヘネシーに堂々と言ってのけた。ジノは間違いなく、たったの一ヤーズで、いや、それよりも二メリアも早く、蔵書室に溜ため込まれた知識を食い尽くしたのだ。その証しよう拠こに、ジノが見せたその余よ裕ゆうのある表情は、一ヤーズ前には持ち合わせていなかったものだった。

　寿じゆ命みようがないヴァンパイアにとって、一ヤーズなど、一ディエ（日）の出来事に過ぎない。しかし、五十ヤーズ程度で死んでしまうヒトにとって、一ヤーズは、そのヒトそのものを変えてしまうには充じゆう分ぶんな時間だった。

「よーし、あたし、やるわ！　ルシール、明日の日暮れの鐘かね後、夜よ議ぎを開く。謁えつ見けんの間に内政局、軍事局と総務局の主だったものたちを集めるように伝えて。領主ヘネシーより、大事な話があるとね」

「「ははっ！」」

　ルシールとトレーフルは、ヘネシーの命令に従い、司書室を後にした。

　夜議とは、ストーリア公国でしか使わない言葉だ。領主や各局長、そしてその配下の管理職クラスを謁見の間に集め、意見を交わす場である。夜議を開くということは、ヘネシーが本気でこのフェザーミルを変えると宣言すると言ったに等しかった。

「ジノ、有り難がとう」

「何で今？　まだお礼を言われるようなことはしてないけど」

「あたしは今、この瞬しゆん間かんに覚かく醒せいしたわ。あなたも謁見の間にきて。あたしの本気を、その目で見て欲しいの」

「そう言われちゃ、断れないな」

　ジノが、口くち許もとを緩ゆるめる。その姿に一いつ瞬しゆん、ほろっと表情を崩くずしたヘネシーだったが、すぐにきりっと眉を吊つり上げ、凜り々りしい顔立ちに変わった。

「これから辺境姫様は、戦いくさをするんだ。そこは理解してるよね？」

「そうね、間違いないわ。これは戦よ。フェザーミル一つ御ぎよせないようじゃ、それこそジノに宝石だなんて言われる価値なんか、ないと思うの」

「大だい丈じよう夫ぶ。何も心配することはないよ」

　ジノはヘネシーの両りよう肩かたに手を置き、顔を覗き込んだ。

「辺境姫様には、いつだってオレがついてる。まずはこの戦に勝利して、本当の意味でフェザーミルを辺境姫様のものにするんだ。できるよね？」

「うん。必ずやり遂とげてみせる。任せて！」

　ヘネシーが、自信と威い厳げんを兼かね備そなえた笑みを浮うかべる。

「それなら、お手並み拝見といこうかな」

　ジノは笑みを返し、ヘネシーと共に謁見の間へと向かった。




　　　　●〇●〇●〇●〇●〇




　翌日。フェザーミルに、日暮れを告げる鐘の音が鳴り響ひびく。

　謁見の間は、既すでに通達が行き渡わたっていた内政局、軍事局、総務局の主要人物たちが一堂に会し、ヴァンパイアで溢あふれかえっていた。ヘネシーが領主命令でこれだけのヴァンパイアを集めたのは、恐おそらくこれが初めてだ。それだけに、ヘネシーが何を言い出すのか、この場に集まったものたちは不安と焦しよう燥そうでざわめいていた。

　玉座に最も近い位置に並ぶのは、内政局長ルシール、総務局長ヴィオラ、軍事局長ライバーの三人で、その後ろには腹心たちが列を作って並んでいる。互たがいに、フェザーミルの実権を担になうのは自分たちであると口にこそしないが、狂きよう犬けんのような目つきと、時折威い嚇かくするような行動を見せる。

　フェザーミルでは、これが日常だ。

　そんな中、ヘネシーが奥の部屋からジノを伴ともなって現れると、謁見の間の全員が片かた膝ひざを突つき、視線をヘネシーに向けて、動どう揺ようした。ヘネシーの顔つきが、特に目つきが違ちがう。その場にいた誰もが、そんな感想を抱いだいた。

「皆みなのもの、ご苦労である！」

　その澄すんだ声が謁見の間の隅すみ々ずみまで響き渡ると、その瞬間、たった一言ながら、心を鷲わし摑づかみにされたような感覚に陥おちいった。

「私はこれよりフェザーミルを、東のシルバーキープや南のリンカーフォルと同等か、それ以上の領地とすべく、様々な行政改革を行う。そう言うからには、皆、一から全てを組み立て直すつもりと心得よ！」

　腕うでを振ふり、そう宣言するヘネシーの姿は、並のヴァンパイアではないことを、改めて思い知るに充分だった。普ふ段だんのヘネシーを知るものはその変へん貌ぼうぶりに、驚きよう嘆たんしていた。

「まずヴィオラ！」

「はっ!?」

　いきなり自分の名を呼ばれるとは思っておらず、ヴィオラは目を丸くして返答した。そしてヘネシーの口から、その小さな身体に似合わぬ大声が発せられた。

『本日をもって、総務局を解体する！』

『な、何ですって!?』

　ヴィオラと、その後ろに控ひかえていた貴族たちが、動揺し、おろおろした。

「恐れながらヘネシー様、私は公都との橋はし渡わたし役として、このフェザーミルに貢こう献けんしてまいりました。それを一方的に解体とは……これは改革ではなく、暴挙ですわ！」

「暴挙？　内政局が必死に知ち恵えを絞しぼって増収増益にしたものを、たった一声で吹ふき飛ばしてしまうような機関なぞ、存在そのものが暴挙じゃない。フェザーミルには不要よ！」

「うう、しかし……」

　狼狽うろたえるヴィオラだったが、ヘネシーは微笑みながら言った。

「慌あわてないで、ヴィオラ。総務局は解体し、今後は内政局直下に総務課を創設しそこに雑業務を移管する」

「と、申しますと？」

　慌てふためくヴィオラと総務局のものたちに向かって、ヘネシーが再び告げた。

「そして、新たに外交局を創設し、旧総務局の面々はそこに就任させる！」

「外交局!?」

「当然、この外交局長はヴィオラ、あなたよ！」

　それは前々から、ヘネシーがジノと相談して決めていたことだった。

「今の総務局はその内情を鑑かんがみるに、外交に纏まつわる仕事が殆ほとんどだった。ならば、それに特化するのが良策だと思うのよ。どうかしら？」

「そ、それならば、私としては願ってもないことですわ」

「なら、決まりね」

　ヴィオラは感極まり、思わずヘネシーに片膝を突いて敬礼していた。

「総務局改め外交局は、これより国内外問わず広く交流を持ち、周辺諸国の諜ちよう報ほうを一手に担え。これまでのようにフェザーミルの内情を漏もらすような真ま似ねはせず、人脈を作り、フェザーミルのためになるよう働きなさい！」

「それならば、私の人脈も最大限に活いかせます。今後は支出報告書も随ずい時じ作成し、内政局に提出いたします」

「それは当然よ。社交界に関かかわるならば、何かと資金も必要でしょう。今後は必要経費として、堂々と報告しなさい」

「ははっ！」

　ヴィオラは社交的で、四大名家の名に恥はじず、その人脈の広さはグラファリア大陸全土に及およぶ。その天分を最も活かせる職を与あたえられては、ただ頭を下げるしかなかった。

「総務局を外交局に変えるとは……確かに改革と呼ぶに相応ふさわしい、大だい胆たんなことをなさりますな。それで、ワシらはどう変えまするか？」

　感無量のヴィオラを尻しり目めに、軍事局長のライバーが口を開いた。

「慌てないでよライバー。軍事局に関しても考えているわ。まず、以前から要よう請せいされていた増兵は、認めないわ」

「……何と。ワシはてっきり、その反対の言葉が出てくるものと」

　ライバーが肩かたを落とす。しかしヘネシーは、そんなライバーの頭に強きよう烈れつな一いち撃げきに等しい言葉を投げつけた。

「但ただし、兵士全員に、新品の武器防具を与える！」

「!!」

　ライバーは思わず、顔を上げてヘネシーに視線を向けた。これまで使い古しの装備しか支給されなかった兵にとって、嬉うれしくないわけがなかった。

「半ヤーズ前、フェザーミル鉱山で新たな鉱脈を発見してからというもの、鉄工所は大おお賑にぎわいよ。鉄は売るほどあるから、その中から武器防具を早急に作らせるわ」

「それはそれで有り難がたいとは存ずるが、革新と言うには、ちと物足りん。他ほかにも何かあるんじゃろ？」

　ライバーが怪け訝げんそうに言う。

「安心しなさい、ライバー。軍事局にも、それ相応のものを用意してあるから」

「そりゃ恐ろしい。まさか、軍事局まで解体するつもりじゃなかろうな？」

　どきり、としたのは、軍事局の面々だった。

「安心して、ライバー。軍事局には別の痛みを伴って貰もらうわ」

「さて、どのような難題を賜たまわるんじゃろうか？」

　ライバーの瞳ひとみに、闘とう志しが宿る。

　だが、それ以上の力を金の瞳に彩いろどらせ、ヘネシーが容よう赦しやなくライバーに告げた。

『一五〇の兵のうち、三十人削さく減げんしなさい』

『何じゃと！』

　これにはさすがのライバーも、目を剝むかずにはおれなかった。ライバーとしてはもっと兵を増やしたかったところを、減らせとは。さすがにこれは予想できなかった。

「そそ、それは反対じゃ！　フェザーミルは豊かになったんじゃろ？　ならば寧むしろ、今よりも、兵を増やすべきじゃ！」

　ライバーはヘネシーに対し、具申した。

「北の公都は兵三〇〇。東のシルバーキープは二五〇、南のリンカーフォルですら二〇〇はある。ところが、ここフェザーミルは僅わずか一五〇しかおらん。せめてリンカーフォルと同等かそれ以上の兵を持つべきじゃ！」

「ところが、そうはいかないのよ」

　ヘネシーはちらりとジノを見る。ジノは誰だれにも気付かれない程度に、小さく首しゆ肯こうした。

「ここフェザーミルは三方をヴァンパイア領に囲まれており、戦らしい戦など起こらないわ。それに収入が増えたといっても、フェザーミルはまだまだ貧しいの。よって、兵は一二〇とし、この兵士を全員、他領地に負けない精せい鋭えいに鍛きたえ上げて」

「それは承ったが、しかし……減らしたものたちを、どうするおつもりか？」

「今、内政局長ルシールから、新たな街作りの案が上がっているわ。軍事局で選せん抜ばつ試験を行い、落ちた三十人を新たな街に送り込み、自警団を組織し、街作りの手伝いをさせようと考えているわ。元軍人だもの、並のヴァンパイアよりは働けるでしょ？」

「うぬ、むう……」

「とにかく今は、フェザーミルの力を蓄たくわえなきゃならないの。受け入れて貰うわ」

「は、ははっ！」

　さしもの大将軍ライバーも、今のヘネシーの心を変えるのは至難の業わざだ。ライバーはがくりと項うな垂だれ、ヘネシーの決定を飲み込むしかなかった。

「総務局改め外交局、軍事局への施し策さくは、そのまま内政局への負担となる。よって内政局は今のままとし、外交、軍事両局の要望をなるべく聞き届けられるよう尽じん力りよくしなさい。それと今後、全すべての局での事案は、領主たる私が最終決断を下すこととする！」

「承知致いたしました！」

　ルシール以下、内政局のものたちは、ヘネシーの言葉に抗あらがうことはなかった。これで事実上、ヘネシーは軍事、外交、内政全ての頂点に立ったのである。ヘネシーはそれを皆に告げると、漸ようやく玉座に腰こしを落とした。よくよく考えてみればそれが当たり前なのだが、その当たり前ができていなかったのが今までのフェザーミルである。

　これで、この領地は盤ばん石じやくだ。ジノは心の中で、そう思っていた。

「皆のもの、よく聞け！　今後は各局の好き勝手は許さないわ。私は、このフェザーミルを大きく変える。ここを二度と辺境などと呼ばせぬため粉ふん骨こつ砕さい身しん、頑がん張ばる所存よ」

　ヘネシーの決議には、それぞれ納得のいく落としどころを用意しておいた。その効果は、絶大だった。この場にいる誰もが、今後の施し政せいが厳しくなることを理解していた。

「なお、私の方針に意義があるものは、遠えん慮りよなくフェザーミルを去って構わないわ。但し、一度ここを離はなれたら、二度とこの地に足を踏ふみ入れられないと思え。それくらいの心構えで、職務に汗あせを流しなさい。私からは以上よ！」

『ははーっ！』

　ジノは密ひそかに辺りを見み渡わたす。内政局、外交局、軍事局、それぞれのものたちは、目を輝かがやかせてヘネシーの言葉に胸を打たれていた。眠ねむっていた辺境姫が、ついに目覚めた。

　これからのフェザーミルは、これまでとは全く違うものになるだろう。

「それでは、各局長はここに残り、それ以外のものは退たい廷ていせよ」

　ヘネシーが夜議終了を告げると、ぞろぞろとヴァンパイアたちがこの場を後にした。残ったのはライバー、ヴィオラ、ルシール、そしてジノとトレーフルだった。

「ヘネシー様、外交局の件、厚く御お礼れい申し上げます」

　ヴィオラが、恭うやうやしく一礼する。

「今回の改革は、適材を適所に置くものだったの。不安な思いをさせて悪かったわね」

　ヘネシーがそう言ってヴィオラに頭を下げると、ヴィオラは驚おどろいて困こん惑わくした。

「お、面おもてを上げてくださいませ！　私こそ、得意な外交だけに力を注げます。有り難いことですわ」

「あなたの役目はそれだけではないわよ、ヴィオラ」

「え？」

　ヘネシーは玉座がある上段から降り、ヴィオラの手を取った。

「あたしとジノに、公都の作法を教えてほしいの」

「な、何ですって？」

　急な要請に、たじろぐヴィオラ。

「ヘネシー様にお教えするのは分かりますが、何なに故ゆえ、侍従贄フイーズ如ごときに作法をお教えせねばならないのですか!?」

「その侍従贄フイーズ如きのお陰かげで、フェザーミルはここまで力を付け、あなたも今まで好き勝手やれてたのよ？　それにジノは、このあたしが同族にしたいと思えるほどの逸いつ材ざいよ。どこに出しても恥ずかしくないように、作法やダンスを学ぶべきだと思うわ。こんなことを頼たのめるのはフェザーミル広しといえど、ヴィオラしかいないのよ」

「そ、そこまで仰おつしやられては、お教えしないわけには、参りませんわね」

　煽おだてられて、満まん更ざらでもないヴィオラ。どうやらヴィオラというヴァンパイアは、持ち上げられるのに弱いらしい。ジノはそう思いつつ、ヘネシーに視線を向けた。

「そしてライバーは、ジノに軍略を教えて頂ちよう戴だい」

「!?」

　あまりのことに、言葉も出せないライバー。

「ヘネシー様、それは、あまりにも危険じゃ。ただですらヒトを城に入れるのに異議のあるワシに、どうしてそのような命令を？」

「ジノは私を絶対に裏切らないからよ」

　その自信がどこから来るのか、ライバーには理解できなかった。

「ジノは一ヤーズたたずに、蔵書室の書物を読み尽つくした。そこにライバーの活きた軍略が加われば、将来必ず役に立つわ」

「しかし……」

「ライバー将軍、盤ばん上じよう戦〝バトリア〟はご存じか？」

　ジノが、ライバーの反論を遮さえぎった。

「無論じゃ。ワシは二つ名持ちの大将軍じゃぞ？　それに、バトリアは兵の訓練にも取り入れておる」

「ならば、是ぜ非ひとも手合わせ願いたい。先日、城下町で盤ばんと駒こまを手に入れたんだけど、相手がいなくてね。オレは【疾しつ風ぷうの】ライバー大将軍の軍略がどれほどのものなのか、知りたいんだ」

「はっ、ヒト風ふ情ぜいが生意気な！　言っておくがのう、このフェザーミルでワシと盤上戦でやり合えるのは、娘むすめのターシャくらいじゃ。それでも、まだまだワシには敵かなわんがな！」

「それじゃあ明日の夜、いい煙草たばこを持って局長室に行きますよ」

「おう。どうせなら麦酒も忘れるな。がはははは！」

　ライバーは何な故ぜか上じよう機き嫌げんで、その場を後にした。

「そうそう、ヴィオラにはオレからも、作法の手て解ほどきをお願いしたい。知識は得たけど、社交界についてはその辺の猫ねこより知識がない。かのウォティア家の一族であるヴィオラならば、たとえオレのようなヒトであろうと、立派な紳しん士しにしてくれるでしょ？」

「あ、当たり前ですわ！　なんといっても私は、フェザーミルで最も雅みやびな風を知るものです。たとえ教える相手がヒトであろうと、私の手に掛かかれば、公都に連れて行っても恥ずかしくない紳士にしてご覧にいれましょう」

「それでは、外交局として落ち着いた後に、辺境姫様と一いつ緒しよに伺うかがうとしよう。服装から動き方まで、ヴィオラの品格を少しでも分けて貰うよ」

「そうですわね、まあ、私レベルになるまではかなりの時間が掛かるでしょうけど。それでは、お待ちしておりますわ」

　ヴィオラも、満更でもなさげに、扇おうぎを振ふりながら退廷した。ルシールとヘネシーは、ライバーとヴィオラがあまりにもあっさり退廷していったことに、驚きを隠かくせなかった。

「ねえジノ、どうしてあの二人は、私に何も文句を言ってこなかったのかしら？」

　ジノはヴィオラの背中を見送ると、振り返ってヘネシーとルシールに説明した。

「簡単な話さ。オレが二人が望むものを与あたえたからだよ」

「ライバーには、ばとりあ、とか言ってたね」

「バトリアっていうのは、簡単に説明すると一〇×一〇マスの盤上で、互たがいの輜し重ちよう駒か王駒、女王駒を様々な駒を使って取れば勝ちっていうボードゲームなんだ。ところがこのバトリアは、奥が深い。元々、昔のヒトが考案した模も擬ぎ戦用の道具がゲームになったんだけど、よくできてる」

「その対局をジノが挑いどんだことで、ライバーの機き嫌げんがよくなったのは何でなの？」

「ライバー将軍がバトリアの対戦相手を欲しがってるっていう情報を摑つかんでね。そこからオレは、軍事局との親しん睦ぼくを深める糸口は、バトリアだと思ったんだ」

「なるほど……それでライバーは、あんなに嬉うれしそうだったんだ」

「で、でも、ライバー将軍は、紛まぎれもなくストーリア公国で五指に入る大将軍ですよ？　そんな方に勝負を挑んで、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ルシールが不安げに言うのを、ヘネシーが返した。

「ライバーにとって勝ち負けはどうでもいいんじゃない？　相手がいないって状じよう況きようでジノが挑んだことに、価値があると思うわ」

「それもちょっと違ちがうなあ、辺境姫様」

　今度はジノが、ヘネシーの言葉を遮った。

「やるからには、負ける気は無いよ」

「じゃあ、勝つつもりなの？」

「オレは負ける戦をするつもりはない。まあ、見ててよ。オレはこのバトリアで、ライバーの心を落とす。そうなれば、辺境姫様にとっても、今後、軍事局にものを言いやすくなるよ」

「まあ、それは助かるけどさ、本当に可能なのかしら？」

「任せてくれ。それに、ヴィオラに作法を教わる件も忘れちゃいけないよ。その時は、オレも参加するから」

「それが一番、気が重いんだけど……」

「いいかい辺境姫様。ルシールも聞いてくれ。フェザーミルは今までヴィオラ率いる公都派とライバー率いる武断派、そして辺境姫様と内政局という、三つの派は閥ばつによって分立し、纏まとまりがなかった。しかしさっきの夜議でヴィオラとライバーを辺境姫様の支配下に置くことに成功した。後は、渋しぶ々しぶ従っているこの二つの派閥を辺境姫様に心服させなきゃならない。そうなって初めて、辺境姫様が真のフェザーミル領主になったと言えるんだよ」

「そうね。頭ごなしでヴィオラやライバーから認められるとは到とう底てい思えないわ。これから二人の懐ふところに飛び込んでいって、時間を共にして、本当に認められないとね」

「その通りだよ。ルシールには悪いけど、軍事局や外交局の予算は多めにしてあげてね」

「承知致しました。ジノ様のご助言で、フェザーミルは凄すさまじい勢いで発展しているんですから。ご意見は、尊重したいと存じます」

「その分は、ヴィオラやライバーに還かん元げんしてあげてほしい。ルシールには、辺境姫様による政権運営の下支えを任せることになるけど──」

「喜んで、お引き受け致します！」

「有り難う」

　ジノが朗らかな表情を浮うかべると、顔を赤くするヘネシーとルシールと……トレーフルだった。
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「しかしなあ、ジノよ」

　ライバーが、盤上の駒を一つ摑み、とん、と前に進める。

「おぬしはヘネシー様から、ヴァンパイアにならんかと誘さそいを受け、それを断り続けておるとか。何故じゃ？」

　次はジノの番である。ジノは右みぎ端はしの歩兵駒を、前に押し出した。

　このバトリアというゲームは騎き兵へい駒、歩兵駒、弓兵駒、重装兵駒、輜重駒、王・女王駒を使う。王・女王駒と輜重駒だけは盤上のどこかに必ず設置しなくてはならないが、それ以外は自由に布ふ陣じんできる。両者が同じだけの駒数を持つので戦力的には互ご角かくだが、最初に盤上に置かないという選せん択たく肢しもある。この場合、対局者の手番で一番手前側の行のうち、好きなマスに置くことができる。

「今はまだ、オレがヴァンパイアになったところでメリットが少ないからね」

「ほう。しかし、少なくとも〝ヒトのくせに〟とは言われなくなるぞ？」

　ライバーが中央の騎兵駒を左手に動かし、ジノの歩兵駒にぶつけた。

「その程度のメリットなら、やっぱりまだヴァンパイアになるわけにはいかないよ」

　ジノはライバーの騎兵駒に向かい、槍そう兵へい駒を背後に回して対たい抗こうする。

「どっちみち〝ヒト上がりのヴァンパイアが〟って、言われて差別されるんじゃないの？　だったら、昼も夜も動けるヒトの体のままの方が、都合がいいんだよ」

「そんなことはないぞ、ジノ。おまえさん、知らんのか？」

「え？　何を？」

「ヘネシー様の母君はカーネリア第二公こう妃ひといい、元ヒトのヴァンパイアじゃぞ」

『え、えええっ!?』

　ジノは思わず、駒を持つ手を止めた。

「カーネリア様は慈じ悲ひ深く聡そう明めいで、素晴らしい御ご仁じんじゃった。しかし惜おしいことじゃが、一〇〇ヤーズ前に、日を浴びて亡くなってしもうた。あの時はさすがの大公殿でん下かもワシも、涙なみだを禁じ得なかった」

「何でですか？　嫡ちやく男なんワーテイスがありながら、わざわざヒト上がりのヴァンパイアを妻に迎むかえるとは……」

「ワシも大公殿下に同じことを訊きいたことがある。これはな、ストーリア大公家のしきたりのようなものなんだそうじゃ。もし第一継けい嗣しが大公の器にあらじと判断した場合、第二継嗣をもうけるんじゃ。しかし、同じ母親では骨肉の争いは避さけられん。故ゆえに第二継嗣は元ヒトで、最も優れた美しい女性が選ばれるんじゃとさ」

「なるほど……確かに、大公家は世せ襲しゆう制だもんね。劣れつ性せい遺伝子を後世に残せば、大変なことになる。よく考えられたしきたりだと思うよ」

「どうしておまえはそうヒトのくせに生意気なんじゃ！」

　酒がいい具合に入り、赤ら顔のライバーが、笑いながらジノに言った。

「じゃがな、ヴァンパイアになれば永遠を生きられる。病にかかることもないし、怪け我がをしてもすぐに元に戻もどる。心の底からお護まもりしたいと思える主にも、永遠に仕えることが可能になるんだぞ。武人として、これほどの誉ほまれはあるまい」

　ジノの槍兵によって危機に陥おちいったかと思われたライバーの騎兵駒だったが、その後ろに控ひかえていた弓兵駒の餌え食じきとなり、槍兵が盤上から消えた。

「オレは武人じゃないし、仮にヴァンパイアになったとしても槍を持つ気はないよ」

　バトリアによる二人の対局は、ジノから見て右手、ライバーから見て左手が、主戦場となっていた。槍兵駒を討って優勢になったかと思いきや、ジノの歩兵駒の後ろに弓兵駒が現れたことにより、騎兵駒が盤上から消えることとなった。

「惜しいな。ワシや、あの都風を吹ふかせる女をも言いくるめる弁舌を……むっ！」

　その時、ライバーは何かに気づいて煙草に火を点つけつつ、ジノの顔を睨にらんだ。

　ここは軍事局長室。

　即すなわち、ライバーの部屋である。ジノは約束通り、町で買えるとびきり上等の麦酒と煙草を持って、ここを訪れたのだ。

「そうか。お主が目指すところが、何となく見えてきたぞ」

「まだオレ自身も、迷いの森の中なんだけどね」

「くく……がーっはっはっはっは！」

　ライバーが、高らかに笑った。

「この程度の知略で、ヒトの分際で……一〇〇ヤーズ早いわ！」

　次の瞬しゆん間かん。ジノから見て右手にある山エリアから、ライバーの歩兵駒こまが出現し、一気に城エリアを取り囲む。

　ジノの負けだった。

「これでワシの一勝じゃな。中々の打ち筋じゃったが、まだまだワシには勝てん。あと一勝して、この勝負を終わらせてくれるわ」

「次からはそう簡単にはいかないよ、将軍」

「はあ？　負けておきながら、どの口がそんなことを言うんじゃ？」

　ライバーは連戦連勝し、至し極ごく、機嫌がよかった。

「今の対局で将軍の手は全すべて理解した。次の二戦は、ずっとオレの時間だよ、将軍」

「おう、そりゃ楽しみじゃなあ！」

　こうして、ジノはライバーと雑談しながらバトリアを楽しんだ。

　それから四ハル（時間）の後。煙草たばこの焦こげ跡あとがあちこちに付いたソファに、がっくりと肩かたを落としていたのは……ライバーだった。

「将軍、とても有意義な時間だった。ありがとう」

　ジノはそう言って、軍事局長室を後にした。

　今までジノは、ヘネシーが自分をヴァンパイアにしたがるのは、単に自分の能力が欲しいだけで、ヒトのことなど何も考えていないと思っていた。

　しかし、ヘネシーは、ヒト上がりのヴァンパイアを知っていたのだ。

　まさか、ヘネシーの母親がそうだったとは……。

（オレは今まで、辺境姫様の気まぐれで侍従贄フイーズになれたと思っていたけど、違うのかもしれない）

　ジノの頭の中で、ヘネシーがどんな想おもいで自分をヴァンパイアにしたがったのかを、少しだけ理解できた気がした。やはり、ヘネシーほど聡明で、思し慮りよ深い主には、ダークエルフの森の中では巡めぐりあえないだろう。しかし……ジノはまだ困こん惑わくし、瞳ひとみを閉じ、眉み間けんに皺しわを寄せてその場を後にした。




「そんな、バカな……」

　ライバーの口元から落ちた煙草が、床ゆかで燻いぶっていた。

　その時、ジノとは入れ違いで、兵長でありライバーの娘むすめであるターシャが局長室に入ってきた。

「父……いや、将軍、本日の訓練は終しゆう了りようしました！」

「お、おお、ご苦労」

　ライバーが、床に落ちた煙草を踏ふみ消し、新たな一本を口に咥くわえて火を点けた。

「これは、バトリアですか……うっ！」

　ターシャは盤ばん上じようを見て、思わず目を剝むいた。

　ライバーの完敗だった。

　相手は殆ほとんどの駒を損なうことなく、ライバーから見て右側に配置された川エリアに殆どの兵が誘い込まれて身動きが取れず、その隙すきに敵左さ翼よくの本ほん陣じんがライバーの城を包囲していた。バトリアでは、王駒、女王駒を取るか、輜し重ちよう駒を落とすかで勝敗が決まる。ライバーは最後の対局で見事なまでに山に誘い込まれて主力を封ふうじられ、疾しつ風ぷうの如ごとく現れた騎き兵へいによって、輜重駒を狙ねらわれたのだ。

「何という男じゃ……このワシが、バトリアで後おくれを取るとは……」

「まさか、あのヒトが相手だったのですか？」

　ライバーは天を仰あおぎ「そうじゃ」と、短く答えた。

「きょ、今日は父上の調子が悪かったのでしょう」

「それはない」

　その慰なぐさめの言葉に、ライバーは眉まゆを吊つり上げ、ぎろり、と愛まな娘むすめを睨ねめた。

「対局は通常通り、全三回戦、第一回戦は勝利した。知ち恵えを付け、賢かしこくなったとはいえ、所しよ詮せんはヒトよと思ったが……そこから破竹の二連敗じゃ」

「な、何ですって!?」

　歴戦の将軍であるライバー相手に、こんな勝ち方ができるものなど、ターシャが考え得うる中では存在しなかった。

「あやつ、本当に最初の戦いで、ワシの癖くせを全て盗ぬすみおった。悔くやしいが完敗じゃ！」

「しかし、そんな、あんなヒトが？」

「しからば問おう、ターシャよ。このワシを相手に、この打ち筋を再現できるか？」

「……無理、です」

　ターシャは、食い入るようにバトリアの盤ばん面めんを見る。それはあまりにも鮮あざやか過ぎて、ターシャではどうやったらこんな盤面になるのか、想像も付かなかった。

「ならば認めるしかあるまいよ。あのヒトは、ジノは、紛まぎれもなく軍略の天才じゃ！」

「よいのですか、父上がそれを認めて」

「よいも何も仕方なかろう。仮にあと一〇戦しても、ワシは一勝もできんじゃろうな」

　ライバーは床の煙草を踏みつけ、新たな煙草に火を点けると、ふー、と、煙けむりを部屋に揺蕩たゆたわせた。

「ターシャよ。この事実を、兵たちに伝えよ」

『何ですって!?』

　バトリアはゲームとはいえ、実戦にも用いられるほど戦場の再現性が高い。ライバーが、ジノに負けたという事実が広まれば、その名に傷が付くのは間ま違ちがいない。

「よく聞け、ターシャよ。ジノは近いうちに〝軍師〟になるじゃろう。その時、おまえはあやつに力を貸してやれ」

「嫌いやです」

　今度は父譲ゆずりの太い眉を、ターシャが吊り上げた。

「領主付きとはいえ、たかが侍従贄フイーズの言うことなど、聞けるわけがないわ。それはあたしだけじゃない、兵たちだって認めるわけがないもの！」

「やれやれ、誰だれに似たんだか。おまえは頑がん固こじゃの」

「父上に決まってるじゃないですか！」

　ターシャは怒いかりを宿したまま、局長室を後にした。

（しかしこの軍略の才……フェザーミルに置いておくには、惜しいのう）

　ライバーはジノに、初めて親近感を抱いだいた。

　どんなに兵を鍛きたえても、剣けんの腕うでを磨みがいても、三方を他領地に囲まれたフェザーミルでは、戦場そのものが存在しないのだ。どんな宝ほう剣けんも、ただ飾かざっておけば、やがて朽くちる。そういう意味では、ライバーはジノと同じなのだと悟さとると、思わず口元が緩ゆるむのだった。
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　それからジノは、ヘネシーと共に外交局へ行き、ヴィオラから作法や社交ダンスを習った。

　ヘネシーは元々、公都に住んでいたヴァンパイアである。だが、それは五十ヤーズも前の話だ。

　その間に、流行は絶えず変化していく。ヴィオラは公都から流行の最さい先せん端たんにあるドレスやアクセサリを取り寄せ、ヘネシーに献けん上じようしたり、人気の画家や音楽団を招いたりして、ヘネシーがいつ公都に呼ばれても時代遅おくれにならぬよう、心を砕くだいた。

　一方、ジノの方は、元々そこそこ運動神経がよかったらしく、ヴィオラの指導によって磨かれ、すぐにヒトとは思えぬほどの優美さを身に付けた。

「さすがはウォティア家のご一族。趣しゆ味みもいいし、ダンスの教え方も一流だね」

　ジノはヘネシーと共に肩で息いきをしながら、床に座っていた。

「あなたは本当に運がいいヒトですわ。ヘネシー様のご命令でなければ、この私が手ずからダンスや作法をお教えするなど、有り得ないのですから」

　ヴィオラは煌きらびやかなドレスに身を包み、フェザーミル産の金を使っているというアクセサリをあちこちに身に着けていた。

　対するジノとヘネシーは、動きやすいように町で売っているような軽装だった。これらはヴィオラが指定してきたものだが、これだけ汗あせをかかされるとは思わず、今になってこの服を選ばされた理由が理解できた。

「しかし、あなたはヒトの割には、飲み込みが早いですわね。この調子なら、すぐにでも社交場に出せそうですわ」

　ヴィオラは、家いえ柄がらだけでフェザーミルの重臣になったわけではない。それなりに能力があるからこそだ。ジノがあからさまに自分を煽おだてていることくらい承知の上だったが、そこはジノのやり方が巧こう妙みようだった。自分が見て貰もらいたいところを的確に褒ほめられるものだから、つい気分よくされてしまっていた。

「でも、本当にヴィオラがいてくれてよかったわ」

　ヘネシーがくたくたになりながらも、笑顔でそう言った。

　心の中では鬼おに教官、とは思っていたが。

「あたし、ダンスってただ音楽に合わせて踊おどればいいと思ってたけど、意外と細かい所作とか、技があるんだね」

「左様でございますわ。故ゆえに、公都ではダンスを教える専門職のものもおります。ましてヘネシー様は大公陛下のご息女。ここで技を磨いておいて損はないでしょう」

「そうね」

　ヴァンパイアは、芸術を愛する妖よう魔まである。それは絵画から詩し吟ぎん、音楽にまで至る。

　ヴィオラはその全てに通じているが故に、フェザーミルへやってきた。ただ今まで、その教きよう鞭べんを振ふるう相手が逃にげ回っていたので、そこはヘネシーが悪い。

　しかも教わる立場でありながら、ジノを同席させるという条件を付けた。お陰かげでジノは侍従贄フイーズであるにも拘かかわらず、ヘネシーのパートナーとして、ダンスを習わされる羽目になってしまった。しかし、ヘネシーはジノが一いつ緒しよの時は文句一つ言わず、ジノに身体を預け、ジノもまた、そんなヘネシーをしっかりと受け止めた。

　やがて二人のダンスは、他の面々がレッスンの手を止め、心を奪うばわれるほど上達していった。ジノは元々、ヒトながら絶世の美男子であり、ヘネシーもまた、魂たましいをも揺ゆさぶる美び貌ぼうの持ち主だ。その二人が奏でるステップは、レッスンであっても、周囲のものの手が止まるほどの可か憐れんさだった。

　見るものによっては、踊る二人の周辺に花畑が現れ、また別のものは海辺で砂すな浜はまの上を歩む恋こい人びと同士にも映った。ヴィオラは、そんな二人のダンスに及きゆう第だい点を与あたえ、もう教えることはないと、笑顔で頷うなずいた。

　そして座学では、ジノがとても興味を惹ひかれる内容を話してくれた。それはグラファリアのほぼ中央に位置する永世中立都市トルストコートと、ヴァンパイアについてだ。

「ヘネシー様には言うまでもないことですが、そもそもヒトをヴァンパイアにできるのは〝始まりのヴァンパイア〟と呼ばれた一族だけですわ。即すなわち、ヘネシー様のような銀の髪かみを持つ、ストーリア大公家の血筋を持つヴァンパイアです。そう考えると、現時点でヒトをヴァンパイアにできるのは大公陛下、ヘネシー様と、その兄君であるワーテイス侯こう爵しやく、そのご子息であるアルベリック伯はく爵しやく、そして大公家の分家にあたる南のイセントリク子し爵しやく家のもののみとなりますわ」

　言われてみれば確かに、他のヴァンパイアは金の髪を持つ者が大半だ。

　しかしヘネシーは銀の髪を持っている。ジノは今までそういうヴァンパイアもいるのか、程度にしか考えていなかったが、そこに大きな意味があったのだ。それに、南のリンカーフォル領主、ゴダード・イセントリクが大公家の分家というのも、初耳だった。

「どうして、そんな仕組みになっているの？　そもそもヒトをもっとヴァンパイアにしてしまえば、ストーリア公国は安あん泰たいじゃないか」

「それは全くの逆ですわ、ジノさん」

　ヴィオラが、教鞭をぴしりと自分の手に叩たたいて言った。

「このグラファリア大陸で、自分の力を他者に分ける能力を持つのは、ヴァンパイアだけですわ。もしこれをきっちりと取り締しまらなかったら、どうなると思います？」

「……そうか、オーガやトロール、ダークエルフなんかがヴァンパイアになったら、本家本元のヴァンパイアが、太た刀ち打ちできない魔ま物ものが誕生することになる」

「ご名答」

　ジノがそう答えると、教師らしく少しだけ地味なワンピースに、丸眼鏡をかけていたヴィオラが、大きく頷いた。

「故に、余程のことがない限り、ヒトをヴァンパイアにするのは禁じられておりますわ。悪意を持つヴァンパイアが増えれば、それだけ不安要素が増すだけですからね」

「そうだね……そもそも、他の妖魔をヴァンパイアにすることはできるの？」

「理論上は可能ですが、成功例は多くありませんわ。それほど、ヴァンパイアの力というのは、とても大きなものなのです。ヒトのように何も持たない種族ならともかく、他の妖魔をヴァンパイアにすれば、どんな副作用が起きるか分かりません。それに、その行こう為い自体、ヴァンパイアにおける、禁きん忌き中の禁忌ですわ」

「だよね……」

「色々と交流を広げていくと、たまにいるのですよ。ヴァンパイアにしてくれというダークエルフや、リザードマン、ゴブリン、コボルト、オーガ……」

「彼らにヴァンパイアの力を与えるのは、自分の首を自分で絞しめるようなものだね」

「その通りですわ。故に、妖魔七種族のものたちをヴァンパイアにするのは、トルストコート条約で固く禁じられております」

「トルストコート……確か、地図と文ぶん献けんで見たな。グラファリア大陸中央部、空白地帯の中にある永世中立都市だよね？」

「まあ、トルストコート条約をご存じないのですか？」

　ヴィオラがジノに対し、大おお仰ぎように驚おどろいて見せた。

「全く知らないわけじゃないよ。妖魔七種族がドラゴンレイスを滅ほろぼした後、トルストコートを永世中立都市として各種族の国主代理を住まわせ、大陸の基本となる事こと柄がらを決める都市になっている。統一貨か幣へいの鋳ちゆう造ぞうや、統一言語の制定、年号も人間時代のものからグラファリア大陸統一暦れきの制定、各国間の交こう渉しようなども、ここで行われる……とまあ、ここまでは書物で読んだから」

「なるほど、基き礎そ知識は身につけておられるようですわね。確かに各種族は文化も、言葉も、価値観も違ちがいますわ。それなのに交易が可能なのは、大陸共通言語の制定と、貨幣単位の統一です。そういうものが、このトルストコートで定められているのですわ」

「それだけじゃないわよ。時間、日付、年の単位や、物品の価値に至るまで、トルストコート議会と、条約によって定められたのよ」

　ヘネシーが、ヴィオラに付け足して言った。

「でも戦いくさについてまでは条約で定められておりません。つまり、各地で行われている戦については、トルストコートで口出しはできないということですわ」

「それはともかく！」

　ヘネシーが、ジノに詰つめ寄った。ヴァンパイアが持つ色いろ香かは、ヒトのそれよりも遥はるかに強い。ヘネシーが放つ、特有の甘い香かおりが、ジノの身体を刺し激げきした。

「ヴィオラの言う通り、ヒトをヴァンパイアにするのは、そのトルストコート条約に定められていないの。それがたとえ、エーテリオンであってもね。但ただし、誰をどのような理由でヴァンパイアにしたのかは、大公に報告する義務があるけどね」

「その点を鑑かんがみれば、辺境姫様にはその権限があるんだね」

「そう！　だから言ってるのよ。あなたにヴァンパイアになってって。あたしには、これからもずっと、あなたが必要なのよ」

　ヘネシーはヴィオラが目の前にいるにも拘わらず、堂々と宣言した。それは、あまりにも惹きつけられる、誘ゆう惑わくの言葉だった。

「あなたは自分で言う通り、天才だった。最近じゃライバーも認めているし、ヴィオラだって、そう思うでしょ!?」

「う……わ、私は、ジノさんは、ヒトの割には風ふう雅がを理解し、多種多様な分野で、非ひ凡ぼんな才能を持ち合わせているのを、認めざるを得ないとしか、言い様がありませんわ」

「そういうのを天才って言うのよ、ヴィオラ」

「まあ、そうとも言いますわね」

　負けず嫌ぎらいのヴィオラである。格下も格下、ヴァンパイアですらない、家か畜ちく同然の立場のヒトを天才だなどとは、口が裂さけても言わないだろう。

「ジノ、どんなに才能があってもヒトである以上、せいぜい五十ヤーズ程度しか生きられない。あたし、あなたのいない生活なんて、考えられないよ……」

　それは、愛の告白の言葉に近かった。ヘネシーは一一七歳と、ヴァンパイアとしてはかなり若い方だが、何事もなければずっと今と同じような暮らしが待っているのだろう。

「辺境姫様。今は折角、多た忙ぼうのヴィオラが時間を作ってオレらに学ばせてくれてるんだ。この時間を、無む駄だにしちゃいけないよ」

「むー……」

　またしても上手く躱かわされたヘネシーは唇くちびるを尖とがらせつつ、退たい屈くつと戦いながら、ヴィオラの話に耳を傾かたむけた。
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「はー、疲つかれたわ」

　ヘネシーは司書室のソファに身を投げた。

　ジノはランプに灯あかりを点ともすと、夜目の魔ま法ほうが掛かかった仮面を外し、机の上に置いた。

　ジノはヒトであるため、当然ながら夜目が利かない。

　故に夜出歩く時は、夜目の魔法〝インフラヴィジョン〟が掛けられた、口くち許もとと瞳ひとみだけ開いている紅あかい仮面を常に被かぶるようになっていた。

　そしてヘネシーは、このソファを始めとして、次々と私物を司書室に持ち込むようになった。挙げ句の果てはテーブルの上である。そこには皿の上に、大きな魚のソテーと、ワインが一本、そして、グラスが二つ載のっていた。

　これらはもちろん、扉とびらの横に控ひかえているトレーフルが揃そろえてくれたものだ。

「おおっ、魚が卓たくの上に置かれているということは、もしや？」

　ジノがトレーフルに尋たずねると、トレーフルはいつものように、淡たん々たんと応こたえた。

「はい、ルシール様より伝言を預かっております。半ヤーズ前より進めていた西フェザーミルの開発が概おおむね完かん了りようし、漁港が完成、三隻せきの漁船が運航を始めました。この魚は最初に水みず揚あげされたものです。是ぜ非ひとも、ヘネシー様にご賞味していただくようにと」

『そんなことまでしてたの!?』

　ヘネシーは驚いて、テーブルの上に目を落とした。

「いや、最終決裁は辺境姫様がしたはずだけど……」

「あー、だって、もう半ヤーズ前でしょー？　覚えてないわよ！」

「やれやれ、ならばリッテラの港と名付けるのを許可したのも、記き憶おくの彼方かなた？」

「リッテラの、港……あっ！」

　ぽん、と手を叩き、ぱっと目を見開いた。

「ルシールが嫌いやがるのをジノが無理やり命名した、あのリッテラ計画のこと!?」

「……思い出して貰もらえてよかったよ」

　リッテラ計画とは、本来、フェザーミルの西に切り立っている断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを開かい拓たくし、港こう湾わん都市を作るという、大おお掛がかりなものだ。それだけに莫ばく大だいな予算を投じねばならなかったが、その見返りは計り知れないほど大きいのだ。

　ストーリア公国に面する海には、北のストーリア領内にあるハーシュタット港しかなく、海産物には高値が付く上に、フェザーミル領とストーリア領を海路で繫つなぐことが可能となる。海に面していない東のシルバーキープ領や、南のリンカーフォル領から見ても、フェザーミルに港ができるというのは、羨うらやましがること必定である。

　ジノはこれを内政局長ルシール・リッテラの名前を取り〝リッテラ計画〟と名付けた。ルシールは猛もう烈れつに反発したが、周囲の肯こう定ていによって、その声は寂さびしくかき消された。

　更さらにジノは、フェザーミル城とストーリア公国中央の〝深き森〟の間に、新たな物流拠きよ点てんを作るべしと上申してきた。それは、このルシール計画で得られる海の幸と、先の開拓で得た大量の小麦、そしてフェザーミル鉱山から採れる良質な鉱石を商人の手に流すための街作りである。これらが揃えば、フェザーミル領にどれほどの富がもたらされるか想像もできない。原案は全すべて内政局長ルシールによるものだが、そこから領主ヘネシーの手に渡わたるまでに、ジノという天才の手が加わっている。

　これからフェザーミルは大きく変わる。

　他領地のものが〝ストーリア公国の辺境〟などと言えぬほどに。

「それじゃ、早速頂こうかしら」

　ヘネシーがフォークで魚の身を突つき刺さし、口に入れる。

「ん～～～！　うまいぃ～～～！」

　そこへ、白ワインを一口。

「ぷは～～、これは至し極ごくだわ！」

　ヴィオラのレッスンで疲れた身体に、白身魚の身と白ワインが染み渡っていく。

　それは、まさに極上の瞬しゆん間かんだった。

「今回の政策では、崖がけを削けずって作ったリッテラの港から、ここフェザーミル城までの棒道も作った。これからは新しん鮮せんな魚が、たっぷりと市場に並ぶよ」

「ジノ、あなた、そこまで考えて？」

「まあね。魚はすぐ腐くさるらしいから、干物にするか、大急ぎで町に運ばなければならないんだって。だから、この棒道は必ひつ須すだったんだ」

　ジノは蔵書室の書物から得た知識を存分に発揮し、ルシールの政策を補完していた。ただ本を読んでいただけではない。知識に血肉を与あたえ、フェザーミルのために惜おしみなく、その力を注いでいたのだ。ふと、ヘネシーはフォークに魚の身を突き刺したまま、ぴたり、と動きを止めて、ジノをじっと眺ながめた。

「な、何？」

　ヘネシーが急に態度を変へん貌ぼうさせたので、ジノの顔が強こわ張ばった。

「ねえジノ、あなたには好きな異性のヒトっているの？」

「いっ!?」

　ヘネシーの唐とう突とつな質問に、ジノは思わず噎むせてしまった。

「だって、ジノだってもう立派な男性じゃん。気になる異性の一人や二人、いてもおかしくないかな、と思って」

「異性……」

　そう言われて思い出したのは、ジノがこの城の抜ばつ血けつ室で助けた、十人目の女の子くらいしか、頭の中になかった。

「うーん、まあ、いないわけじゃあないかな」

「誰だれそれ!?」

「知ってどうするの？」

「その子の血を、吸い尽つくす！」

「絶対に教えられないじゃないか！」

　ヘネシーの言葉は、とてもじゃないが、冗じよう談だんには聞こえなかった。

「じゃあジノ、今からあたしに付き合って」

「こんな時間に？　まさか、その子を狙ねらってヒト収容区画に行くんじゃ……」

　時計に目を向けると既すでに日が変わり、午前二ハルになっており、さすがにジノも眠ねむ気けを感じていた。

「違うよ！」

「悪いけど、オレは眠いから──」

「あたしだけが知ってる、素敵な場所に連れて行ってあげたいの」

「え？」

　素敵な場所というワードに、ジノは少し興味を持った。ジノは頭の中で眠気とヘネシーの言う場所とやらを天てん秤びんに掛け、考える。

　その答えとしてジノは、夜目の仮面を被った。

「行くよ。どこにあるの？」

「まだ秘密。黙だまって付いて来て」

　ヘネシーが手を差し出し、ジノはその手を取る。

　ヘネシーはジノの手を引きながら、城のホールにやって来ると、城の外に出るのかと思いきや、ジノの予想に反して階段を上っていった。この城の二階は、広間しか行ったことがない。その広間はホール正面から見て右手の奥にあるのだが、ヘネシーは中央の通路を、ジノと手を繫いだまま歩いていく。

　途と中ちゆう、何人かの執しつ事じやメイド、衛兵とすれ違ったが、彼らはヘネシーに敬礼しただけで、ジノには、目もくれなかった。高貴なヴァンパイアが侍従贄フイーズを連れているのは常識だったし、いくら領主付きとはいえ、ヒトはヒトである。

　やがてヘネシーは、入り組んだ道を縫ぬうように進み、いくつかの部屋を通り過ぎて、細い螺ら旋せん階段を上り始めた。体力的に優すぐれているヴァンパイアの足に付いていくのは、ジノにとっては少々難なん儀ぎだった。

　しかし螺旋階段を上り切った、その時。

　目の前に広がる光景に、暫しばし言葉を失った。煉れん瓦がのアーチが円形に並び、中央には巨きよ大だいな鐘かねが吊つり下がっていた。アーチの窓の外は、フェザーミルの城下町が一望できる。まさに絶景と言うべき場所だった。

「こ、これは……フェザーミル城に、こんな場所があるなんて……」

　ここに来て、ジノがここをヘネシーだけが知る素敵な場所と言った意味が分かった気がした。螺旋階段に上がる前に通り過ぎたのは、城主の間だった。つまり、よほどの立場のものでない限り衛兵に阻はばまれて、ここに至ることができないのだ。

「これはね、フェザーミル地方が一領地として認められて、フェザーミル城が築城されて、城下町が整うまで、ずっと使われてた〝時告げの鐘〟なんだってさ。今じゃ、もっと大きくて、遠くまで響ひびく鐘しよう楼ろうが町に建てられたから、全く使っていないんだけどね」
















「じゃあ、この辺りで最も高いフェザーミル城の最上部は、辺境姫様しか来れないんだ」

「うん。あたし、いつも寂しくなると、ここから北に向かって、想いを馳はせてたわ」

　ヘネシーは握にぎったその手をぐっと引っ張って、ジノの胸に身体を預けた。

「でも、あなたと出会って、いつの間にかここには来なくなった。この意味、分かる？」

「……うん、何となく、だけど」

「えへへ。音楽はないけど、ここであたしと踊おどってくれない？」

「喜んで」

　ジノはヘネシーの腰こしに腕うでを回し、身体を密着させる。巨大な鐘の下、窓からは町の灯りと、星空と、紅の月と蒼あおの月に照らされて、虫の音に合わせてステップを踏ふんだ。

　それは、練習の時よりも情熱的で、扇せん情じよう的で、何より華か麗れいだった。幻げん想そう的な雰ふん囲い気きの中、ジノとヘネシーは互たがいに視線を交わしたまま、踊り続けた。

　ジノの心の中に、ヘネシーが異性であるということが、強く刻み込まれる。

　同時にヘネシーも、ジノという男性に抱だかれて、幸福感で満たされていた。

　やがて一曲分を踊り終えると、ジノとヘネシーの顔が、思い切り近づいた。

「ねえジノ、あたし、あなたのことが好きよ」

「オレも辺境姫様に、好意を持っていると思う」

　ジノらしい、妙みような言い回しだった。

「今から起きる数セカ（秒）の間の出来事は、誰にも内ない緒しよよ？」

「え──」

　次の瞬間、ヘネシーがジノの唇くちびるに、キスをした。ジノも、ヘネシーを抱だき締しめて、その唇を受け入れた。それは数セカにも、数ミンにも感じられる、長い長い至福の時間だった。しかし、幸せな時間はあっという間に過ぎる。二人はどちらからともなく身体からだを離はなし、照てれ隠かくしで俯うつむいた。

「ヒトって、好きな異性には、こうするんでしょ？」

「うん、まあ、そうだね」

　ヘネシーはジノに、静かに言った。

「あたし、ジノに認められるように頑がん張ばるよ。ジノの夢はあたしが叶かなえる。そうすれば、ジノは文句なしにヴァンパイアになってくれるんだよね？」

「そうなれば、オレはヒトであることをやめる時が来るだろうね。それこそ、辺境姫様がグラファリア大陸に覇はを唱えるところまで行けば、オレの方から頼たのむかもしれない」

「約束だよ、ジノ」

「ああ」

「その日まで、あたし以外のヒトとキスしちゃダメだよ？」

「わ、わかってるよ！」

「ふふ……あははは……」

　ヘネシーの笑い声と共に、二人の影かげが再び一つになる。

　そんな一晩を天空の二つの月が、羨ましそうに覗のぞいていた。




　それからジノとヘネシーが司書室に戻もどると、こんこん、と扉とびらをノックするものがあった。二人の間に割って入って来たのは、ルシールだった。

「あっ、ヘネシー様！　これは、とんだお邪じや魔まを──」

「本当よ。いいところだったのに」

「ええっ、えええっ!?」

「冗談だよ」

　ヘネシーの冗談にたじろぎ、あわあわするルシールだったが、ジノの言葉で肩かたから力が抜ぬけた。

「これから作るという街の話でしょ？　改めて、上申書の内容を話して貰もらえる？」

「はいっ！」

　その時、またもノックの音が聞こえた。次に入ってきたのは、驚おどろきの人物たちだった。

　ライバーとターシャ、そしてヴィオラである。

「がああ！　やはりあのバトリアの一戦が悔くやしくて、棺かん桶おけの中でも眠れん！　一局だけじゃ、ワシはおまえに再戦を挑いどむぞ、ジノ！」

「え、ライバー、バトリアでジノに負けたの!?」

　ヘネシーが、目を丸くした。ライバーには、少々酒の勢いもあった。その場にヘネシーがいることを、失念していた。

「まぐれに決まってます。故ゆえに、あたしも立会人として、参りました」

　ターシャがヘネシーに片かた膝ひざを突ついて言った。

「で、ヴィオラは？」

「ヘネシー様が座学で全く私のお話を聞いて下さらないので、追試をしようと探したところ、ここにいると聞いて、参じた次第ですわ」

「たはは、ばれたか」

「ばれたか、ではございませんよ！」

　憤いきどおるヴィオラ。

　それにしても、奇き妙みような光景だった。

　この司書室はそれほど広い空間ではない。

　その中に領主ヘネシー、内政局長ルシール、軍事局長ライバーと兵長ターシャ、外交局長ヴィオラという、フェザーミルの要人が一堂に会しているのである。

　扉の横に佇たたずんでいたトレーフルは思う。

　こんなのは初めてだ、と。

「ジノ、バトリアの準備せい！　その代わりワシは一番上等な麦酒を持ってきたぞ！」

「らっ、ライバー将軍！　ジノさんに用事があったのは、私が先です！　バトリアはその後にして下さいよう」

　涙なみだ目めになりながらライバーに懇こん願がんするルシール。

「やかましい小こ娘むすめが！　このワシに出直せというのか！」

「にゃひいいい！」

　子こ猫ねこのように怯おびえるルシール。

「まあ、そう脅おどさないでよ。ルシールの話を聞きながら勝負すればいいじゃないか」

「な、何じゃと!?　か、片手間でワシと戦おうというのか!?」

「うん」

「な、な、何たる屈くつ辱じよく！」

　ライバーは、怒いかりで顔を真っ赤にした。

「将軍の手は既に読み切っている。リュトロスの基本八陣じんでオレに挑むのは、止やめた方がいいよ。どれを選んでも、オレはその破り方を熟知しているからね」

「うっ！」

　ライバーは、まさにその基本八陣のうちの一つで、ジノを負かそうとしていたのだ。対局の前に先手を打たれ、面食らった。

「というわけで、対局しながらルシールの話を聞いても問題ない。いいでしょ、将軍？」

「うぬぬ、忌いま々いましいが、こちらから挑んでいる分、負い目もある。それで手を打とう！」

「こっちの話はまとまったね。ヴィオラと辺境姫様は……」

　ジノがヴィオラに目を向けると、その手に持ってきていた書物をジノの机に広げ、既に何やら講義を行っていた。

「まあ……あれなら、心配いらないか」

　ジノはテーブルの上の隅すみにバトリアの盤ばんを広げ、小箱に入った駒こまをライバーに手て渡わたした。その横に椅い子すを一脚きやく置き、ルシールをそこに座らせた。

「じゃあルシール、書類を見せて」

「は、はい」

　ルシールが書類入れから、政策が詳しよう細さいに書かれた資料をジノに渡わたす。その間にジノは、両手でバトリアの盤ばん上じように駒を並べていった。

「お、おいおい、これは……」

　ライバーが、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　ライバーはその性格上、奇き襲しゆうを好まないので、持てる兵力を全すべて盤上に置く。定石通り、横一列に歩兵駒を並べ、その前に重装兵駒と弓兵駒を、最前列には最も機動力がある騎き兵へい駒を置いていった。

　ところがジノは、中央に本ほん陣じんとして女王駒を中心として半円形に重装兵駒と弓兵駒を並べ、左さ翼よくに歩兵駒と騎兵駒をかなり多めに置き、右翼にはたった四つの騎兵駒しか置かないという、大だい胆たんな布ふ陣じんに出た。しかも手て駒ごまのうち、殆ほとんどを盤上に置いたライバーに対して、ジノはかなりの駒を手て許もとに控ひかえさせていた。

　バトリアの戦いは、実際の戦いくさでも通用するほどリアルにできている。単なる侍従贄フイーズであり、何よりヒトであるジノの戦術は、基本的に相手の弱みを作り出すことにあると、ライバーは肌はだで感じていた。

　先の対局でも、つい頭に血が上り、気付けばあっという間に連敗していた。今回のジノは、ルシールの相手をしながらという、かなり横おう柄へいな態度で勝利を引き寄せようという、挑ちよう戦せん的な狙ねらいがあるのだろう。

「その手は食わん！」

　ライバーは横で憤るターシャをちらりと見て、そう思った。いかなる奇き策さくを用いられようとも、絶対に崩くずされない心構えで臨まなければ、勝てる相手ではない。

　そうでもしなければ、あの連敗は、偶ぐう然ぜんで済まされる話ではない。ライバーはこの一局、いや、この戦いは大将軍の名にかけて、負けるわけにはいかなかった。

「ルシール、街を作るのはここじゃないってば。もっと東の、森に寄せた方がいい」

「で、でも、あまり森に近いと、森から魔ま物ものがやって来るかもしれません」

「構わないじゃないか。寧むしろ、その方が好都合だよ」

「仰おつしやっている意味が、理解できないのですが」

　ジノはルシールの方を向きながら、盤上の駒を動かす。ライバーもそれに呼応して、駒を前に押し出した。

（敵右翼の少数が釣つりだとすれば、主しゆ攻こうは敵左翼の軍勢じゃ。ここに兵を固めて抑おさえ、中央突とつ破ぱを図るぞ！）

　ライバーが、煙草たばこに火を点つける。いよいよ、その瞳ひとみに力が漲みなぎってきた。

　一方、ジノの机で座学をさせられているヘネシーは、グラファリアの歴史でヴィオラから指し摘てきを受けていた。貴族ともなると、ただ流行に鋭するどいだけでは駄だ目めだ。その歴史を学び、地力をつけなくてはならない。自由人であるヘネシーにとって最も苦手な分野だった。

「そうではありませんわ、ヘネシー様！　ヒトの支配が終わり、年号が変わったのはＡＤ二六〇七です。この年をもって人間はヒトとなり、今のグラファリア大陸統一暦れき、ＭＧという年号に変わったのです！」

「うーん、そう言われてもねえ……」

「ならば、せめてＭＧ〇三四二に起きたリザードマン軍対合従軍の話だけでも、頭に入れて置いて下さいっ！」

「はいー」

　気のない返事である。

　そんなヘネシーと背中合わせで座っていたジノが、ルシールに助言を続けていた。

「先の辺境姫様の命令で、フェザーミル兵三十が減らされた。彼らを正式にこの街の自警団として組織し、東の森からの魔物の襲しゆう撃げきや、街で起きるトラブルの解決に尽じん力りよくしてもらおう。いいよね、ライバー将軍」

　とん、と、右翼の騎兵駒を前線に進めながら、ジノが言った。

「むむ……それは構わんが……」

　唸うなったのはジノの言葉にではなく、その打ち手にだった。

　バトリアの盤ばん面めんは、早くも佳か境きようを迎むかえていた。ライバーが主攻だと睨にらんでいたジノの左翼は、ライバーの駒を集め、その左翼を手て薄うすにするための罠わなだった。ライバーがジノの左翼を攻せめに攻めたが、その度たびに予備駒が置かれ、徒いたずらに駒を失っていく。その隙すきを突き、ジノの右翼の騎兵駒が、一気にライバーの本陣を突いた。

　実のところ、ジノの主攻は右翼の騎兵駒だったのである。それが、王駒を取らんと、怒ど濤とうの如ごとく迫せまっていたのだ。

「そういうことなら助かります！」

　ルシールが、ジノの言葉に感動していた。

「三十とはいえ、元はライバー将軍に鍛きたえられた精せい鋭えい。森の魔物なんかに遅おくれは取らないよ。それに魔ま獣じゆうの類たぐいなら、肉や皮、骨を加工して使える。その上、この街がヴァンパイアの自警団が守護していると分かれば、旅人たちも気き兼がねなく訪れることができる。いい宣伝になると思わない？」

　ジノの瞳は、バトリアの盤面から全く離はなれていない。にも拘かかわらず、ルシールに助言する余よ裕ゆうすら見せていた。

「くそ、こうなれば！」

　ライバーが膠こう着ちやくした右翼の均きん衡こうを破るべく、本陣を右翼の後ろへ動かし始めた。

「将軍、それは一番やってはいけない手だったね」

　ここでジノも本陣を動かし、前に出た。

　右翼の前線に出てきてしまったライバーの本陣を、ジノは本陣の駒で横撃する。そして主攻の騎兵駒が、ついにライバーの輜し重ちよう駒を捉とらえた。

「うおおおおおっ！」

　無論、ライバーとて、輜重駒が狙われるのは警けい戒かいしていた。だが、ジノはライバーがジノの左翼に目を奪うばわれている隙に、右翼の騎兵駒は輜重駒を無視し、迂う回かいして一気にライバーの本陣に背後から襲おそいかかった。

　そして空いたジノの右翼に新たな騎兵駒を揃そろえ、これらを使って一直線にライバーの輜重駒を叩たたいたのである。輜重駒を失った場合、残された手順は五手のみ。それまでに敵の本陣を落とさなければ、敗北となる。ジノは左翼に戦力を偏へん重ちようさせ、ライバーの本陣を狙う動きを見せつつ、もう一つの手として輜重駒急きゆう襲しゆうを目もく論ろんでいたのだ。

　そしてライバーが短気であるところに目を付け、左翼に釘くぎ付づけにした後、騎兵駒で輜重駒を落とした。こうなってくると俄が然ぜん、ライバーは不利になった。総力を挙げてジノの左翼を攻めてしまったのが、裏目に出た。
















　更さらに、輜重駒の護衛を、本陣の背後を突いた騎兵駒を叩くために、前線に送ってしまったことが決定打となった。もう一息押せば崩れるぞ、と見せかけていたジノの用兵が、巧たくみだった。この対局を見ていたターシャも、ジノの腕うで前まえを認めざるを得なかった。

「……というわけで、新たな街はルシールの街と名付けてね。ここフェザーミル城、リッテラの港と、北のストーリアへの道の整備も、抜ぬかりなくやるように」

　バトリアでライバー相手に圧巻の戦いを繰くり広げたにも拘わらず、ジノの口からはルシールとの会話を途と切ぎれさせることはなかった。ライバーがジノのその態度に腹を立ててしまったことが敗因だと気付いた時には、既に遅おそかった。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　リッテラの港ですらお恥はずかしいというのに、これから物流の拠きよ点てんとなる街まで、私の名前を使うのですか!?」

「当然さ。この町を造るのは、ルシールだもん」

「あの、ジノ様のお名前を使うわけには？」

「却きやつ下か。ヒトの名前が由来の街じゃ、発展を阻そ害がいする可能性が高い」

「うう……そんなぁ……」

　がっくりと、項うな垂だれるルシール。

　そしてもう一人、ライバーも肩かたを落としていた。

「ジノ、やはりおまえは軍略の天才じゃ。悔くやしいが、認めよう」

　ジノが張はり巡めぐらせた堅けん牢ろうな陣を、たった五手で覆くつがえすのは不可能である。しかも輜重駒を取った騎兵駒は、そのままライバー陣の背後を突ついていたため、これにて投とう了りようは確定した。ジノの圧勝だった。

「やれやれ、ここまで完かん膚ぷなきまで叩き潰つぶされるとは。おぬし、やはりヒトにしておくには惜おしいのう」

　ライバーは煙草を灰皿の中でもみ消し、そう呟つぶやいた。

「そうよね!?　そうでしょ!?　ライバーもそう思うわよね!?」

　ヘネシーが便乗する。

「あたしはね、ずっと前からジノの才能に目を付けてて、ヴァンパイアになるよう誘さそってるのよ！」

「そういえば、以前も仰っておりましたね」

　ルシールがヘネシーの言葉に呼応する。

「ワシは賛成じゃな。今の時点でも、ワシをも上回る軍略の持ち主じゃ。もしジノがヴァンパイアになれば、大公陛下から二つ名を賜たまわること間ま違ちがいなしじゃろうな」

　敗戦直後のライバーは、煙草を薫くゆらせながら、力なくそう言った。

「あたしは大反対だ！　家か畜ちく、奴ど隷れい同然のヒトを同どう胞ほうにするだなんて、認めねえ！」

　ターシャが怒ど声せいを放つと、ルシールが「ひっ！」と、小さく悲鳴を上げた。

　しかし、そんなルシールの悲鳴をかき消すほどの怒気を発したヴァンパイアがいた。

　驚おどろくことに、それはヴィオラだった。

「ターシャ兵長は、ヘネシー様のお母上をご存じないのですか!?」

「!!」

　珍めずらしく、本当に珍しく、ヴィオラが怒いかりを露あらわにしていた。

「カーネリア・ストーリア第二公こう妃ひ殿でん下かは、ヒトからヴァンパイアになられた方ながら、気品と慈じ愛あいに溢あふれ、ヴァンパイアの矜きよう恃じを持つお方でした。

　私も、多くのことをカーネリア様から教わりました。ジノさんはともかく、同胞となってもそれを認めないというあなたの言葉は、カーネリア様への侮ぶ辱じよくに繫つながります。聞き捨てなりませんわ！」

「ヴィオラ殿どのの言う通りだ。今の言葉、おまえが娘むすめでなければ、この拳こぶしでおまえを壁かべを突き破やぶるほど殴なぐりつけておったぞ。即そつ刻こく、取り消せ！」

　ヴィオラの言葉にライバーが乗る。こんなことも、初めてだった。

「うっ……す、すいません。いえ、申し訳ありません、ヴィオラ局長、ライバー局長」

「謝る相手が違ちがいますわ」

　ヴィオラは、座学で頭が沸ふつ騰とうしているヘネシーに目を向ける。ターシャは、そのヘネシーの背中に片かた膝ひざを突き、頭を垂れた。

「誠に申し訳ありません、ヘネシー様」

「んあー？　何？　何か言ったの？」

　机から振ふり返ったヘネシーの目に入ったのは、ターシャではなくヴィオラだった。

「ねえヴィオラぁ、明日あしたからしっかりやるから、座学はここまでにしていい？」

　もう目が回りそうなヘネシーを見て、ふう、と、嘆たん息そくした。

「そうですわね。ヘネシー様がここまで真しん剣けんに座学に励はげめるのだと確認もできましたし、本日はここまでにしましょう」

「わーい、やったー！」

　諸もろ手てを挙げて喜ぶヘネシー。

「ねえねえ、ジノとライバーの対局も終わったんでしょ？　じゃあ折角だし、みんなで懇こん談だんしようよ。トレーフル、何か摘つまめるものを持ってきて！」

「はい、喜んで」

　トレーフルは微笑ほほえんで、部屋を出ていった。あの狭せまい司書室を客観的に眺ながめていたトレーフルは、要人が一堂に会しているこの現状に、喜びを隠かくせなかった。

　その中心には、ジノがいる。やはりこのヒトには何か、ヴァンパイアやヒトを惹ひき付けるものがある。このフェザーミルを大変革したのが、たった一人のヒトであるという奇き妙みような現実に、思わず口くち許もとが緩ゆるんでしまうトレーフルだった。










　　　第三楽章　公都




　翌日。

　例によって、ヘネシーだけが司書室に訪れていた。最近、毎日のようにヘネシーは司書室にやってくる。時間帯はずれているが、ルシールもちょこちょこ顔を出す。珍しいことに、ライバーやヴィオラまで、ジノにあれこれと話をしに来るようになった。

　内政、軍事、外交。その全すべてにおいて的確に回答を出すジノの存在は、ヘネシーの侍従贄フイーズでありながら、その存在感を日に日に高めていった。

「ねえジノ、一ヤーズ前に言ったこと、覚えてる？」

「ああ、確か侍従贄フイーズは、主人と寝起きを共にするって言ってたね」

「うん。でもさ、あたしの部屋にジノを住まわせたら、ルシールやライバー、ヴィオラたちは、きっと困ると思うんだよね」

「ふむ……そうかもしれない」

「だって、ここが司書室だから、みんな気軽にジノに会いに来るけれど、あたしの部屋となると、そうはいかないわ」

「それは、そうだね。オレに用事があったとしても、形としては辺境姫様の許可が必要になってくる」

「だからさ、ジノはこのまま司書室を自分の部屋として使っていいことにするわ」

「本当に!?」

　それはジノにとっても、喜ばしいことだった。ヘネシーの部屋に行くのが嫌いやなわけではないが、今のままの方が、皆みなが気楽なのだ。

　ヘネシーとて、たまには一人になりたい時はあるだろう。これが何の知ち恵えもつけていない、ただのヒトの侍従贄フイーズならば、その存在を気にすることはないのだが、ジノはこの一ヤーズで、例外的存在になってしまった。

　今やジノは、ヘネシーと同等とまではいかないが、実務の面で重要な存在なのだ。

「あたしも、ジノに会いに来るのが楽しくなっちゃったし。今やジノは、フェザーミルの宝物だからさ」

「有り難がたいことを言ってくれるね。お世辞でも嬉うれしいよ」

「あら、あたしはお世辞なんか言わないわ。ただ、臨機応変に物事を考えているだけよ。ジノがここにいれば、ルシールらもジノに会いやすいしね」

「本当に、キミは理解ある領主様だよ。尊敬に値するね」

「おおっと、急に持ち上げたわね。珍しい」

「オレは天才だけど、口先だけのヒトだからね。意見を取り入れるか入れないか、それを決めるのは辺境姫様さ」

「ジノの言葉は無視できないよ。だって、結果が証明してるから」

「何事もそうだけど、結果が出ないことはやらないに限る。実を付けない果樹を必死に育てているようなものさ」

「あはは、分かりやすいなあ」

　ジノの説明は、するりと耳に入ってくる。最近、ジノの知力が飛ひ躍やく的に伸のびていると、ヘネシーは実感していた。領内への改革案だけではない。

　話をしていて、心ここ地ちいいのだ。

　それは知識によるものだけでなく、ジノの語り口が、上からでも下からでもなく、横から発せられるからだ。

　ヘネシーは領主なので、上からものを言うヴァンパイアはいない。故ゆえに、出会った時と変わらないジノの物言いは、他ほかのヴァンパイアにとっては生意気に映るかもしれないが、ヘネシーにとっては友人のようで、貴重な存在だった。

「でも……侍従贄フイーズとしての、役割を……忘れないでね」

　ヘネシーが息を乱し、顔を赤くして、ジノにすり寄った。

「ひょっとして、少し渇かわいちゃった？」

「次の食事まで、あと二ハル（時間）も、あるし……」

「仕方ないなあ」

　ジノはヘネシーに片膝を突き、襟えり元もとをぐいと引っ張って、首の血管を露わにした。

「ああ……」

「ゆっくり、お願いね」

「う、うん」

　ヘネシーが、その木の実のような唇くちびるをジノの首筋に這はわせる。ジノがびくん、と身体からだを震ふるわせた、その時。

　首筋に、ヘネシーの牙きばが優しくめり込んでいった。

「うぐっ……あうっ……」

　痛みは全くない。

　あるのは寧むしろその逆で、首筋から瞬しゆん時じに全身へと、快楽が突つき抜ぬけていく。

「ああ……はあ、はあ……」

　ジノの吐と息いきが、ヘネシーの渇かつ望ぼうを刺し激げきする。

　こくり、こくり、と、喉のどを鳴らしてジノの血を吸っていく。

　全身が火ほ照てって、もっと吸われたいという欲よつ求きゆうが顔を覗のぞかせたその時、ジノはヘネシーの両りよう肩かたに手を置き、優しくヘネシーと自分の身体を離はなした。

「もう、ダメ。これ以上は、オレが、耐たえられなくなっちゃうから」

「あ、うん……分かったわ。ごちそうさま」

　侍従贄フイーズにとって最も難しいのは、主たるヴァンパイアにどこまで血を提供するか、である。

　いくら侍従贄フイーズの大事な役割とはいえ、あまり多くの血を与あたえてしまうと、意識を失ってしまう。そこまで行っても構わないとさえ思えるほど、ヴァンパイアに血を吸われるという行こう為いは、気持ちいいのだ。

「おかげさまで、潤うるおったわ。ありがと。やっぱりジノの血が、一番美お味いしいわ」

　そう言うヘネシーの表情は、頰ほおを赤らめているものの、肌はだ艶つやが先ほどとはまるで違うほどハリがあり、生命に溢れていた。

　ヒトの血を飲んだヴァンパイアは、膂りよ力りよくも最大になり、同時に美しさも増す。今のヘネシーはジノの生き血を飲んで、若返ったようにすら見えた。ジノは首筋に手を当てて止血しながら、ヘネシーに訊きいた。

「ねえ、ヴァンパイアって、ヒトの血じゃないといけないの？」

「そんなことはないわ。はっきり言ってしまえば哺ほ乳にゆう類るいなら、硬こう直ちよく状態に陥おちいることなく、生きながらえることくらいは可能よ」

「硬直状態……確か、ヴァンパイアが失血症しようを超こえた時に起きる、最終段階だっけ？」

「そうよ。よく知ってたわね」

「この大陸で立国している妖よう魔ま七種族の特とく徴ちようは、全て頭の中に入ってるよ」

「さすがね。ところであなたの噂うわさ、早くも上流サロンで流れてるわよ」

「え？」

　ジノの表情が、僅わずかに変わった。

「もう少し詳くわしく聞かせてくれない？」

「ヴィオラが〝ヘネシー様が侍従贄フイーズにまで学ばせて、困るわ～〟とか言いふらしてるからね。その噂が中、下流サロンにも広まっているらしいわよ。ジノはこれから、あんまり城下町に一人で行かない方がいいかもね」

「ふむ……」

　ジノは顎あごに手を当て、考え込む。

　それはジノが何かを思案する時の癖くせであることを、ヘネシーは知っていた。上流サロンは各領地の城にしかないが、中、下流サロンは、ストーリア公国内の町には必ずある。これらは専もつぱら、噂の宝庫になっていた。

「あれほど釘くぎを刺さしたのに……仕方のないお方だ。でも今回に限っては、いい方向に転ぶかもしれない」

「えっ!?」

「近いうちに、公都から声が掛かかるよ」

　意外な言葉に、ヘネシーは思わず前のめりになった。

「フェザーミルのサロンで噂になってるなら、東のシルバーキープや、南のリンカーフォルにも伝わってる。当然、北のストーリア公都にもね。となると、ストーリア大公の耳に入るのも、時間の問題さ」

「でも、あたしがフェザーミルに来てから、今まで一回も呼ばれたことなんかないわよ？」

「だったら尚なお更さらだよ。いい口実になる。近日中に、公都からの伝信鳥が来るから、それなりに用意しておいた方がいいよ」

「本当かなあ……」

　ヘネシーのきょとん、とした顔に微笑ほほえみで返したジノは、静かに呼吸を整えて、また書に目を落とすのだった。




　それから十ディエ後。

　その報告は、フェザーミルを大きく揺ゆるがした。

　ヘネシーは直ちにルシール、ヴィオラ両局長、そしてライバー将軍とその娘むすめターシャ兵長、ジノとメイド長トレーフルを謁えつ見けんの間に集めた。

「此こ度たびは、どうなされました？」

　ライバーが口火を切る。

「うん、実は……公都から伝信鳥が届いてね。たまには顔を出せって、お父様から」

「大公陛下から!?」

　ジノを除く全すべてのものが、思わず声を上げた。

「ジノの言葉通りになったね」

　ヘネシーは何よりも、そこに驚おどろいていた。

　伝信鳥とは、グラファリア大陸で一いつ般ぱん的に通信手段として使われている魔ま獣じゆうの一種だ。足が四本あり、翼つばさは鷲わしよりも大きい。

　この後ろ足に書簡と、気持ち多めの餌え袋ぶくろを付けてやると、指定した相手に書簡を届けてくれるのである。

「それで公都は、他ほかに何か仰おつしやってきているのですか!?」

　公都と聞いて色めきたったのは、相変わらず貴族感丸出しのヴィオラだった。

「最近、噂になってるあたしの侍従贄フイーズジノを、見物させて欲しいってさ」

「ジノ様を!?」

　ルシールが歓かん声せいに近い声を出すと、ターシャが力を込めてルシールを睨にらみ付けた。

　因ちなみにターシャは将軍ではなく、その下の兵長である。フェザーミルでは戦いくさらしい戦がないので、昇しよう格かくする機会に恵めぐまれていないだけで、その実力は既すでに将軍格であるという評価だった。

「それでヘネシー様は、どうなさるおつもりで？」

　そのターシャが、父譲ゆずりの鋭するどい瞳ひとみを、ヘネシーに向ける。

「もちろん、たまには親の顔も見た方がいいだろうからね。公都に行くわ」

　ヘネシーの言葉に、ルシールが尋たずねた。

「ヘネシー様に随ずい行こうするものは、どなたが？」

「誰だれにするかは、もう決めてるわ。公都に行くのはあたしとジノ、それと兵長ターシャだけよ。それと護衛の兵は五十もあればいいかしら？」

「何と！　ワシではないのですか!?」

　ヘネシーの言葉に目を丸くしたのは、ライバーだった。

「わ、私も外されるのですか!?」

　ヴィオラも、全くの予想外といった表情だった。

「あなたたちは何度も公都に行ったことがあるでしょう？　だから、留守はライバー将軍に任せるわ。ヴィオラ、ルシールと共にフェザーミルの留守をしっかりと守り、公都に慣れ親しんでいない、若いものたちに道を譲りなさい！」

「おお……そう仰られては、返す言葉が見当たりませんなあ」

　ライバーはにっこりと微笑み、ターシャに目を移す。

「ターシャよ。今回の話、おまえにとってもいい機会じゃ。ここはヘネシー様のお言葉に従い、留守居を任せて貰もらおう。じっくりとこの国の首都を見聞して参れ」

「ははっ！」

　ターシャも目を細めて、父に応こたえた。この親子は、本当に深い絆きずなで結ばれている。それを感じさせるに充分な一幕だった。

　だがヴィオラだけは、羽の付いた扇おうぎを広げ、口くち許もとを覆おおい、そっぽを向いてしまった。不ふ機き嫌げんになったのは、誰の目にも明らかだった。

「しかし、ジノを見たいというのは、一体、どういう了りよう見けんかしら？」

　ヘネシーが、公都からの手紙に目を落としながら呟つぶやいた。

「意見していいかな？」

　ジノが、普ふ段だんと変わらぬ様子で述べる。

「どうせ喋しやべるくせに。何？」

「オレは今回の件、口実に過ぎないと思う。実のところは最近、急速に力を付けてきているフェザーミルの領主、辺境姫様の心中を見たいんだよ」

「それは、どういう意味？」

「有あり体ていに言えば、辺境姫様が兄ワーテイスの敵になるか否いなか。それを見極めるためさ」

「ふむ……兄と、あたしが？」

「その上で進言する。兵五十は多すぎる。二十にした方が賢けん明めいだ」

「兵が多すぎる？　兵の数と、父上との謁見と、どう関係するの？」

　ヘネシーが首を傾かしげた。

「大公がワーテイスに、いや、正確にはワーテイスの御み子こ、アルベリック伯はく爵しやくに跡あとを譲りたいというのは周知の事実だよね。だからこそ、大公は辺境姫様に、妙みような野心が芽生えていないか、その目で確かめたいんだ。何せ今やフェザーミルは、どの領地よりも成長しているんだから」

「それは……有り得うる話ね」

「とはいえ、まだまだ他領地や公都とは比べものにならない。故に、ここは辺境姫様にそんな野心はないと公都に示さなくちゃならないんだ。だから今回は、できる限り質素にした方がいい。

　兵二十は最大数だ。本来ならその半分にしたいくらいだけど、道中、何があるか分からないからね」

「それも、そうね。じゃあ、手土産みやげはどうしよう。お父様には金細工を差し上げようかと思っていたけど」

「手土産など以もつての外。手ぶらで行くのが上策さ。元気な自分の顔と姿が、手土産ってことにした方が無難だね。

　衣類も高価なものは駄だ目め。辺境姫様には貧しさ故に、オレのような侍従贄フイーズを調教せざるを得ないのだ、ということにするのが最善だ」

「そうかあ、急に私を呼んだお父様の真意は、そこか……」

「オレも、公都ではわざと無能を装う。ヒトとしてはまあ賢かしこいけど、ヴァンパイアとしては凡ぼん庸よう以下であり、敵視するほどでもない、という程度にね」

「むうう、思ったよりも、この公都行きは気を遣つかいそうねえ。ねえジノ、あたしは、どうすればよいの？」

「辺境姫様は、大公に思いっきり甘えてほしい。援えん助じよが欲しいと言うのもアリだな。とにかく、西は自由で過ごしやすいけれど、父上や兄上に会えないのは寂さびしいです、とか言ってさ」

「やだ」

　ヘネシーが苦虫をかみつぶしたような顔をして、即そく答とうした。

「いいかい辺境姫様、これは形は違ちがえど、戦に近い。戦に臨のぞむには策が必要だ。ヘネシー女侯こう爵しやくに野心はなく、貧しいフェザーミルの領主を務めるのがやっとだ、と思われるよう演じるんだ。そうすれば大公の疑念も晴れ、西は安あん泰たい。逆に少しでも疑われれば、フェザーミルは他のものになる。オレの予想じゃ、アルベリック伯爵が一番の有力候補だね。そして辺境姫様は公都に呼び戻もどされ、幽ゆう閉へいに近い生活を強しいられるだろうなあ」

「えー、うー、それはやだ。でも、あたしにそんな器用な真ま似ね、できるかな？」

「そこをやらなきゃ駄目なんだよ。でも心配は無用。オレがついてる。問題ないよ」

　まるで子供のように、唇くちびるを尖とがらせるヘネシー。

「よし、それじゃ、ジノの案で決まり！　では各おの々おの、支し度たくにかかって。明日にはここを出立するわ！」

「ははっ！」

　一同がヘネシーに拝手し、公都行きの準備に走った。




　こうして翌日、日暮れ直後。

　支度を整えたヘネシーとジノは、同じ馬車に乗り、ターシャを先頭に、二十の兵を率いて公都へ向かった。

　ヘネシーの居城であるフェザーミル城から公都ストーリアまでは、街道を二ディエ、やや東寄りに進んだところにある。昼は遮しや光こう天幕を広げ、その中に棺かん桶おけを運び込んで眠ねむる。だが、ヘネシーとターシャだけは、馬車の後方に置かれた棺桶で眠ることになった。

　この馬車も日光を完全に遮断する構造になっており、更さらに後方に棺桶を置くスペースが設けられているので、やや縦長である。

　昼間に有事が起きた際、ヘネシーと将官クラスのものだけでも逃にげられるようになっているのだ。

　御ぎよ者しやはジノでも務められる。そのためジノは昼間、全く寝ねないつもりでいた。行軍することはできないが、見張りとして立つことはできる。

　こういう時こそ、ジノがヒトであることが最大限に発揮される時なのだ。

　更に今回は、ヴァンパイアが昼間に活動するために開発された完全遮断服を、五着ほど持って来ている。午前中くらいであれば、ターシャも護衛に加える予定だった。

　そして肝かん心じんの食料であるが、二、三ディエであれば、ヴァンパイアたちは食事を必要としない。

　公都に着いてから、ヒトの血を飲めれば問題ないからだ。だがジノだけはヒトなのでそうもいかず、七日分の保存食を馬車に持ち込んでいた。

　つまり、ヘネシーが乗る馬車が一台、兵士たちとターシャの棺桶と、天幕を積んだ馬車が一台の、合計二台が、この行軍に用いられた馬車の数だった。

「ジノ、公都に行くのは初めてでしょ？」

　ヘネシーが揺ゆれる馬車の中で、微かすかに笑みを浮うかべているジノに訊きいた。

「うん。だから、楽しみにしてる」

「何を？」

「決まってるじゃないか、書店だよ。フェザーミルでは手に入らない本を、沢たく山さん仕入れるつもりだ。そのための資金も、ルシールから預かってきた」

　ジノはその黒い瞳をきらきらと輝かがやかせて語る。余程、本に飢うえているらしい。

「はー、あなたって、本当に勉強好きね」

「生きるっていうのは、学ぶのと同義だ。それはヴァンパイアも同じでしょ？」

「そーだけどさー、もっとさあ、ロマンチックなことは言えないの？　上流サロンでパーティーに出るとか、お洒落しやれなカフェテラスで優ゆう雅がな時間を過ごすとか」

「誰と？」

「あたしに決まってんじゃんかっ！」

　ヘネシーはぷんすか怒おこり、ジノは嘆たん息そくした。

「あのねえ辺境姫様。キミとオレじゃあ立場が違う。それに、公都で市井しせいに行けるの？」

「少しくらい、時間を取れるんじゃない？」

「ターシャが絶対に許さないだろうけどね」

「むう……」

　ターシャは、いい意味でも悪い意味でも、父親似だ。言いたいことはずけずけ言うし、気に入らないことは顔に出る。

　しかしその能力は確かで、将軍になったら、すぐ二つ名を得られるほど活かつ躍やくするだろう、と、ジノは思っていた。

「ところで、辺境姫様に言っておくことがあるよ」

「何？　愛の告白？」

「全然違う。辺境姫様が公都で、大公やワーテイス公から、必ず訊かれることがある。その対処法だ」

「そんな全力否定しなくても……」

「真ま面じ目めにオレの話を聞いてる？」

「聞いてるよー。で、あたしが何を訊かれるって？」

　おちょくられてる。ジノはそう思ったが、気にせず話を続けた。

「それは〝公都に戻りたいか？〟だ。単刀直入に来るか、それとも遠回しに来るかは分からないが、これは間ま違ちがいなく、絶対に訊かれることだからね」

「その時、あたしは何て答えればいいの？」

「公都に戻りたい気持ちはない、と、きっぱり否定するんだ。いいかい、これは大事な選せん択たくだ。相手の言葉をしっかり耳に入れ、的確に返すんだよ」

「もし失敗したら？」

「先にも言った通りになる。フェザーミルの領主がアルベリック伯爵になる」

「うう、気をつける」

「特に、くれぐれも大公とのやり取りには気をつけるんだよ。決してワーテイスよりも優すぐれているところを見せたい、などと思わないように。寧むしろその逆で、公都には兄がいるから安心だ、とでも言うんだ」

「うーわー、そんな心にもないこと言えるかな……」

「フェザーミルを守りたいなら、肝きもに銘めいじるように！」

「はーい」

　ヘネシーは、何な故ぜかジノにだけは素直で、態度も軟なん化かする。

　呼こ称しようが「私」から「あたし」に変化するほどに。

　本来なら、侍従贄フイーズなどにこんな物言いは許されないのだが、ジノの言葉に従っておけば間違いはないということを、ヘネシーはこれまでの経験で知っていた。

　そして、ジノはただの侍従贄フイーズではないと、いうことに。

「何だか、お気楽に公都に戻る気分じゃなくなってきたわ」

「前にも言ったけど、これは戦いくさなんだ。その心構えでいれば問題ない」

「ジノはどうするの？　きっとあたし以上に、あれこれ訊かれるんじゃない？」

「まあ、そうだろうな。なあに、ちゃんと愚ぐ者しやを演じてみせるさ」

　ジノはそう言って口くち許もとを緩ゆるめ、窓の外に目を向けた。




　それから二ディエ後。

　ヘネシーら一行は、無事に公都ストーリアに入った。

　元々、ストーリア国内は、どの国よりも治安がいい。何せヴァンパイアは昼こそ無防備だが、夜ともなれば大陸最強と呼ばれる力を存分に発揮し、市民階級のヴァンパイアですら、他の妖よう魔まの屈くつ強きような兵士よりも強い。故に公都までの道は、順調そのものだった。

　闇やみ夜よに浮かぶ公都ストーリアに代わる宝石など、この世には存在しない。

　グラファリア大陸で有名なダークエルフの詩人が、そう歌ったほど、瀟しよう洒しやで、麗れい美びな都である。五重の城じよう壁へきに囲まれ、幾いくつもの篝かがり火びによって、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　ただ、そこに在るだけで、心を打つものがある。

　それが圧あつ倒とう的な美と力と技、そして永き伝統を持つヴァンパイアの象しよう徴ちようたる都、ストーリアなのだ。

　時刻は午後十一ハル、二十ミン。そろそろ、公都が最も活気づく時間だった。

「お、おお……」

　馬車の中から、公都の町並みを眺ながめていたジノが、感かん嘆たんの声を漏もらした。

　美しい。ただ、その一言しか、頭の中に思い浮かばなかった。

　一つ一つの建物が見事な幾き何か学模様で飾かざられ、道路は趣おもむきのある石いし畳だたみになっている。ガス燈とうが等とう間かん隔かくに配置され、その朧おぼろ気げな明かりが、楚そ々そな町並みを、より垢あか抜ぬけた印象を与あたえるよう演出していた。

　行き交うヴァンパイアたちも、フェザーミル地方とは違って華か美びに着き飾かざり、男性は凜り々りしく、女性は見目麗うるわしい。

　これが、この国の都か。ジノはそう思いながら、見み飽あきることなく、この世のものとは思えない歴史深き町を心底、堪たん能のうしていた。

「楽しそうね」

　ヘネシーが、まるでこの公都を自分が作ったかのように言った。

「楽しいし、何より驚おどろいた。ヴィオラがいつも雅みやびやかな公都が懐なつかしい、なんて言ってたけど、確かにこことフェザーミルを比べたら、月と石ころくらい違ちがうね」

「ストーリア城はもっと凄すごいよ」

「へえ、それは、今から楽しみで仕方ないな」

　ヘネシーはくすっと笑い、まるで子供のように目を見張って窓の外を眺めるジノの姿を眺めていた。

「しかし、こんなに素晴らしい町並みだったとは……どこか雰囲気がフェザーミルにも似ている気がするけど」

「フェザーミルは田舎とはいえ、公都から来たものたちが作った町だからね」

「ここはグラファリア大陸の宝だ。いつか辺境姫様が、ここの領主になれるといいね」

「そんな日は来ないよ」

「いや、来るさ」

「どうしてそう言い切れるの？」

「言葉は悪いが、大公だって生き物だ。もしオレが生きているうちに代だい替がわりがあれば必ず、辺境姫様を女大公にする」

　その言葉に、ヘネシーは思わず吹ふき出して、笑った。

「あまり大きなことを言うものじゃないわ。もしお父様に何かあっても、兄がいるし、甥おいのアルベリックもいるわ」

「ワーテイス・ストーリア侯こう爵しやくでしょ？　噂うわさだけでは判断できないけど、今の大公とは比ひ較かくにならない器の狭せまさだとか」

「それは、本当よ。否定の余地はないわ」

　ヘネシーは、ジノの言葉を受け入れた。

　実の妹が言うのだから、そうなのだろう。

「だったらオレが、ワーテイス侯爵に代わって、辺境姫様を擁よう立りつする」

「まあ、期待しないで聞いておくわ」

「今はそれでいいさ」

　二人の会話は、窓の外に巨きよ大だいな城壁が現れてから、ぷつりと途と絶だえた。まさに圧巻というべき城壁が、ジノの心を奪うばったのである。やがて紅の公国旗を掲かかげたヘネシーの馬車は、荘そう厳ごんな城の前で停車した。

　公都の中心、ストーリア城。

　ヴァンパイアの中心的存在であり、誰だれもが誇ほこる自じ慢まんの城でもある。ヘネシーとジノは馬車を降り、フェザーミル城の三倍はある巨大な城のエントランスに立った。

　ジノはその瞳ひとみを忙せわしく動かし、もしこの城を落とすとしたら、どこをどう攻せめるのかを考えていた。

　これはもう、ジノの癖くせのようなものである。ヘネシーはその様子を察し、ジノは内政も得意だが、軍師にしてみるのも面白いかもしれない、と、心密ひそかに思った。

　やがて侍じ従じゆうの案内でフェザーミルの衛兵はその場で待機とされ、ヘネシー、ジノ、ターシャの三人が、城内に案内された。

　ヘネシーとターシャは真紅のドレスに身を包み、ジノにも正装を与えられ、黒いタキシードを着た。先導するのは大公付きの侍従長と、メイドたちである。ヘネシーらは彼らに囲まれ、城の中に入った。

「お、おおお……」

　ジノとターシャは、その目映まばゆいばかりに絢けん爛らん豪ごう華かなのに、少しも下品さを感じない城内に、言葉を失った。

　ストーリア公国を守るように聳そびえる白麗山脈からは、上質な玉石が多く採さい掘くつされるという。特に金は公国でも重要な資金源であり、城やヴァンパイア本人を着飾らせるためにも、重宝されている。

　西のフェザーミル以外の領地は、全すべてこの白麗山脈に隣りん接せつしており、大量に採掘される様々な宝石や鉱石が、このような富を生んでいた。

　壁かべから天てん井じようのシャンデリアに至るまで贅ぜいを凝こらし、その天井はかなりの高さがある。廊ろう下かの左右に並べられている精せい巧こうな細工が施ほどこされた調度品の数々……初見のジノとターシャは口を開いたまま、圧倒的な存在感を放つこの場所に、心を奪われていた。

　大公との対面は、謁えつ見けんの間で行われる。だが、謁見の間までの廊下で、この圧倒的な美を目に焼き付けられると、否いやが応でもヴァンパイアの威いを感じざるを得ない。

　ジノはそれが目的で、城を金銀細工で飾らせているのだろう、と推察した。他国の使者がこれを目にすれば、会見の前に怖おじ気けづくに違いない。

「こちらにて、大公陛下がお待ちです」

　やがて侍従長が腰こしを折り、大きな扉とびらの前で手を差し出した。

　ストーリア城、謁見の間である。メイドの手によって、両開きの扉が開かれ、ヘネシーを先頭に、一行は謁見の間に入った。

　床ゆかには大公の象徴色である黒いカーペットが玉座まで敷しかれ、壁には歴代大公の肖しよう像ぞう画がが飾られている。この部屋を見み渡わたすだけで、公国の歴史が読み取れるようになっていた。

　そして正面の玉座には片かた肘ひじを突つき、頭には冠かんむりを戴いただき、鋭するどい眼まな差ざしをしたヴァンパイアが座っていた。見るものを魅み了りようする銀の髪かみに、金の瞳。そして身体からだ中から溢あふれる威い厳げんを前にすると、全身が緊きん張ちようで硬こう直ちよくし、まるで呼吸までもが浅くなる思いだった。

　このヴァンパイアこそヘネシーの父であり、ストーリア公国の揺ゆるがぬ主、第七代目大公、ハーシュタット・ストーリアだった。

　更さらに、そこには大公の他に二人のヴァンパイアがいた。一人は玉座がある上段に立ち、大公の横に立っている。

　金の髪に銀の瞳を持ち、上品で瀟洒で、見るものにその深さを感じさせるだけでなく、強きよう烈れつな武の匂においをも併あわせ持っていた。

　もう一人は、大公の玉座がある上段ではなく、その下段で精せい一いつ杯ぱい、胸を張っている。カールを施した銀の長ちよう髪はつが、途と轍てつもなく印象的な細身の男で、神経質そうな顔立ちをしていた。そして衣服に至っては、大公よりも華美に着飾っており、隙すき間まなく金銀細工を纏まとった姿は品性に欠け、見るものを威い圧あつさせるどころか、呆ほうけさせるものがあった。

　ジノは身体を震ふるわせ、きょときょとと、落ち着かない様子で、頻しきりに視線を泳がせつつ、そんな様子を瞬しゆん間かん的に脳裏に焼き付けていた。特に妙みようだと思ったのは、息子であり、第一継けい嗣しであるワーテイスを差し置いて、大公の横に立つヴァンパイアだった。

　その鋭い目つきは、心の奥底をも見み抜ぬいてきそうで、ジノが畏い怖ふを抱いだくほどだった。

　そんな中、ヘネシーは堂々と、ジノとターシャを引き連れて父の前に進むと、片かた膝ひざを突いて拝手した。それに倣ならい、ターシャが続く。ジノは暫しばし呆ぼう然ぜんとした様子で突っ立っていたが、やがて、はっ、として、慌あわてて身を屈かがめ、頭を下げた。

「お久しぶりです、お父様、お兄様。そして……グレン様!?」

　ヘネシーは驚いて、玉座の横に佇たたずむ男の名を呼んだ。まさしく、大公の横に佇むヴァンパイアこそ、シルバーキープ伯はく、グレン・レヴァンダだった。

　ストーリア公国広しといえど大公の横に立てるのは、グレンしかいない。

　何せ、その戦歴が凄すさまじい。七〇〇余ヤーズに亘わたって【黒こく炎えん神の現うつし身】と二つ名された大公に従い、人間との戦いにも参加している。

　グラファリア大陸に黒炎神ありと謳うたわれた大公の右みぎ腕うでとして、大公の陣じん中ちゆうには、必ずグレンの姿があった。その活かつ躍やくは叙じよ事じ詩しに描えがかれているばかりでなく【煉れん獄ごくの】大将軍と、各国から恐おそれられている存在だ。

　大公に次ぐ実力者で、公都四大名家の筆頭でもある。大公の懐ふところ刀がたなとして、絶大な信しん頼らいを置かれており、現在はストーリア公国の東、シルバーキープ地方を治め、オーガの国、ベーゼ王国との国境に面した〝白麗関〟の守備を任されている。

　ヘネシーも若い頃ころ、公都でグレンに遊んでもらった記き憶おくがある。薄うつすらと生えた顎あご鬚ひげを整え、威厳を備えつつも、優しくて瀟洒なグレンに、ヘネシーは好意を抱いたものだった。やがてヘネシーが成人して侯爵位を賜たまわると、父より、フェザーミル地方を与えられた。それ以来、グレンとは顔を合わせていなかった。

　ストーリア大公と、グレン・レヴァンダ伯はく爵しやく。この二人を前に平静を装えたのは、ヘネシーのみである。

　ターシャですら緊張で身体が震え、ジノに至っては完全に萎い縮しゆくしていた。

「ヘネシー様、お久しゅうございます。月日とは早いものですな。何と立派なご淑しゆく女じよになられたものよ」

　グレンが、ヘネシーに声を掛かけた。

「おやめ下さいませ。昔のように、ヘネシーとお呼び下さい。グレン様は私にとって、第二の父のような方なのですから」

「これはこれは、嬉うれしいことを仰おつしやられる」

　グレンが微笑ほほえむ。その笑みを目にしただけで、神こう々ごうしいとすら思えた。

「改めまして。フェザーミル領主、ヘネシー・ストーリアでございます。お父様には長らくご無ぶ沙さ汰たし、汗かん顔がんの至いたりでございます」

　凜りんとした声が、謁見の間に響ひびく。

　それはグレンの存在感にも負けておらず、堂々とした態度や、しなやかな儀ぎ礼れいは、女性らしい艶つやっぽさも宿していた。

「久しいな、ヘネシー。息災そうで何よりだ。噂は色々と耳にしているぞ。フェザーミルはどうだ？」

　大公の声は、凄まじい圧あつ迫ぱく感かんだった。何気ない言葉を発しているだけなのに、やたらと重いのだ。

「公都には到とう底てい及およびませんが、よいところです。民は温かく、海風が心地いいですわ」

「そうか。気に入っているようで、何よりだ」

　一言一言が、ずしりと胃にのし掛かるようだった。

　これが、ハーシュタット・ストーリア大公か。ジノはちらりとその顔を見て、すぐに視線を床に落とした。

「して、その後ろにいるのが、噂に聞くヒトかな？」

　大公が、ヘネシーに訊きく。

「はい。何せフェザーミルは田舎ですので、ヴァンパイアだけでは手が足りず、侍従贄フイーズにまで役目を与あたえるほど苦く慮りよしております。このようなものをこの場に引き連れて来たこと、勘かん気きを頂ちよう戴だいするのを覚かく悟ごでやって参りました」

「何を言う。寧むしろ余は、ヒトの割に中々の手しゆ腕わんを発揮しているという、その侍従贄フイーズの顔を見たかったのだ。名は確か……ジノ、とか申したか？」

「はい」

　ヘネシーが、少しも動どう揺ようすることなく答える。名まで知られているということは、ジノがどんなヒトなのかも、予あらかじめ分かっているはずだ。ジノは警けい戒かい心しんを強めながら、ただひたすら低頭に徹てつした。

「ジノよ。この跳はねっ返りに仕えるには、さぞ心を砕くだいておるのであろうな？」

　大公がジノに声を掛ける。ジノは身体を震わせ、額を床に付けたまま、叫さけんだ。

「そ、そのようなことはござ、ございませぬ！　ヘネシー様には、いつもお優しくして頂いております！」
















　少し、声が裏返る。その様子は、見ていて滑こつ稽けいだった。

「ふふ……はっはっはっ！　噂とは当てにならんものだな。ジノとはヒトでありながら厚こう顔がん無む恥ちにして、ヴァンパイアをも凌しのぐ天才だと聞いていたが」

　ワーテイスもグレンも、そのおどおどとしたジノの態度に、笑いを隠かくせなかった。

「めめめ、滅めつ相そうもございません！　オレ、いや、私など、そんな大したものでは、ございません。大公陛下のお目通りが叶かなっただけで、か、感激で、息が、苦しくなります！」

　ジノは、まるで赦ゆるしを請こうているかのように、ひたすら低頭した。

「そうかそうか。しかし、そこまで怯おびえることはあるまい。どれ、顔を見せよ」

「はっ、ははーっ！」

　ジノはゆっくりと、顔を上げる。瞳には怯えの色が浮うかび、歯は恐きよう怖ふでかちかちと鳴っていた。

「ご尊顔を、拝し、恐きよう縮しゆく至し極ごくでございます！」

「ジノ、そこは〝恐きよう悦えつ至極〟よ」

「きょ、きゃうえつです！」

　大公はその様子を観察し、また高らかに声を上げて笑った。

「くく……はっはっは！　ジノ、ご苦労であった。もうよい、好きにしておれ。ところでもう一人、そなたはあのライバーの娘むすめとか？」

　大公の視線が、ジノからターシャに移った。

「ははっ。ライバー・ツェンペルトが嫡ちやく子しターシャ・ツェンペルトでございます！」

　ジノとは違ちがい、拝手したまま、覇は気きのある声で答えた。

「うむ！　さすがは【疾しつ風ぷうの】大将軍ライバーの娘よ。その豪ごう胆たんさは父譲ゆずりだな」

「有り難きお言葉を頂戴し、恐悦至極でございます！」

　ジノとは違い、ターシャは凜とした態度で、大公に向かって叫んだ。

「ライバーとワシは、ここにいるグレンと共に七〇〇余ヤーズ、共に戦った盟友だ。そのライバーにこれほど立派な娘がいたとは。ツェンペルト家は、安あん泰たいだな」

「とんでもないお言葉でございます。父上からはまだまだ未熟と仰られ、毎晩、枕まくらを涙なみだで濡ぬらす日々でございます」

「はっはっは、確かにライバーは厳しいからな。余ですら、あやつには何度か𠮟しつ責せきされたことがあるんだぞ？」

「何と……言葉もございませぬ。誠に申し訳ありません」

「いやいや、私はライバーのそういうところを買っているからこそ、ヘネシーの麾き下かにつけたのだ。多少、口うるさかろうが、我が慢まんせいよ、ヘネシー」

「耳に痛い言葉を口にする臣下こそ、誠の忠臣である。お父様は常々、そう仰っておりましたわ。その金言に従い、日々を過ごしておりまする」

　心にもないことを。ジノとターシャは、心の奥底でそう思っていた。

「そうだ。よく覚えていたな。おまえの元気な姿を見られて嬉しく思うぞ。今宵こよいは実に気分がいい。この後、パーティーを用意した。心安く、杯さかずきを交わそうではないか」

「ありがとうございます。私も、久しぶりにお父様に甘えたくなりましたわ」

「嬉しいことを言ってくれる。どうやら西で、立派に成長したようだな」

「公都にいた頃、私は自分が恵めぐまれていることに気づきませんでした。しかし、西に下向し、領地を治める難しさを体感し、この国を統すべるお父様の凄すごさを学びました。今ではフェザーミルこそ、私の安住の地であると心得ております」

「これはまた、殊しゆ勝しようなことを。父として誇ほこりに思う。その調子で余に何かあった時、兄ワーテイスを助けてやってくれ」

「悲しいことを仰らないで下さいませ。お父様には末永く、この国をお治め下さい。私は今後も精進し、陰かげながらお父様とお兄様を、お助けしていく所存です」

「うむ、うむ！」

　大公は余程、この言葉が嬉しかったのか、破顔して何度も頷うなずいた。

「父上、私からもヘネシーに言葉を掛けて宜よろしいか？」

　下段に控ひかえていたワーテイスが、妙に甲かん高だかい声で言った。

「無論だ。おまえは兄なのだから、兄らしい言葉を掛けてやれ」

「はっ」

　ワーテイスは腹にまで伸のびた巻き毛を揺らし、ヘネシーに身体を向けた。

「久しいな」

「お久しゅうございます、兄上」

　ヘネシーの声音が一段階、低くなった。

「おまえは田舎とはいえ、一領主だ。まさか何も持たずに公都に来るわけはあるまい。この度たびは、どんな手土産みやげを持って来た？　ん？」

　ジノは思わず、おっ、と、声が出そうになった。

「大変心苦しいとは存じますが、西は仰る通りの田舎ですので、お父様やお兄様のお目に適かなう品などご用意できず……恥はずかしながら、この顔をお見せすることが、最大の土産と思って頂ければ幸こう甚じんでございます」

「はあ？　何だ、何の手土産もないのか。おまえの顔を見たところで、私の懐ふところは少しも温まらんではないか！」

「誠に申し訳ありません」

　ヘネシーのトーンがまた一つ、低くなる。

「大体、フェザーミル鉱山からは、鉱石だけじゃなく、金や宝石が採れると聞いたぞ。それに最近になって、領内の改革が進み、随ずい分ぶんと潤うるおっていると聞いてるぞ？」

「鉱山から採さい掘くつされる鉱物は、毎年貢みつぎ物として公都に送っております。お兄様のお召めし物にも、使われているやもしれません」

「ふん、生意気なことを言いおって」

　ワーテイスは髪かみを振ふり上げ、優美さを示そうとしながら言葉を続けた。

「手土産が見つからないなら、今後は現金でもよい。今後はその見み飽あきた顔などではなく、形で誠意を示せよ」

「はあ……その誠意とは、おいくらで？」

「そうだなあ、五〇〇〇万エルくらいかなあ」

『いい加減にしろワーテイス！』

　突とつ如じよとして、大公が、雷かみなりのような怒いかり声を放った。その声にシャンデリアが震ふるえ、壁かべの絵画が落ちそうになるほど揺ゆれた。

「き、き、貴様は兄でありながら、二言目には金、金、金などと……己の矮わい小しようさを晒さらしているようなものだ！」

　大公の怒いかりに、ヘネシーやグレンですら身体を硬こう直ちよくさせたというのに、ワーテイスは素知らぬ顔で大公に言った。

「お言葉ながら父上、私もここ公都で大勢の召めし使つかいを抱かかえ、物入りなのですよ。いくら愚ぐ妹まいのヘネシーでも、それくらいは察してくれると期待しておりましたが、失望しました」

「この──」

「まあいいでしょう。父上が身罷まかられて、この私が大公になった時まで、ヘネシーには今日のことは、貸しとしておきましょう」

「お、お、おまえという奴やつは……」

「手土産がないなら用はありません。これから大事なパーティーがありますので、失礼！」

　どうやらワーテイスは、𠮟しかられ慣れているようだ。この場に金の匂においがないことを察した彼は、堂々と真ん中を歩き、退たい廷ていしていく。

　その際、ヘネシーとターシャのドレスの裾すそをわざと踏ふみつけ、ジノに対してはわざと足あし蹴げにして、姿を消した。

「……すまん、ヘネシー」

　大公が玉座から立ち上がり、ヘネシーの許もとへ降りてきて、その手を取った。

「いえ、お兄様のご機き嫌げんを損なうようなことをした私が悪いのです。結果的に、お父様にも恥はじをかかせることになってしまいました。重ねて、お詫わび申し上げます」

「ヘネシー……誠に、できた娘よ」

　大公の瞳ひとみが、潤うるむ。

「いっそ、おまえが……いや、何でもない。聞かなかったことにしてくれ」

「はい。私は何も耳にしておりません」

「すまん」

「謝ることなど、何一つございませんわ」

　大公はヘネシーに頭を下げ、ヘネシーはそんな大公の心を、言葉で優しく包み込んだ。

　──それから。

　ヘネシー、ジノ、ターシャの三人が退廷し、通路を歩いていると、一人のヴァンパイアが、三人を待っていた。銀の髪を持ち、金の瞳を持つ、若いヴァンパイアだった。

「お久しぶりです、ヘネシーお姉様」

「あなた……アルベリックなの!?」

　そう、目の前に現れたのは、ワーテイスの嫡ちやく男なん、アルベリック・ストーリアだった。

　本来は甥おいと叔お母ばの関係に当たるのだが、アルベリックはヘネシーを叔母とは呼ばなかった。ヘネシーとて、ヴァンパイアの中ではまだ若い部類に入るが、アルベリックは更さらに若いヴァンパイアだった。

　何せ、その年ねん齢れいは二十歳。十六歳のジノと大差ないのである。

「お祖じ父い様との会談の件は、即そく座ざに耳に入りました。父がとんだ無礼を働き……心より、お詫び申し上げます」

　アルベリックはヘネシーに片かた膝ひざを突つき、頭を深く下げた。

「や、やだわ、やめてよ、こんなところで」

「時や場所など関係ありませぬ。悪いと思ったから、頭を下げたまででございます」

　その凜りんとした態度を見て、ジノは、思わず目を剝むいた。

　彼は、並のヴァンパイアではない。

　その所作から、既すでに王者の風格さえ身に纏まとっている。

　ヘネシーと、アルベリック。

　この二人こそ、大公の血を色いろ濃こく受け継ついでいると、ジノは確信した。

「それなら、気にしてないから。さあ、立ち上がって」

「ははっ！」

　アルベリックは短くそう言うと、立ち上がり、ヘネシーの正面に立った。

　短く整えられた銀の髪。知性と慈じ愛あいに満ちた、金色の瞳。第一継けい嗣しワーテイスの息子であるから、それなりにきらびやかな衣装を着てはいるが、ワーテイスのようにじゃらじゃらと見せびらかしているような様子はなく、見事に着こなしていた。男のジノにして、思わず美しい、と感じてしまったほどだ。

「父には、後できつく申し上げておきます。お姉様と父上は、手を取り合っていく存在だと思っておりますので」

「ありがとう、アルベリック。でも、何もしないでいいわ。無む駄だにあなたの評価を下げる必要はないもの。お兄様は、昔からああだから」

「そう言って頂けると……誠に、恐きよう縮しゆくです」

「いいのよ。それよりアルベリック、いい男になったわね」

「お姉様の美び貌ぼうには、比べるべくもございません」

　いよいよもって、こんな会話ができるのが、弱じやつ冠かん二十歳の、しかもあのワーテイスの息子なのかと、ジノは思わずターシャと視線を交わしていた。ターシャも驚きよう愕がくの表情を浮うかべていた。

「ところで、お姉様が侍従贄フイーズを持たれたとか。しかもその、侍従贄フイーズが只ただ者ものではなくエーテリオンで、かなりの切れ者とか」

「ああ、ジノのことね。ジノ、前に」

　ジノは急に自分の話になり、慌あわてて、腰こしを低くして前に出た。

「お目にかかれて光栄です、アルベリック殿でん下か」

　アルベリックは、ジノの黒い瞳をじっくりと覗のぞき込み、口を開いた。

「こちらこそ……お祖父様との謁えつ見けんでは、見事に傀かい儡らいを演じられたようですね」

「!?……いえ、け、決してそんなことは」

「よいのです。そうするのが賢けん明めいでしょう。お父様もお祖父様も、最近、フェザーミルが急速に力をつけているのを危き惧ぐしておりました。私からは余計なことは申しませんので、ご安心を」

　ジノはアルベリックの聡そう明めいさを目の当たりにして、一気に額から汗あせが吹ふき出し、胸が詰つまる思いだった。

　こちらの思おも惑わくを、ここまであっさりと見破られたのは、ジノにとって初めてだった。

「ジノ殿どの、これからもお姉様をお助けし、延ひいてはこのストーリア公国のために、尽じん力りよくしてほしい。よろしく頼たのみます」

「勿もつ体たいなきお言葉……精進致いたします」

　ジノは驚きよう嘆たんを胸に秘めたまま、アルベリックに拝手敬礼した。

「それでは、お姉様は私が、パーティー会場にご案内致しましょう。ターシャ殿は、公都の軍事局に行かれるがよろしかろう。許可は出しておきました。ジノ殿には申し訳ないが、この公都を散策していただければと」

「何から何まで有り難がとう、アルベリック。じゃあ、行きましょう」

　こうして、フェザーミルの面々は、それぞれ別行動を余よ儀ぎなくされた。

　ヘネシーはそのままアルベリックに連れられ、大公主しゆ催さいのパーティーに招かれて出席し、公都の貴族らの歓かん待たいに目まぐるしく動いていた。

　この時ばかりは、ヴィオラから仕込まれた宮きゆう廷てい儀ぎ礼れいが発揮され、ヘネシーは「さすがは大公陛下のご息女よ」と、賛辞を受けた。

　特に、四大名家と呼ばれる貴族の当主とは、時間を割さいて言葉を交わした。

　四大名家とはストーリア公国の総軍指令を務めるゼーラ・ウォティア伯はく爵しやく。宰さい相しようアッティ・ドラックス女伯爵。丞しよう相じようヤーレーン・ファルアニア伯爵の三人と、グレン・レヴァンダ伯爵を指す。グレンは専もつぱら自領であるシルバーキープにいるため、公都には三家が住んでいることになる。

　ターシャはドレスを脱ぬぎ、公都の大将軍カルウラの許を訪れ、兵の調練の様子などを見せて貰もらった。

　そして、堅かた苦くるしい場から解き放たれたジノは、颯さつ爽そうと公都の城下町へ向かい、ここぞとばかりに書店を巡めぐっては、大量の書物を買い付けた。

　こうしてヘネシーら一行は二ディエを城で不自由なく過ごし、三ディエ目の日暮れに公都を後にした。

　──そして。




『あんっっっっの、腐くされアニキがぁあああああああああああああああああ！』




　公都を出ると、ヘネシーは馬車の中のテーブルに片足を乗せ、両手を広げてわきわきと指を動かし、思いの丈たけを、力一いつ杯ぱい吐はき出した。

「何が〝五〇〇〇万エルくらいかなあ〟よ！　馬ば鹿かもほどほどにして欲しいわ！」

　ヘネシーの怒りが収まらない。というよりも、よくあの場で我が慢まんしたものだ、と、ジノは心の中でヘネシーを讃たたえていた。

「いやー、何と言えばいいか……聞きしに勝る何とやら、だったなあ」

「だから言ったでしょ!?　あれは、ああいう男なの！　損得勘かん定じようしか頭にない、浅くて下品で、能無しなのよっっっ！」

「オレ、帰りざまに蹴けられたよ」

「あたしだって、お気に入りのドレスを踏みつけられたわ！　全く、この憤いきどおりを、どう発奮させればいいのよ！」

「でもね、辺境姫様」

「あぁん!?」

　ヘネシーの眉まゆが吊つり上がりっぱなしだった。

「この戦いくさは、勝ったよ。アルベリックが、本当に何も言わなければの話だけど」

「あの子は大だい丈じよう夫ぶ。信しん頼らいできるわ。それにしても勝ちって言っても、何も得るものがなかったじゃない！　強しいて言うなら、怒いかりと不快感くらいかしらねっ！」

「辺境姫様の応対と俺の演技は完かん璧ぺきだった。これでフェザーミルが反乱を起こすかもしれないという考えは、大公の頭から払ふつ拭しよくされたはずだ。

　そして何より、アルベリック・ストーリアというヴァンパイアを知った。オレにとっては、それが一番の収しゆう穫かくだよ」

「ここまでやって、なお疑いを持つような父なら、本当に討うち取ってやりたくなるわ！」

「大丈夫、それはない。だけど、次の代の大公があれじゃ……うん、堪たまらないな」

「ねえジノ、単刀直入に訊きくけど、謁見の時の態度、あれ、本当に演技だったの？」

「何だ、辺境姫様も気付かなかったのか。だったらオレも、大した役者じゃないか」

「本当に？」

「何だよ。もう一度、やってあげようか？」

「いえ、いいわ。笑いすぎて命が危ないわ」

「酷ひどい言いようだね」

「あはは、思い出しちゃった。あははははははは！」

「お楽しみ頂けたようで光栄だね！」

　ジノは唇くちびるを尖とがらせてテーブルに肘ひじを突き、不ふ遜そんな顔をしてそっぽを向いた。




　そして、公都からフェザーミルに戻もどって来てから、二メリアが過ぎる。

　グラファリア大陸統一暦れき、ＭＧ〇五七六ヤーズ。ジノはヘネシーと共に、激動の荒あら波なみに飲まれることとなる。




　　　　●〇●〇●〇●〇●〇




　ジノの知力は更なる研けん鑽さんにより、フェザーミルのヴァンパイアを完全に凌しのいでいた。

　それだけではない。時折、ヴィオラに連れられて、ヘネシーと上流サロンに出入りしていた事も奏功し、物もの腰ごしは洒しや脱だつで、ヴァンパイアにも劣おとらぬ知性と気品に溢あふれ、ヴァンパイアですら色を覚えるほどの美少年になっていた。

　そして何より特筆すべきは、公都から帰って来てから、ヘネシーがジノの部屋へ、これまで以上の頻ひん度どで通うようになったことだ。

　特にここ半ヤーズなど、ジノはヘネシーと殆ほとんど時間を共にしている。全く顔を見ない時など一ディエもなかった。

「ねえ、どうしてそんなにオレのところに来るの？」

　ジノは率直に、ヘネシーに訊たずねた。

「何よ、何か悪い？」

「悪くはないけど……辺境姫様がオレのところに通っていると、他ほかのヴァンパイアが面白くないんじゃないかな、と思ってさ」

「言いたいものには、言わせておけばいいじゃん。あたしは、あたしの侍従贄フイーズの部屋に来てるだけだもん」

　ジノは比ひ較かく的てき、端たん的てきに言ったつもりだったが、ヘネシーは歯し牙がにもかけない様子だった。

「それとも何？　あたしがこの部屋に来るのは迷めい惑わく？」

「それはないよ。何せ、オレがここまで学べたのは、辺境姫様のお陰かげだからね」

「どうしたの、急に。ジノらしくない」

「そう？　オレはいつだって、辺境姫様への感謝の心で一いつ杯ぱいだよ？」

「そう思うのなら、これから一杯付き合いなさい！」

「どうしてそうなるの!?　また町に行くの!?」

「町じゃないよ。今日は、あたしの部屋に行こう」

「えっ!?」

　ジノはその誘さそいに、狼ろう狽ばいを隠かくせなかった。

　これまでヘネシーが、自室にジノを入れたことはない。それどころか、ヘネシーの自室に入ったことがあるのは、メイド長のトレーフルだけである。

「いいのかな、オレが行っても」

「本来、あなたはあたしの侍従贄フイーズなんだから、あたしの部屋で暮らしていて当然なのよ？　でないと、侍従贄フイーズの意味がないじゃない」

「それもそうか……じゃあ、お言葉に甘えようかな。辺境姫様が普ふ段だん、どんな生活をしてるのか、見せて貰おうかな」

「決まりね。私もジノの話を、もっと聞きたいわ」

「それは、またとなき好機だよ。眠ねむるよりも、ずっと魅み力りよく的だな」

「あはは、大おお袈げ裟さだなー」

　ヘネシーがジノと部屋を出ると、その扉とびらの前で控ひかえていたトレーフルに声を掛けた。

「トレーフル、あたしの部屋にワインと、何か適当に見み繕つくろって、持って来てくれない？」

「承知致しました」

　トレーフルはヘネシーに一礼し、瞬またたきをする間に、姿を消した。トレーフル・エリアスというメイドは、見ていないようで、全てを把は握あくしている。ヴァンパイアであることを差し引いても、優ゆう秀しゆうな密みつ偵ていになれるとジノは思っていた。

　ヘネシーはジノを従え、階段を上がり、通路を横切り、また階段を下り……まるで迷路のような城内を、迷いなく歩いて行く。フェザーミル城は狭せまいながらも、工夫を凝こらした作りになっているのだ。やがて一つの部屋の前にやって来ると、そのままジノを伴ともなって中に入った。

「これ、は……」

　その部屋は、領主の（というよりは、女の子の）部屋というには、あまりにも簡素だった。複数の部屋があるらしく、別の扉もあったが、ヴァンパイアが眠る石せつ棺かんや書しよ架か、手紙を書くための木の机と椅い子す。そして暖だん炉ろが置かれているところを見ると、ヘネシーは主にここで過ごしているのだろう。広い壁かべには、炎ほのおの剣けんが交差したデザインのストーリア公国旗が貼はられているだけで、絵画の類すら全くなかった。

　部屋の中央には木製のテーブルが置かれ、中央には瑞みず々みずしいフルーツが入ったバスケットが置いてあった。テーブルに椅子は一脚きやくのみ。それも下流サロンにあるような、安い木製の椅子だった。

「驚おどろいたでしょ？」

「……正直、驚いた。兵士の詰め所かと思った」

「あはは、言ってくれるわね！　まあ、あたし以外誰だれも使わない部屋なんかにお金を掛けるよりは、もっと違ちがうところに使うべきだと思うわけよ」

「辺境姫様らしいと言うか、その心掛けには、敬服する」

「部屋なんか服が収納できて、棺かん桶おけがあれば、それでいいのよ」

　それは如い何かにも、自由人ヘネシーらしい言葉だった。確かにフェザーミル城は、対外的に接する場所だけは美しく飾かざられているが、それ以外は実に質素だ。まさに、領主であるヘネシーの姿勢を表した城だと言える。

「ヴァンパイアも、果実を食べるの？」

「何でも食べられるよ。ただ、それが栄養にならないから、味を楽しんでるだけなんだけどね。それはともかく、ここに入ったのはトレーフルに続いてジノが二人目よ」

「それは大変、光栄なことだ」

　ヘネシーは棺桶に腰こし掛かけた。

「ジノは椅子に座って」

「うん」

　ジノが着席するのと同時に、ノックの音が聞こえてきた。

「トレーフルでございます。入って宜よろしいですか？」

「うん、いいよー」

　ヘネシーがそう応こたえると、ワインやグラス、チーズや干し肉を載のせた大きなトレイを片手に、トレーフルが部屋へ入って来た。

　そしてテーブルにそれらを手際よく並べ、すぐに部屋を出て行った。ジノはテーブルの上に置かれたワインの栓せんを抜ぬき、魅み惑わく的な赤い液体を二つのグラスに注いで、一つをヘネシーに渡わたした。

「ありがと」

「どういたしまして」

　普段なら司書室で行われているやり取りがヘネシーの部屋で行われているという現実に、ジノは違い和わ感かんを覚えた。

「よーし、乾かん杯ぱいしよー！」

　ヘネシーがグラスをジノに掲かかげる。ジノも、それに同調した。

「麗うるわしの我がフェザーミルに、乾杯！」

　チン、と音を鳴らし、グラスを傾かたむける二人。少ししか飲まなかったジノに対し、ヘネシーはそのまま一気にグラスを空けてしまった。

「しかし何な故ぜ、オレをここへ？」

　今いま更さらながら、訊いてみるジノ。

「当然、いつ誰が入ってくるか分からないジノの部屋では、できない話をするためよ」

「やっぱり」

　そうでもなければ、ジノを自室に招いたりしないだろう。

「ところでジノ、公都で仕入れた書物は、どうだった？」

「殆どが古い時代のものだったけど、応用できるものが多い。凄すごく参考になったよ。それだけでも、公都に行った甲か斐いがあったよ」

「その中に兵法書、軍略書の類もあった？」

「あるにはあったけど、それが？」

　くい、と、ヘネシーがグラスを傾ける。今度は空にならなかった。

「ジノ、これから言うことに、真ま面じ目めに答えてくれる？」

　ヘネシーは、神しん妙みような面持ちでジノの瞳ひとみを覗のぞいた。

「オレはいつでも真面目だよ？」

「そうね、では……」

　ヘネシーは立ち上がり、驚くべきことを言った。

『あなたは私を、大公にできる？』

　ジノは思わず手にしたグラスを、落としそうになった。

　それはヘネシーが、初めて見せた野心だった。ジノはグラスをテーブルに置き、顎あごの下に手を当て、その顎を引く。いつもの思考ポーズで考えた後、「無理だね」と、短く言った。

「何が足りないの？」

「領地の力、兵力、情報収集力、全すべてが足りない」

「ふむ──……」

　ヘネシーはワイングラスを片手に、歩きながら考え込んでいた。

「何故、そんなことを？」

「うん？　あー、単純に訊きいてみただけ。あたしって、やっぱり非力なんだね」

「よし、今から仮に、オレがこのフェザーミルの軍師として意見してみよう」

「おお、軍師……」

　その言葉に、ヘネシーは目を見開いた。

「事前にはっきりと言っておくけど、全て仮の話だからね」

　ジノはそう前置きし、静かな口調で語り始めた。

「もし今、大公が亡くなり、あのワーテイスが跡あとを継ついだとする。そうなれば第二継けい嗣しは辺境姫様じゃなくて、ワーテイスの子アルベリックになる。つまり、辺境姫様がこの国の大公になるためには、ワーテイスから大公という位を簒さん奪だつしなきゃならない。

　辺境姫様は当然、ワーテイスには従わず、これを倒たおそうと兵を興おこす。しかし、フェザーミルの兵は一二〇。対して大公軍は三〇〇。こちらには【疾しつ風ぷうの】ライバー大将軍がいるけれど、公都軍にも【繊美の】カルウラ大将軍がいる。数でも質でも、まともに戦をしたら勝ち目はないね」

「まあ確かに、お父様に何かがあっても、残された兵は精せい鋭えいだもんね」

「更さらに言うなら、その状じよう況きようで最初の敵になるのは、恐おそらくワーテイスじゃない」

「えっ!?」

　ヘネシーは、意外そうに驚いた。

「じゃあ、誰なの？」

「リンカーフォルの領主である【鉄てつ壁ぺきの】ゴダード・イセントリク子し爵しやくだよ」

「南のリンカーフォルが!?」

「オレたちとは知らない仲じゃない。以前、白南関にトロール軍一万五〇〇〇が攻せめ寄せてきた時、援えん軍ぐんに行ったことがあったでしょ？」

「うん。覚えてるわ。ゴダード子爵と、その娘むすめアリューゼに、アイザック将軍……彼らを敵に回すとなると、簡単にはいかないわね」

「そう。オレたちはリンカーフォル軍の強さをよく知っている。でも今回は、必ず倒しておかなきゃならない相手なんだ。心苦しいけどね」

「どうして？　あたしの味方にはなってくれないの？」

「イセントリク子爵家は、大公家の分家だもん。第一継嗣であるワーテイスがどんな人物であろうと、ゴダード子爵は新大公ワーテイスに付く。それは間ま違ちがいない」

「うーん……できれば、リンカーフォルとは戦いたくないわね。それにフェザーミルの兵力では北と南、同時に当たるのは不可能だわ」

「そう。しかし公都は代だい替がわりの真っ最中だから、すぐに兵は出せない。その繫つなぎとしても、南と東を動かそうとするのは間違いない」

「南はともかく東って、グレン様まで!?」

「こちらの出方次第では、敵に回る可能性がある」

「そんなぁ……」

　ヘネシーは、がっくりと肩かたを落とした。

「だけど、辺境姫様が大公になるのなら、ゴダード子爵はともかく、グレン伯はく爵しやくだけは絶対に味方に引き入れないといけない」

「え？　ど、どうして？」

「恐らくグレン伯爵が、大公の後こう継けい者しやの後うしろ盾だてになるからさ。もっと言えば、継嗣の選せん択たく権を握にぎっていてもおかしくない」

　ジノは、公都で目に焼き付けたグレンの姿を思い返した。グレンは生きつ粋すいの武人だ。恐らく、軍略の才も相当なものだろう。成長した今のジノですら、勝てるかどうか……自信が持てなかった。

「それは、そうかも。お父様の、グレン様への信しん頼らいは絶大だもの」

「そこで話がややこしくなってくるのが、ワーテイスの嫡ちやく男なんであるアルベリック伯爵が、父に似ず、非常に優れたヴァンパイアだってことなんだよ。こうなると、既すでに第三継嗣として数えられているのは間違いないと思う」

「確かに。アルベリックは昔から利発な子よ。礼れい儀ぎ正しいし、悪い噂うわさも聞かないわね」

「さて、そこでグレン伯爵は考える。大公亡き後、誰にこの国の舵かじ取とりをさせるべきか。まず第一継嗣ワーテイスは話にならないけど、その子アルベリックは優ゆう秀しゆうだ。ならばワーテイスに大公を継がせ、早々に息子アルベリックに大公の地位を禅ぜん譲じようさせる。これが大公やグレン伯爵の頭の中にある絵図だろうね」

「はうっ！　それじゃ、あたしは……」

「そう。第二継嗣でありながら、完全に蚊か帳やの外ということになる」

「うにゅううう……」

　ヘネシーは顔を真っ赤にして、ワインを呷あおった。

「このままじゃ、あたしはずっとフェザーミルの領主で終わるのね？」

「何を言ってるんだい？　第二継嗣であり、力をつけ始めた辺境姫様を、あのワーテイスが放っておくとでも？」

「え、じゃ、じゃあ？」

「ワーテイスが新大公になったら真っ先にフェザーミルを潰つぶしにかかるよ。フェザーミルは公都軍、シルバーキープ軍、リンカーフォル軍の三方から攻められ、壊かい滅めつする。当然、辺境姫様は捕とらえられ、打ち首さ」

「ひゃああああ!!!!」

　ここにきて漸ようやく、ヘネシーは自分の立場が非常に不安定であることに気づいた。

「なっ、何とかならないの!?」

　ヘネシーはその大きな瞳に涙なみだを浮うかべながら、ジノに縋すがった。主が侍従贄フイーズに懇こん願がんするという、実に奇き妙みような光景だった。

「……悪いけど、妙みよう案あんが浮かばない」

「打てる手が、ないの？」

「一つだけはっきりやらなきゃならないことはある。それにはグレン伯爵の説得さ」

　ジノは屈かがんでヘネシーの顔に、自分の顔を近づけた。そして小声で、その秘策をヘネシーに伝えた。

「新大公ワーテイスは素行不良につき、継嗣と認めないと公言する。そして第二継嗣である辺境姫様が新大公に反旗を翻ひるがえし、新大公となる。その暁あかつきには、第三継嗣であるアルベリック伯爵を養子に迎むかえたい、と、グレン伯爵に伝えるんだ」

「!!」

　ヘネシーの顔が、凍こおり付いた。

「いいかい、第一継嗣ワーテイスは話にならないけど、その息子には名君たる血筋が色いろ濃こく受け継がれている。彼を大公にしたくても、第二継嗣は辺境姫様だ。今、大公陛下が倒れたら、グレン伯爵は大いに悩なやむだろう。そこで、こちらから論客を送り込み、グレン伯爵を味方にするのさ」

「それ、説得力はあるけど……」

「辺境姫様はストーリア公国が落ち着き、市民が安定するまでの、仮の国主、という立場で通す。とにかく辺境姫様が女大公にさえなってしまえば、後はどうにでもなるさ」

「ジノ、あなた天才じゃないの？」

「だから言ってるじゃないか」

　ヘネシーは、ほーっ、と、ジノの瞳を覗き込んだ。ジノの瞳は、まるで全てを見通しているかのように輝かがやいていた。

「そっか、ジノはそういうことを見み越こして、あの大改革の時、総務局を解体して外交局を作ったんだ！」

「当たり」

　ジノはそう言って、にっこりと微笑ほほえんだ。ジノがやることには、必ず深い意図がある。

　今さらながら、ヘネシーはそれを思い知らされた。

「つまりグレン様を説得する役はあたしじゃなくて、ヴィオラね!?」

「その通り。元々、ヴィオラにはシルバーキープの説得役として動いて貰もらうつもりだったんだ。ヴィオラなら公都四大名家の一族だし、グレン伯爵の説得が可能なのは、辺境姫様を除けば、ヴィオラしかいないよ」

「なるほど！　その隙すきにあたしたちは一二〇の兵で、リンカーフォルを攻め落とす。でも、ゴダード子爵は二〇〇の兵を持っているし、白南関を守ってきた精鋭よ。フェザーミルとリンカーフォルで戦になるとしたら、総力戦は避さけられないわ」

　ぴくり、と、ジノの片眉まゆが動いた。

「辺境姫様は、最初の一手で負けたよ」

「え？」

　ジノは不敵な笑みを浮かべた。

「だって、こっちにはライバーがいるじゃない。彼がいれば、南の子爵軍くらいは相手になるんじゃない？　その間、ターシャに練兵させれば──」

「間に合わないね。何な故ぜなら、フェザーミルが空き家同然になったとなれば、北は全すべての政務を後回しにして、フェザーミルに攻め込んでくるからさ」

「う……！」

「いくらワーテイスが愚おろかとはいえ、目の前で反旗を翻した相手が領地を空にしていると知れば必ず動く。そうなったが最後、フェザーミルは公都軍に為なす術すべなく蹂じゆう躙りんされるよ」

「むう……確かに」

「でも、リンカーフォルとの戦いは不ふ可か避ひだよ。ゴダード子爵は真っ先に北に恭きよう順じゆんするからね。その手土産みやげが反旗を翻した第二継嗣、辺境姫様の首であれば、上々だろうね」

「じゃあ、どうすればいいのよ！　八方塞ふさがりじゃない！」

　そこでジノは少し言葉を溜ためて、強い口調でヘネシーに言った。

「ワーテイスに勝ちたいなら、常に先手を取らなきゃならない。だから南のリンカーフォル軍には、超ちよう短期決戦を挑いどむしかない。でも、その最後の一手が思いつかないんだ。でも、それが辺境姫様がストーリア公都の玉座を手に入れる、唯ゆい一いつの道なのは間違いない」

「超短期決戦……？」

「そう。数ハルで、リンカーフォルを片付ける。その後、即そく座ざに北へ兵を向けるんだ」

「何となく、言ってることは分かるけど……可能なの？」

「正直、分からない。でも、何かを思いついたところで、茨いばらの道なのは変わらないよ。フェザーミルの全員が、相当な覚かく悟ごをしてもらうことになる」

　ヘネシーはぽんぽん、と、自分の隣となりを叩たたく。首を傾かしげるジノ。

「ここに座ってって言ってるの！」

「はあ？」

「いいから！」

「わかったよ」

　ジノは嘆たん息そくして席を立ち、ヘネシーが腰こし掛かけていた棺かん桶おけの隣に座った。当然だが、棺桶の蓋ふたは、椅い子すよりも固かった。

「正直に話すね。父上が健在のうちは、今の生活に不満は一切ないの。自由だし、好きなことができるからね」

「ということは、その先に懸け念ねんがあるんだね？」

「あたしは、あの馬ば鹿か兄ワーテイスが心ッ底、嫌きらいなのよ！」

「オレもだよ。あんなのが大公になったら、この国は破は滅めつだ」

　ぎゅっ、と、ジノの手を握るヘネシー。

「辺境姫様の気持ちは察してあまりある。あの男の所行は、噂だけでも残ざん酷こく、無慈じ悲ひ、愚おろか者の極みで、ヴァンパイアの恥はじ知しらずとまで言われていた」

「認めざるを得ないわ。口にするだけで、汚けがれそうだもの」

　ヘネシーは眉み間けんに皺しわを寄せ、気持ち悪そうに舌を出した。

「再度確認したい。辺境姫様はもし大公に何かあれば、ワーテイスと戦うんだね？」

「確認するまでもないわ。兄ワーテイスは、あたしの敵よ！」

　確かにこれは、誰だれにも聞かれてはならない話だった。

「もし公都で変事が起きたなら、あたしは兄に対して即座に、公然と反旗を翻すわ。それが、妹であるあたしの、使命だと思うから。その時、ジノはあたしの役に立てる？」

　ヘネシーの瞳ひとみには、悲ひ壮そう感が宿っている。反旗を翻して兵を興おこしたとして、その先が具体的に見えていないからだろう。

「逆に問いたい。辺境姫様はこの国を救うためなら、非情になれる？」

「う!?」

　ジノの問いに対し、ヘネシーはその宝石のような瞳を大きく見開いた。

「仮にワーテイスが新大公になったら、間違いなく、各領主に臣従の証あかしを求めてくる。フェザーミルも多くのものを失うことになるだろうね。それを踏ふみ越こえて、場合によってはグレン伯はく爵しやくをも味方につけたワーテイスと、戦える？」

「全部、覚悟の上よ！」

　ヘネシーはワインをくいっ、と飲み干した。

「あたしはヴァンパイアの矜きよう恃じを持って、兄を蹴け落おとすわ！　たとえグレン様と刃やいばを交えることになっても！」

「その覚悟があるなら、きっと策も見えてくる。そこに関しては、少し時間を貰えないかな」

　ジノはヘネシーのグラスにワインを注つぎ、そう言った。

「いいわ。それにしてもジノには、何が見えているの？」

「大公亡き後のことが、全て見えてるよ」

「ど、どうなるの？」

　ジノは肩かたを竦すくめただけで、何も答えなかった。

「フェザーミルが壊滅する姿さ」

「ねえ、何か打開策はないの？」

「残念ながら何も思い浮かばない。何せ、フェザーミルは内政に力を入れる時期だからね。領地をもっと豊かにして、兵力を整え、武器防具を強固なものにする。それが今できる最良の手だよ」

「そっか……確かに今のままじゃ、グレン様もこっちを向いてくれないかあ」

　しょぼん、と項うな垂だれるヘネシー。

　ジノが今言ったのは、確かに最良ではあるものの、最善策ではない。何故なら領地の豊かさが、フェザーミルは一枚も二枚も下にいるからだ。それに、同じ時間を掛けて、各領地も動き出すだろう。その時の財政的瞬しゆん発ぱつ力りよくは、他領地よりも遥はるかに低かった。

　だが、ヘネシーがワーテイスと対決する姿勢を見せてくれたのは、ジノには嬉うれしかった。何せジノの夢は、ヒトの国を作ることだ。つまり、その主が為い政せい者しやでなくてはならない。

　もし、ヘネシーがワーテイスに恭順する姿勢を見せたなら、きっとヘネシーを見限っていたと思う。その点だけはっきりと確認できたのは、収しゆう穫かくだった。

「今日はいい話を聞けた。オレはそろそろ失礼するよ」

　眠ねむそうに欠伸あくびをかみ殺し、ジノは立ち上がって、扉とびらに向かって歩いた。

「えっ、ちょ、まだ話は終わってないぞーっ！」

　ヘネシーの声を背中に受けつつ、ジノは扉の前で振ふり返り、微笑みながら一礼して部屋を辞した。




　それから一ウィキ（一週間）が過ぎた頃ころ。時刻は午後九ハル。

　それは公都ストーリアから、伝信鳥の足に括くくりつけられて送られてきた。

　その内容に、通信士は愕がく然ぜんとした。大おお慌あわての通信士が、即座にルシールに書簡を渡わたすと、ルシールは顔色を変えて、ヘネシーにそれを伝えた。

　ヘネシーは直ちに主だったものを、城の二階にある広間に集めた。この部屋は防音されており、決して外に漏もらしてはいけない出来事があった時にしか使われない。

　そこへ、ヘネシー領の中で唯一の将軍、ライバー。兵長であるライバーの娘むすめ、ターシャ。外交局長ヴィオラ。内政長官のルシール。そしてジノと、トレーフルも呼ばれた。

「ヘネシー様……？」

　ライバーが椅子に力なく腰掛けて俯うつむき、瞑めい目もくして身体からだを震ふるわせているヘネシーに、声を掛かけた。その様子からして、大事件が起きたことは、誰の目にも明らかだった。

　ヘネシーは、かっ、と目を開き、全員の目を見て、静かに告げた。








『お父様……ストーリア大公が、お亡くなりになったわ』












　　　第四楽章　愛涙るい




『!?』

　その場にいた全員が、絶句した。

　誰もが言葉を探していた中で、粛しゆく々しゆくと、ヘネシーが話を続ける。

「普ふ段だんならば石せつ棺かんで眠るお父様だったのに、この日に限っては、誰かから贈られた檜ひのきの棺で眠っていたらしいわ。そして……その棺に、火を点つけられた。発見された時は全身が消し炭のようになっており、首がなかったそうよ」

「そん、な……ウソじゃ！　あの大公陛下が、そんなあっさりと……」

「事実よ、受け止めなさい、ライバー」

「そんな……陛下……うぐっ、ふぅ……ぅああああああああああ！」

　ライバーは怒いかりと悲しみのあまり、涙を流し、思い切り拳こぶしをテーブルに叩きつけて破は壊かいした。しかし、それを咎とがめるものは誰もいなかった。ライバーと大公は共に戦場を駆かけた仲である。その付き合いはヘネシーよりもずっと長いのだ。

「おのれ……よくも陛下を……どこの誰だかは知らぬが、絶対に、許さんぞぉおお！」

　身体中から憤ふん怒ぬのオーラを放つライバー。その背中を、娘のターシャが擦さすっていた。

「こうなった以上、次期大公はやはりワーテイス侯こう爵しやくでしょうか？」

　そう切り出したのは、ルシールだった。

「今はまだお父様の訃ふ報ほうしか届いていないわ。でも、きっと、そうなるでしょうね」

「あんな小こ僧ぞうが大公になったらこの国はおしまいじゃ！　みな、奴やつがどんな男か、噂うわさを知らぬものはいないじゃろうが！」

　ライバーが目を真っ赤にして吼ほえる。

「気持ちはわかるけど、少し落ち着いてよ」

　ヘネシーが絞しぼり出すようにそう言うと、ライバーは「取り乱しました、申し訳ない」と言って謝罪し、項垂れた。

「いずれにしてもワーテイス侯爵が戴たい冠かん式しきを行うならば、その通達が来ると思いますが」

　ヴィオラはそう言いながら、頭の中では既すでに様々なことを予想していた。それは自然と表情に現れ、周りのものを感心させた。

　この大事件に対し、微び動どうだにしていないのは、ヴィオラと……ジノのみだった。

「皆みなに告げる！」

　そのジノの声に、皆が顔を向けた。

「間もなく公都より第二報の伝信鳥が来るだろう。その内容は辺境姫様の兄ワーテイスが、大公になるというものだ」

「何でそんなことがわかんだよ!?　普ふ通つうは戴冠式をやってからじゃねえのか!?」

　ターシャが、ジノに嚙かみつく。

「普通、ならね。ところがワーテイスは、その普通を行わないだろう。オレは公都で会って、確信した。あの御ご仁じんは礼節よりも実利を取る！」

　その意見に反論するものは、誰一人いなかった。

「大公が死んだのなら、速やかに次期大公を立てねば、国が混乱する。ワーテイスはそこを突つき、即そく座ざに冠かんむりを被かぶるよ。そして、それを我らフェザーミル、シルバーキープ、リンカーフォルに、無理やり認めさせるだろうね」

「あたしもジノと同じ考えよ。あの小狡ずるい兄のことだもの。今いま頃ごろせっせと、あたしたちに向けた手紙を書いているでしょうよ」

　ヘネシーの言葉に、ジノが続いた。

「問題はその中身だよ。果たして新大公は、どんな難題を下されるかな？」

「落ち着いて待ちましょう。トレーフル、このテーブルを片付けて新しいものを持って来て。それと、温かいお茶を用意して」

「畏かしこまりました」

　トレーフルは涼すずしい顔をして、ライバーが真っ二つにしたテーブルを、豪ごう快かいに窓から投げ捨て、部屋を出て行った。

「何とまあ、凄すごい手を使って片付けましたね……」

　ルシールが、呆あつ気けにとられる。

「トレーフルは優ゆう秀しゆうなメイドだもの。その時、一番効率のいいやり方を選ぶのよ」

「そうでしたか。少し、驚おどろきました」

　そう言うルシールだったが、ジノは少しどころではなかった。やはりトレーフルは、絶対にメイドにしておくのは惜おしい。ジノは最近考え始めた、トレーフルを中心とする組織作りを、本格的に進めようと決心した。

　そして、今度はルシールに顔を向け、尋たずねた。

「ところでルシール。国庫を預かる内政の長に聞きたい。フェザーミルから出せる金は、いくらくらい？」

　ルシールは突とつ然ぜんの質問に、少し上向きに顔を上げ、人差し指を顎あごに乗せる。彼女が頭の中で、目まぐるしく思考している時に見せるポーズだ。

「そうですね……五〇〇〇万エルが限界です。最近は税収が増え、収入も上がり出したところですが、国庫を潤うるおすには、まだまだ時間がかかります」

「なるほど、有り難がとう」

「いえ、これくらいは……しかし、何故ですか？」

　ぽっ、と頰ほおを染めるルシールはターシャと違ちがい、すっかり親ジノ派になっていた。

　そんなルシールの問いに、ジノが答えた。

「決まってるじゃないか。ワーテイスはオレらに、あからさまに金銭を要求してくるからだよ。まあ、見てなよ。もうすぐだから」

「……!?」

　ジノの明言に、誰だれもが言葉を失った。

　果たしてそれは、奇くしくもジノの言葉通り、急報からきっかり一ハル後に届いた。

　広間に集まっていた面々は、事態がジノの思おも惑わく通りに進んでいることに、驚きよう嘆たんしていた。しかも今回の書簡は、大公の蠟ろう印で封ふうされていたため、通信士も開くことができず、直接ヘネシーの許もとへ届けられた。

「大公印、じゃとぉ……!?」

　一いつ旦たんは静まったライバーが、再び髪かみを逆立てて怒りを露あらわにした。

「いちいち反応しないでよライバー。これくらい予想の範はん囲いでしょ？」

「わかっております。怒おこってなどおりませぬ！」

　見え見えの噓うそだったがヘネシーはそんなライバーに微笑ほほえんで蠟印を叩たたき割り、筒つつから手紙を取り出して、目を通す。ヘネシーの顔色が、読み進めていくうちに、どんどん真っ赤になっていった。

「あんの馬ば鹿か兄が！　知ってはいたが、ここまでとは思わなかったわ！」

　ヘネシーは怒りのあまり、テーブルに手紙を叩き付けて、背を向けた。その場にいたものたちは視線を交わし、ジノがその手紙を手に取って、読み上げた。

【第八代大公ワーテイス・ストーリアより、各領主へ。

　先代である、我が父ハーシュタット・ストーリア大公が非業の最期を遂とげられた故、速やかに第一継けい嗣したる私が大公となったことを、ここに宣言する。ついては、以下のものに命ずる。

　フェザーミル領主、ヘネシー・ストーリア。

　シルバーキープ領主、グレン・レヴァンダ。

　リンカーフォル領主、ゴダード・イセントリク。

　各おの々おのは今後、新大公となった私に忠誠を誓ちかい、その証あかしとして一メリア以内に、祝しゆう儀ぎ十億エルを公都に送金せよ。この命に従わぬものは新大公への不敬罪とし、その領地を召めし上げる。反はん抗こうするものがあらば国家反逆罪を適用し、直ちに討とう伐ばつ軍を送る。こちらの手を煩わずらわせぬよう、よしなに頼たのむ。以上。


八代目大公、ワーテイス・ストーリア】　　　　　　　



『そんな馬鹿な話があるかあっ!?』

　ライバーが咆ほう吼こうと共に拳を振ふり上げ、トレーフルが取り替かえたばかりのテーブルを、またも破壊した。

「父上の言う通りだ！　馬鹿もほどほどにしろ！」

　さすがに今回は、ターシャも吼えた。

「これは、何とまあ……」

　絶句するヴィオラ。

「じゅ、十億エル……じゅ……」

　その法外な額の要求に、壊こわれ気味のルシール。

「いやはや、これは参った……少々、侮あなどった」

　最早、笑うしかないといった具合のジノ。ただ静かに佇たたずむ、トレーフル。

「誰がそんな要求を吞のむものか！　断固として断る！」

　ヘネシーはそう叫さけび、身体を反転してジノを視界に捉とらえた。

「ジノ、あなたは一ヤーズかからず、蔵書室の本を読み尽つくした天才よ。何か策はないの？」

　その言葉に、全員の瞳ひとみがジノを捉える。いきなり水を向けられたジノだったが、その表情は硬こう直ちよくし、額から汗あせを滲にじませていた。

「悪いけど、少し時間をくれないかな」

「……!!」

　絶句する、一同。

　この時、ジノの頭の中には、まだこれといった策が思いついていなかったのだ。

　何せ、事態が性急すぎる。

「少し、頭を冷やしてくる」

　ジノはそう言い残して、その場を後にした。

「ジノ！」と呼びかけたヘネシーの声も、今のジノの耳には届かなかった。




　それからジノは司書室に籠こもり、バトリアの盤ばん面めんをテーブルに広げては、模も擬ぎ戦を繰くり返した。今回の騒そう動どうで最も恐おそろしく、かつ絶対に避さけなくてはならないのは、東のシルバーキープ伯はく、グレンが敵に回るという展開だ。

　グレンにはヴィオラを送る。可能であれば味方に引き入れ、最悪でも静観させたい。

　しかし、問題は次の一手だ。南のリンカーフォル卿きよう、ゴダード子し爵しやくは、その性格から新大公ワーテイスに恭きよう順じゆんするだろう。フェザーミルは反旗を翻ひるがえすのだから、敵になるのは間ま違ちがいない。だが、リンカーフォル軍は強い上に、二〇〇の兵を擁ようする。対してフェザーミルは強さにおいては引けを取らないが、兵が一二〇しかいない。

　実は半ヤーズほど前に、トロール軍一五〇〇〇に襲おそわれたリンカーフォルの国門〝白南関〟への援えん軍ぐんとして、ジノはヘネシーの命でライバー、ターシャと共に向かったことがあった。

　この〝白南関攻こう防ぼう戦せん〟の折、リンカーフォル軍は二〇〇だったが、【鉄てつ壁ぺきの】ゴダード子爵の強さ、娘むすめアリューゼ将軍の突とつ破ぱ力、アイザック将軍の用兵の巧たくみさを目の当たりにして、その驚きよう異い的な強さにジノは衝しよう撃げきを覚えた。何せ、白南関攻防戦で僅わずか五名しか命を落としていないのだ。

　その時の【疾しつ風ぷうの】ライバー大将軍と、その娘ターシャ兵長の働きも、無視はできない。特にライバーがすさまじく、寡か兵へいながら、敵本ほん陣じんを真正面から突き崩くずすほどの破は壊かい力と、ヴァンパイアの存在感を存分に見せつけた挙げ句、ついには一人も兵士が命を落とさなかったのである。

　この一件で、ヘネシーはジノの中に〝軍師〟としての才能を見み出いだし、自分の野心をジノに伝える遠因になっていたのだろう。リンカーフォルの【鉄壁の】ゴダード子爵と、フェザーミルの【疾風の】ライバー大将軍。あの時はあんなに頼もしいと思った二人のヴァンパイアが、敵味方に分かれる形となった。

　こんなことがあるだろうか、と思った、その時だった。

　ジノの脳裏を、圧あつ倒とう的な閃ひらめきが貫つらぬいた。

「うおーい、ジノ、いるか!?」

　この声は、ライバーである。ライバーが扉とびらを開けて入ってくるのと、ジノがバトリアの駒こまを床ゆかにまき散らし、机の引き出しを必死に探るのが、ほぼ同時の出来事だった。

「何じゃ何じゃあ、取り乱しおって。さっきは様子がおかしかったから、ワシ自ら様子を見に来てやったというのに。どうじゃ、バトリアで気分転てん換かんでもせんか？」

　床に落ちた駒を拾いながら、ライバーがジノに言う。しかし、ジノは必死に机の中を漁あさるのが精せい一いつ杯ぱいで、ライバーの声が耳に入ってこなかった。頭の中で、僅かに見えたフェザーミル生き残りの策を、確たるものにするほうが先決だった。

　そうしてジノが探し出したのは、一冊の古いノートだった。

「何じゃ、そのボロいノートは？」

　ライバーが、顎を擦こすりながらジノに訊きいた。

「この〝ボロいノート〟にこそ、リンカーフォルのゴダード子爵やアリューゼ、アイザック将軍、そして二〇〇の兵を相手にして、フェザーミルを勝利に導く決定的な材料が書かれているんだよ、ライバー将軍」

「何じゃと!?」

　思わず、声を上げるライバー。無理もない。ジノが手にしていたのは、ヒト収容区画時代、読む本がなくなり、今のグラファリア大陸についてジノが記した、備忘録のようなものである。

「そうだよ、最初から、策はここにあったじゃないか。あは、あはは……！」

　それに気づいた時、ジノは大いに笑ったが、すぐにぴたりと笑いを止め、腕うで組ぐみしながら黙もつ考こうし始めた。笑ったと思ったら、今度は真顔で長考に入る。その姿に、ライバーはジノの頭が、どうにかなってしまったのではないかと思った。

「おいジノ、色んな意味で大だい丈じよう夫ぶか？」

　その声で、二度目の雷らい撃げきがジノの脳のう髄ずいに打ち込まれた。

　今いま更さら言うまでもないことだが、フェザーミルにはストーリア公国五本の名めい剣けんの一人、ライバー・ツェンペルト大将軍がいる。ジノが手にしたノート、ライバー将軍、リンカーフォルの兵二〇〇、リンカーフォル城の地形、フェザーミルの兵一二〇、進軍ルート……様々な事象が頭の中を駆かけ巡めぐり、それが一本の線で繫つながっていく。

　そしてジノは、呟つぶやいた。

「いけるかもしれない」

「はあ？」

　首を傾かしげるライバー将軍。

「フェザーミルがリンカーフォルを打ち破り、更さらに公都に対して出兵する。その策ができたよ、将軍」

「何、じゃと!?」

　驚きよう愕がくするライバー。つい先ほどまで、額に汗をにじませ、土気色の顔をして広間を出て行ったヒトとは、別人のような顔つきだった。

「して、その策とは？」

「ライバー将軍……鍵かぎを握にぎるのはやはり、あなたのようだ」

「ほう？」

　当然じゃ、と言わんばかりのライバーだったが、ジノの策の基き盤ばんは、全すべてライバー将軍の承しよう諾だくがいる。ジノは思い切って、ライバーに策を打ち明けた。

　どういう反応が返ってくるか、ジノは大おお凡よそ、予測できた。

　烈れつ火かの如ごとく怒いかり、またテーブルを破壊してしまうのか……と思っていたが、それは大外れで、ライバーは何とも晴れやかな笑顔を見せたのだ。

「ジノ、本当にそんな栄えい誉よをワシが授かってよいのか？」

「この策を栄誉と言うの？　将軍はそう感じたの？」

「ああ。これはそなたにも、娘のターシャにも分かるまい。七〇〇余ヤーズ生きてきたワシだからこそ、辿たどり着ける境地があるんじゃ」

「確かに、そこに関しては、将軍の方がオレよりもずっと優すぐれている」

「その策でいこう。ただ、ヘネシー様が何と言うか……それにターシャは未熟者じゃ、今回の件からは外してほしい。全ては、終わってから話してやってくれ」

「承知した。では急いで広間に戻もどろう。辺境姫様が、まだいるかもしれないからね」

「おう！」

　かくして、ジノとライバーは広間に戻った。そこには、ワーテイスからの手紙を眺ながめていたヘネシーと、ルシールがいた。

「ジノ！　大丈夫!?」

　走ってきたので、息を切らせていたジノだったが、肩かたで息いきをし、絞しぼるような声で、ヘネシーに告げた。

「ごめん、辺境姫様。ターシャとヴィオラは？」

「ターシャは練兵場に、ヴィオラにはもっと情報を集めるよう命じたわ」

「そっか……時間がない。今回の事態打開の策はたった今、思いついた。でもこれを使うかどうかは、辺境姫様の決断に任せる」

「え、どういうこと!?」

「この策は、凄すさまじい痛みを伴ともなうんだ。でも、これを用いなければ、辺境姫様とフェザーミルは一メリアと保もたず、ワーテイスに喰くわれることになると忠告しておく」

　ジノは大事な部分に、少し溜ためを置いて言った。

「さっきは何も思いつかないと言っていたばかりなのに」

「こればかりは、閃きと知識の積み重ねと、気づきを与あたえてくれるきっかけが必要だった。オレにとってそれが、ライバー将軍だったんだよ」

　はあはあ、と息をしながらも、その目には力が戻っている。

　どうやら、かなりの策を思いついたらしい。

「分かったわ。じゃあ、聞きましょうか」

　まだ困こん惑わくの色が消えないヘネシーだったが、ジノは構わず話し始めた。

「まず今回の件で誰だれがワーテイスに味方するのかを考えると、最初の敵が見えてくる」

「最初の敵？」

「辺境姫様はワーテイス大公に、反旗を翻すんだよね？」

「当然よ！　こんな慮りよ外がいものを大公にするわけにはいかないわ。証しよう拠こはないけれど、お父様を暗殺したのも、兄だと思うしね！」

「結構。では次に、東がどうするか予想してみよう。グレン伯はく爵しやくは愚おろかなワーテイスには従いたくないという感情と、さりとて継けい嗣しである事実は変わらないという理性、そしてワーテイスの子アルベリック伯爵が大公の器であるという現実の狭はざ間まで悩なやむはずだ。巧うまく交こう渉しようすれば、悪くても静観し、成功すれば辺境姫様の味方になってくれるさ」

「うん！　できれば、グレン様とは戦いたくないもん。賛成！」

　グレンは、ヘネシーが父の次に敬愛している存在だ。本心の言葉だった。

「しかし南のゴダード子爵は違ちがう。真っ先にワーテイス大公に従うはずだ」

「十億エルを払はらえるというのですか!?」

　ジノの言葉に驚おどろいたルシールが、悲鳴に近い声を上げる。

「そんな金など、とても払えるわけがない。故ゆえに、ワーテイスはこう言うだろう。反旗を翻した西フェザーミルを攻せめれば、支し払はらいの猶ゆう予よを与える、と」

「つまり最初の敵とは、ゴダード子爵ですね！」

「その通り」

　ルシールの言葉に、ジノは大きく頷うなずいた。

「ゴダード子爵は自らも剣の達人であり、【鉄壁の】将軍という二つ名持ちのヴァンパイアで、特に守備戦においては無類の強さを誇ほこる。それに、その両りよう脇わきを固めるゴダード子爵の娘アリューゼ将軍とアイザック将軍も凄まじい腕うで前まえを持つ武人だ。ワーテイスは大公を名乗ったことで貴族への挨あい拶さつや、公都の運営の引き継つぎで、暫しばらくは職務に忙ぼう殺さつされるだろう。つまり北はすぐに兵を出せない。だから繫ぎとして南を動かすと見た」

「あ、あの馬ば鹿か兄が考えたとは思えないわね。巧こう妙みようすぎるわ」

　ヘネシーが漏もらした言葉は、そのままジノの不安要素でもあった。確かにヘネシーの言葉通り、凡ぼん庸ようなワーテイスらしくない。たった一通の手紙で、ここまで情勢を操るなど、まるで大軍師がやることだ。

　しかし今はこの当面の敵に対してどうするか、である。

「辺境姫様の指し摘てき通り、この十億エルの要求は各領主に旗き幟しをはっきりさせるための布石だ。東も南も、白麗山脈の鉱山を有している。無理をすれば払えない額じゃない。となると、リンカーフォルとの合戦でもしフェザーミルが負けたなら、グレン伯爵とはいえ家を守らねばならないから、ワーテイスを大公と認めざるを得なくなる」

「本当に妙みよう手しゆね。でも早い話、ゴダードを倒たおせばいいんじゃないの？」

「ところが、そう簡単な話じゃないんだよ。何せゴダード子爵軍は二〇〇。しかも、長らく南の関所〝白南関〟を守ってきた精せい鋭えいだ。オレやライバー将軍は、その強さを知っている。対してフェザーミルの兵は一二〇。まともな戦いくさをしたら、勝ち目はない」

「で、でも、白南関攻こう防ぼう戦せんでは、ライバーやターシャも、リンカーフォル勢に引けを取らない働きをしたわ！」

「確かにそうだよ。つまり、リンカーフォルとフェザーミルが総力戦になったら、どうしても死力を尽つくした戦いになってしまう。でも、今のオレらは、リンカーフォルと死し闘とうをしちゃいけないんだ」

「え……何故？」

「まともな戦になったら、その時点で負けだからだよ。何せ相手は守備戦を得意とするゴダード子爵。長期戦になるのは目に見えている。たとえ死力を尽くしてゴダード子爵を討うったとしても、多大なる損失を被こうむるだろう。そうなれば誰が一番喜ぶかな？」

『うっ!!』

　その場にいる誰もが、高らかに笑うヴァンパイアの姿を頭に思い描えがいた。

「間ま違ちがいなく、あの馬鹿兄ね」

　ヘネシーが、人差し指の第二関節を嚙かみながら言った。

「そうさ。全軍挙げて南へ攻め込んだら、北のワーテイスは高笑いしながら、全てを後回しにして、フェザーミル討とう伐ばつ軍を興おこす。そうなればシルバーキープも従わざるを得ない。何せ空き家同然のフェザーミルだからね。こうなったらもう防ぎようがない。フェザーミルはナイフとフォークを入れられるのを待つだけの、皿の上のケーキ同然の状態となる」

「う、むう……」

　ヘネシーやルシールの眉み間けんに、皺しわが寄った。

　ジノの推論には、それだけの説得力があった。

「要点を言う。今は南のリンカーフォルを短期間で打ち破った後、グレン伯爵を味方に付け、ワーテイスと戦う戦力を維い持じする。フェザーミルが生き残る道はこれしかない」

「うむ！」

　ライバーが、目を閉じて腕組みし、静かに唸うなった。ここまでの話は、殆ほとんどがジノとヘネシーで行われている。普ふ段だんは口うるさいライバーが、だんまりを決め込んでいることを、ヘネシーは不ふ審しんに思った。

「信じ難がたいけど、ワーテイスはたった一通の手紙でそこまでの手を打ってきたんだよ」

「いよいよもって、あの馬鹿兄の策とは思えないわ」

「辺境姫様、大公の側近にそれほどの軍師がいたかな？」

「聞いたことがないわ。何せお父様こそ最高の将軍であり、至高の軍師なのだから」

「そうだよね。だとすると、ワーテイスがかなりの軍師を手に入れたのかな？」

　ヘネシーまでも、兄ワーテイスらしからぬ策に、戸と惑まどいを覚えていた。

「さてと。今まで説明した状じよう況きようを踏ふまえて、この一見詰つんだ盤ばん上じようを一気に覆くつがえすのが、これから話す唯ゆい一いつ無二の策だよ」

「何ですって!?」

　ヘネシーだけでなく、ルシールも驚き呻うめいた。ただ静かに、目を閉じてジノの言葉を聞くライバーの存在が、不気味だった。

「さては、先にその策をライバーに話したわね？」

「はは、さすがに察しがいいね。そうなんだ。この策は【疾しつ風ぷうの】大将軍ライバー・ツェンペルト男だん爵しやく率いるフェザーミル兵でなければ、為なし得ないからね」

「……時間がなさそうだから、先に策を聞かせて貰もらうわ」

　ヘネシーが、ジノにそう促うながした。

「では……」

　ジノはそれから、滔とう々とうと秘策を、皆みなに伝えた。




　それはあまりにも酷ひどく、大き過ぎる犠ぎ牲せいを払うものだった。




「……他ほかに手はないの？」

「ない」

　ジノの返答は、実に簡素だった。そして、当のライバー将軍は、改めてジノの策を聞いて身じろぎするどころか、双そう眸ぼうを爛らん々らんと輝かがやかせ、笑みを浮うかべた。

　ジノの策で最も大きな損失とは、他ならぬ、このライバー将軍なのだ。

「ヘネシー様。ジノの策でいきましょう。ワシにゴダードを討てとお命じ下され。この【疾風の】大将軍ライバー、二つ名に負けぬ働きを見せつけてやりますぞ！」

　ヘネシーは思わずジノに目を移す。

　ジノは黙もくして語らず、ただ小さく首しゆ肯こうしたのみだった。

「……分かったわ。どうやらここは、将軍に託たくすしかないようね」

「おう、有り難き幸せ！」

　ライバーは少しも動じず、拳こぶしを握にぎり締しめて直立していた。

「では、これより私は兄に親殺しの嫌けん疑ぎがある故、大公暗殺の犯人が挙がらぬ内から次期大公を決めるのは尚しよう早そうであることと、戴たい冠かん式しきも行っていないうちから勝手に大公を名乗っていることから、今後ワーテイスを〝偽にせ大公〟と呼び、本日中に反旗を翻ひるがえす。ライバー将軍はジノの策に従い、二ディエ後に兵を率いて、ゴダード子爵を討て！」

　ライバー将軍はそう宣言したヘネシーに片かた膝ひざを突つき、左拳を右胸に当て、右手をぴんと伸のばしてから左手の甲こうに乗せて拝手敬礼した。

「フェザーミル大将軍ライバー・ツェンペルト、ご下命、確かに承った！」

「うむ。私は必ず兄ワーテイスを倒し、大公の座につくことを約束するわ」

「このライバー、戦場を駆かけ巡めぐること七〇〇余ヤーズ。それらはまさに、この時のためにあったのじゃ。このような大役を頂ちよう戴だいし、恐きよう悦えつでございます」

「頼たのんだわ」

「お任せあれ！」

　ライバーはもう一度、頭を垂れると、慄りつ然ぜんと立ち上がり、広間を後にした。

「本当に、これでよかったんだよね、ジノ」

　ヘネシーは、すとん、と椅い子すに座り、脱だつ力りよくした。

「当然だ。オレたちはライバー将軍の決意を、絶対に忘れちゃいけない。辺境姫様も、ヴィオラも、ルシールも、ターシャも、トレーフルも。それに、話はまだ終わっていない。もう一つ、大事な一手を打つんだ」

「まだ策があるというの？」

　そう言うヘネシーに、ジノが言った。

「これは、他の誰だれにもできないことだよ。ヴィオラに、東へ遠交して貰う」

「!!」

　その言葉に、またも一同が驚きよう愕がくした。

「東とは……グレン伯爵のことですか？」

　ルシールが、ジノに訊いた。

「そう。辺境姫様は野心があってワーテイスに反旗を翻したんじゃない。国のため、ヴァンパイアのために、政道を正す覚かく悟ごを表明したんだ。故に、敵は偽大公ワーテイス唯一人であり、その子、アルベリック伯爵については辺境姫様の養子として、今後は第一継嗣として取り扱あつかうとグレン伯爵本人に話し、フェザーミルに付くよう説得して貰いたいんだ」

「それはまた、随ずい分ぶんと大だい胆たんなことを……通じますかね？」

　ルシールが、ジノに訊いた。

「意地でもやって貰わなきゃいけない。辺境姫様はこの情勢だから、国を空にできない。となると、この役を務められるのは、もうヴィオラしかいないんだ」

「そっか！　ジノが前に、鍵かぎを握るのはライバーとヴィオラだと言っていたのは、こういうことなのね？」

　ヘネシーの言葉に、ジノは大きく首肯した。

「戦となればライバー将軍は絶対的な存在だよ。しかし外交となれば、やっぱりヴィオラだよ。何せグレン伯はく爵しやくと同じ公都四大名家の出身だし、その作法は他の追つい随ずいを許さない。他に辺境姫様の名代を務められるヴァンパイアなど存在しないさ」

「わかったわ。早速、グレン様への親書も私が認め、ヴィオラに伝えておくわ」

「うん、宜よろしく頼む」

　ヘネシーが席を立とうとすると、ルシールがいつものように申し訳なさそうに、ヘネシーとジノの前に来た。

「あのう、こんな事態ですが、私に何かできることはないでしょうか？」

「ふむ……そうだね、ライバー将軍とその麾き下かの兵に、最高の装備品を揃そろえてあげて欲しい。今はそれくらいかな」

「こういう時に内政官というのは無力だと、思い知らされます」

「違ちがうよ、ルシール。今回は突とつ発ぱつ的かつ、偶ぐう発はつ的な出来事だった。だから、出番が来なかっただけさ。でもね、近いうちに徴ちよう兵へいを行うから、その準備だけはしておいて」

「徴兵を!?」

「そうさ。何せ、大公が亡くなったんだ。もう公都に気き兼がねなく兵を増やせる。シルバーキープも、リンカーフォルも、すぐにでも動き出すはずだよ。だからその前に、辺境姫様がリンカーフォルを手に入れるのさ」

「なるほど……」

　今のフェザーミルは、内政改革によって、目覚ましく成長している。せめてあと三メリアもあれば、相当の兵を養える財力が手に入るはずだった。そういう意味では、今、大公が倒たおれたのは、ジノにとっても頭の痛い事件だったのだ。

「そっか、ルシールと協力して内政を拡かく充じゆうしていたのは、それすらもジノの策の下地だったのね……お父様が亡くなる前から、ここまで考えていたんだ」

　ヘネシーが脱力して、背もたれに身体からだを預けた。

「どうしても、これしか思いつかなかった。あのゴダード子し爵しやくを倒すのは気が引けるけど、辺境姫様の前に立つものは、旧知のものであろうと瞬しゆん殺さつするという姿勢を、国中に広めるんだ。そうすればグレン伯爵を味方に付けやすくなる。でも、一つでも失敗したら全すべて終わりだ。危ない綱つな渡わたりだよ」

「こんな大事になるなんて、思いもしなかったわ」

　ヘネシーの呟つぶやきに、ルシールが涙なみだ目めになって陳ちん謝しやした。

「私は文官なので、軍事局や外交局ほどお役に立てなくて……しかし、もし今、十億エル払はらえるだけの余よ裕ゆうがあれば、他に選せん択たく肢しが、あったかもしれません」

　悲ひ壮そう感を浮かばせるルシールに、ヘネシーが強く言った。

「それは違うわルシール。私は一〇〇億エル持っていたとしても、あの兄に一エルたりとも、くれてやる気はない。あなたはジノの案がいいと思えば採用し、そうでないと思えば却きやつ下かすればいいの。領内のことを任せきりにして申し訳ないけど、頼たよりにしているわ。今はヴィオラの交こう渉しようが上う手まくいくように、グレン様に充分な手土産みやげをご用意してあげて」

「ヘネシー様……承知、致いたしました」

　ルシールは深く腰こしを折り、拝手敬礼して、この場を後にした。

　そして部屋には、ヘネシーとジノ、そしてトレーフルの三人だけになった。

「ジノはいつの間にか、こんな軍略も身につけていたのね」

「いや……今回はライバー将軍の手て柄がらだよ。何せ、さっきまで本当に何も思いついていなかったんだから。でもライバー将軍のおかげで、天てん恵けいともいうべき策を考えついた。でも……やっぱり、辛つらいね」

　ヘネシーはジノの姿に、既すでに軍師としての風格を感じていた。

「確かに今度のことは痛みを伴ともなうとはいえ、光明が見み出いだせなかったあたしたちに進むべき道を与あたえてくれたわ。よくぞそこまで、勉強してくれたわ、ジノ」

「……では一つ、辺境姫様に今回の策が当たったら、ご褒ほう美びを頂こうかな」

「ご褒美？」

　ジノは立ち上がり、背筋を伸ばして、拝手した。

『ライバー将軍がゴダード子爵を倒した暁あかつきには、侍従贄フイーズのままで構わないから、オレを正式にフェザーミルの軍師にして欲しい』

　それは、ジノの決意表明でもあった。

　ゴダード子爵に勝ったとしても、まだ本命のワーテイスがいる。ワーテイスが率いるのは前大公が残した精せい鋭えいと、大将軍カルウラを始めとする、歴戦の強つわ者ものである。ジノは正式に軍師となって、彼らと戦いたかったのだ。

「そうね。ジノのお陰かげで領内が飛ひ躍やく的に成長したのは事実だし、今回の策を出せるものは、フェザーミルはおろか、このストーリア公国で誰もいないと思う。いいわ、リンカーフォルに勝てた暁には、ジノを正式に軍師にすることを約束しよう！」

「有り難き幸せ！」

　ジノは拝手したまま、深く頭を垂れた。

「元々、ジノにも何か役職を与えようと考えていたの。内政官にしようかと思ったけど、そっちにはルシールがいるからね。それよりも手が足りないのは、軍事局だと気付かされたわ。ジノには今以上の責任を背負って貰もらうことになるけど」

「そう思ってるなら、市井しせいに降りていく回数を減らして、オレを寝ねかせてくれよ」

「あはは、それは無理な相談だな。あれはあたしの楽しみだからねー」

　重苦しい雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばすように、ヘネシーが笑った。

「やはり辺境姫様は、笑顔が一番だよ」

「へっ!?」

　急に褒ほめられ、かああ、と、頰ほおを染めた。

「そ、そうだ。グレン様宛あての親書と、各領地に向けた手紙を書かないといけないわね」

「そうだね。今晩中に伝信鳥を飛ばそう」

「う、うん。わかったわ。それじゃ……」

　ヘネシーはジノにそう言い残し、広間から出て行った。因ちなみにトレーフルは再び姿を消し、いつの間にか、城外に二つ目の壊こわれたテーブルが投げ捨てられ、広間のテーブルが新調されていた。




　翌日、ジノは夕暮れ時に目を覚ました。

　日暮れを知らせる時告げの鐘かねが、フェザーミル城と、その城下町に鳴り響ひびく。

　それを合図に、ヴァンパイアたちが目を覚まし、棺かん桶おけから出て来た。ヴァンパイアが棺桶で眠ねむるのは、偏ひとえに日光から自分を守るためだ。故ゆえに、睡すい眠みんに使用する棺桶の材質は、上流階級の場合、瀟しよう洒しやな装そう飾しよくを施ほどこした、燃えない重い石か、黄金で作られていることが多い。

　実際、寝ている間に炎ほのおに焼かれて絶命したハーシュタット・ストーリア前大公も、普ふ段だんは石棺で眠っていた。檜ひのきの棺などで寝てしまった前大公は、油断したとしか言いようがない。

　そして、この日。ヘネシーは大公を名乗る兄ワーテイスに対して祝しゆう儀ぎなど払うつもりなどないし、そもそも前大公を殺した犯人も捜さがさないまま大公を名乗るのは道理に合わぬと、ワーテイスを真っ向から否定し、公然と反旗を翻す手紙を四方八方に送った。

　それと同時に東のグレン伯爵にはヘネシーの名代としてヴィオラが向かい、更さらに軍事局から数名の兵が消えていた。

　今日でジノの策の下準備は全て整い、決戦は翌日ということになる。ゴダード子爵が旗き幟しを鮮せん明めいにしていないうちから攻せめるという、電でん撃げき作戦だ。フェザーミル軍が全力で走れば、半日かからず子爵領に侵しん攻こうできるだろう。

　ジノは城の中庭、兵舎にいたライバー将軍の許もとを訪れた。

「おうっ、ジノじゃないか。どうした？」

　ライバーの声音は、普段と全く変わらなかった。

「いよいよ明日あした、決戦だからね。良質のワインを辺境姫様から頂ちよう戴だいし、持って来たよ」

「おお、それは有り難い！　ささ、入ってくれ」

　ライバーに促うながされ、部屋に入る。ブランデーと煙草たばこの匂においがする、無骨な部屋だった。どうもヴァンパイアの軍人というのは、酒と煙草を愛用しているようだ。

「ライバー将軍。先行隊と、共に戦う兵の方はどう？」

「ああ。即そつ決けつじゃったぞ。何せフェザーミル兵一二〇名全員が、志願してきたからのう」

「何と、全員が？」

「先行隊もワシ自ら鍛きたえてやった、粒つぶ選よりのものたちじゃ。それを率いているエデッサ伍ご長ちようも存分に働ける男。心配はいらん」

　がはは、と豪ごう快かいに笑うライバー。

「おまえさんは知らんじゃろうが、フェザーミル軍は忠義に厚く、存外に強いぞ。しかも此こ度たびの相手は【鉄てつ壁ぺきの】ゴダード子爵じゃ。あの白南関攻こう防ぼう戦せんの時は味方じゃったが、相手にとって不足はない。このフェザーミルでこれほどの晴れ舞ぶ台たいなど、二度とないじゃろう。血湧わき肉躍おどるとは、まさにこのことよ！」

「それだけ聞くと、何だか将軍は傭よう兵へい団の頭かしらみたいだな」

「ははは、そうじゃな！」

　ライバーは肩かたを揺ゆらして、豪快に笑った。

「しかし【疾しつ風ぷうの】ライバー将軍がそれを率いていることにこそ、大きな意義があるからね」

「無論よ。万事、上手くやるから心配するな、ヒト軍師殿どのよ！　がははは！」

　ライバーはジノが持って来たワインのコルクを手で引っこ抜ぬくと、一気に呷あおった。

　本当に傭兵のようだった。

「いや、実際のところ、ワシはおまえに感謝しているくらいなんじゃよ」

「感謝だって？」

　ジノは意外な言葉に、動どう揺ようした。

「この戦は間ま違ちがいなくヘネシー様が進むであろう覇は道どうの、第一歩目になるんじゃろ？」

「間違いなく、そうなるね」

「何という栄えい誉よじゃろうか。いずれヘネシー様が、あの小こ賢ざかしいワーテイスを倒して、この国を掌しよう握あくしたら、その第一歩目はこの【疾風の】ライバー・ツェンペルトがゴダード子爵を討ち取る、と、歴史に名が残るじゃろうな」

「それは間違いない。オレが、必ずライバー将軍の戦いを後世に残すからね」

「ワシはこの七〇〇余ヤーズ、心はずっと大公陛下の許にあった。あの鬼き神しんのような強さを誇ほこった陛下の末路が、自室で焼死とは……陛下とて、どうせ命を落とすなら、国の命運を懸かけた大戦で死にたかったはずじゃ」

「それじゃあ、敗色濃のう厚こうじゃないか」

「兵士や将軍なんぞ、そんなもんじゃ。同じヴァンパイアでも、富を得ることに執しゆう着ちやくするものもいれば、戦で華はな々ばなしく散ることを美学とするものもいる。ただ気がかりなのは、娘むすめのターシャじゃ」

　ライバー将軍は地面に両りよう膝ひざを突つき、ジノに対して低頭した。

「何をしているんだ、将軍！　顔を上げてくれよ！」

「ターシャはまだ未熟者じゃからのう。ワシとて親じゃ。ターシャの顔を見たら、戦意を失うかもしれんからな」

「じゃ、じゃあ、将軍はターシャに、策のことも伝えていないと!?」

「ああ、何も伝えておらん。それはジノ、おまえさんに任せる」

　何たる難題を残して行かれるのか、と、ジノは背筋が凍こおる思いだった。さりとて、ライバーの言い分も尤もつともだ。

　ターシャに話していない。それは英断だったかもしれない。全てはすぐ明らかになるのだ。

「ターシャは自分の中に確たる美学を持っていないから、無茶もするじゃろう。この先、あいつのことを、どうか、どうか、宜よろしく頼たのむ！」

「任せてくれ、ライバー将軍。それは辺境姫様も、重々、承知している。悪いようにはしない」

　ライバーは顔をジノに向け、立ち上がった。

「それを聞いて、安心した。いよいよ明日か、腕うでが鳴るのぉ……」

　ライバーは再びワインを手にして呷ると、満面の笑みを浮うかべた。




　　　　●〇●〇●〇●〇●〇




「将軍とは、わからないものだよ」

　ライバー将軍の部屋を後にし、ジノは城の自室に戻もどった。不死でもなく、膂りよ力りよくもなく、五十ヤーズ程度で死ぬジノには、ライバー将軍の境地に達するのは不可能だろう。

「歴史に名を残す、か」

　ライバーが言っていた。明日の戦いは、間違いなくこのストーリア公国史に残るものになるだろう。

「ジノ様」

「うおぁっ！」

　背後から、いきなり声をかけられた。

　トレーフルだった。

「どど、どうしたの!?」

「ヘネシー様が呼んでおられます。二階の広間に来るように、とのことです」

「あ、ああ。すぐ行く」

「では」

　そう言い残し、トレーフルはまた風のように消えた。

「本当に、怖こわい……」

　とにかく、どうやら何かが動いたらしい。ジノは急いで二階の広間に行くと、そこにはヘネシーだけが椅い子すに座って、テーブルの上に数枚の書簡を並べて腕を組んでいた。

「辺境姫様よ、何かあったのか？」

「あ、ジノ。待ってたわ。これを見て」

「どれ、拝見しよう」

　ジノも椅子に座り、三通の書簡を眺ながめた。

　一つは、公都ストーリアからのものである。公然と反旗を翻ひるがえしたので、それに対する怒いかりと、侮ぶ蔑べつの言葉が並べられていた。

　二通目は、南のゴダードからの返答である。イセントリク子し爵しやく家は大公家に背そむく気はない。経けい緯いはどうあれ、新大公となったワーテイス大公と結けつ託たくし逆ぎやく賊ぞくを討つ。どうか許されよ、というものだった。ジノの予想通り、ゴダードはワーテイスについたのだ。

　最後の一通は、東のグレンからだった。お御み足あしを汚よごさせて恐きよう縮しゆくだが、ご使者の来城をお待ち申し上げると、丁てい寧ねいに認したためてあった。

「なるほど。大おお凡よその状じよう況きようは、予想した通りになったね」

　ジノが、最後の一枚を読み終えて言った。

「やはり最初の敵は、南のゴダード子爵だったわね。よくぞ見み抜ぬいたわ」

「イセントリク家は、大公家の分家だからね。仮にもワーテイスは第一継けい嗣しだったし、こうなるのは当然さ」

「ゴダード子爵とは、上手くやっていけると思ったのに……残念だわ」

「仕方ないさ。しかしゴダード子爵は一手、遅おそかった。その遅おくれが致ち命めい傷しようになったことを、知らずして討たれるんだ」

「いよいよ、決戦ね」

　そう言うヘネシーに、ジノはさらっと言った。

「さあ、南はもう片付いたも同然だ。次はグレン伯はく爵しやくに考える時間を与あたえないことが先決だ。この手紙は文面こそ丁寧だけど、やはり辺境姫様につくのかワーテイスにつくのか、決めかねていると推察できる」

「あたしが公都にいた頃ころは、よく遊んでもらったわ。優しい目をした方で、子供だったあたしにも、きちんと礼を尽つくして接してくれたわ……」

　恍こう惚こつとした表情で語るヘネシー。

「つまり、ものの道理が通じる御ご仁じん、ということでいいんだよね？」

「ええ。あの方は公平無比、己の剣けんに誓ちかって、正しい道を選ぶ方よ」

「だとしたら……少々、難物かもしれない。ヴィオラでも、荷が重かったかな」

「えっ？　どうして!?」

「ワーテイスがハーシュタット・ストーリア前大公を殺したという証しよう拠こがないからだよ。今のままだとフェザーミルは逆賊だからね」

「そんな！　あたしだって前大公の娘よ!?」

「乱とは肉親や血族によって起こるのが殆ほとんどだよ。まして、前大公はワーテイスを後こう継けい者しやとしていたんだから」

「グレン伯爵は、そんな方じゃないわ！」

　ヘネシーとジノが、珍めずらしく睨にらみ合った。

「……あたしたちがここで言い合っても、何も始まらないわね」

「その通りだね」

「今は、ライバー将軍とヴィオラが上手くやってくれることを、祈いのるしかないわ」

「うん」

　こうして動乱の前夜は、表向きには凪なぎのように静かに、しかし、水面下では激しく過ぎていくのであった。




　グラファリア大陸統一暦れきＭＧ〇五七六ヤーズ、四メリア、二十ディエ。

　この日。フェザーミルでは様々なものの行き交いが、活発に行われていた。

　何せ、二つの大きな出来事が、ほぼ同時に行われるのである。一つはライバー将軍率いるフェザーミル軍の、ゴダード子爵領侵しん攻こう。もう一つは参さん謀ぼうヴィオラによる、東のシルバーキープ、グレン伯爵への遠交である。

　今回の件は二つともジノの提案を、ヘネシーの即そく断だん即そつ決けつによって決定されている。

　まず先に出しゆつ征せいするのは、ライバー将軍だった。今回の策では馬は一切使わない。何な故ぜなら、ヴァンパイアは馬よりも速く走れるからだ。兵へい站たんとなるヒトも連れて行かない。超ちよう短期決戦となるので、かえって足手まといになるだけだ。

　ライバー軍はフェザーミルの象しよう徴ちよう色である赤色に塗ぬられた兜かぶとを被かぶり、フリルがついた軍服で、腰こしに帯たい剣けんしている。ヘネシーの前でライバー将軍と兵が、片かた膝ひざを突いて拝手した。

「それでは、これより出兵致いたしまする。ヘネシー様の御み名なを汚さぬよう、軍師の秘策を胸に刻み込み、全力で戦って参りますぞ！」

　一番前にいたライバーがそう言って頭を垂れると、後ろの兵士が続いた。そして赤いドレスに身を包んだヘネシーが、ライバーたちに声をかけた。

「ライバー大将軍。そしてフェザーミルの勇士たちよ。武運を祈る！」

「ははっ、有り難がたきお言葉！」

　ライバーはそう叫さけぶと、ヘネシーの少し後ろに控ひかえていたジノに視線を向ける。

（将軍、頼んだよ）

　ジノはライバーに拝手し、そう願って瞳ひとみに力を込める。ライバーは大きく頷うなずき、立ち上がって、振ふり返った。初めは、ジノのことを小賢しいヒトじゃと罵ののしっていたライバーだったが、ここに至って二人の間には、漸ようやく絆きずなのようなものが芽生え始めていた。その矢先だけに、ジノの胸中は穏おだやかではなかった。
















「皆みなのもの聞けい！　この戦はストーリア公国史に刻まれること間違いなしじゃ。黒こく炎えん神ヴェルフレイムのご加護も、必ずや我らを導いて下さるぞ！」

「おお────っ！」

　兵士たちは声を揃そろえて抜ばつ剣けんし、星々が煌きらめく天に向かって突き上げた。

「敵が監かん視しを強める前に、疾しつ風ぷうの如ごとく攻せめ入る！　さあ出しゆつ陣じんじゃ、我に続けぇ！」

「おおおおおおおおおおお！」

　怒ど号ごうと共に、ライバー軍が駆かけだしていく。それをヘネシーとジノは、視界から消えるまで見送っていた。

「さあ、こちらも急がねばなりませんわ」

　ヴィオラが、ヘネシーにそう言った。

「それではヘネシー様、行って参ります」

「頼むわ。今やフェザーミルの命運は、ライバーとあなたに懸かかっているということを、忘れないで」

「承知しておりますわ。ライバー大将軍に負けぬ働きをご覧に入れましょう」

　ヴィオラが、真紅のドレスを翻し、馬車に乗り込んだ。準備が整い、騎き士し一〇名が三台の馬車を囲む。そしてヴィオラの一行は、街道を東へと進んでいった。

「おい」

　そこへ現れたのは、息を切らした……ターシャだった。

「あれは、どういうことだジノ！　どうして父上は──」

「オレが話して、将軍がそれを望まれたんだ」

「ち、父上が？」

「そうさ。将軍は言っていたよ。キミに知られたら決意が鈍にぶる。だからくれぐれも、キミのことを宜しく頼むと言っていた」

「そん、な……父上……」

　ターシャはがっくりと項うな垂だれ、ライバーらが出陣していった城門に目を向けていた。




　　　　●〇●〇●〇●〇●〇




　ＭＧ〇五七六ヤーズ、四メリア二十ディエ、午前四ハル。

　街道を南に疾しつ駆くしていたライバー軍は、早くも南のリンカーフォル城の東にある草原に布ふ陣じんしていた。緑の大地に、真紅の兵士のいでたちは、リンカーフォル城からもはっきりと見てとれるほど目立っていた。

「急報！　急報です！」

　リンカーフォル城の広間で寛くつろいでいた領主、ゴダード・イセントリク子爵は、東の草原に突とつ然ぜん、フェザーミル軍現るの報に、怒りを露あらわにした。その癖くせのある銀の髪かみを弄いじり、金の双そう眸ぼうに覇は気きが宿る。

「見張りは何をしていた！　いきなり城に敵兵が現れるなど、聞いたこともない失態だ！」

　ゴダードは直ちに軍服に着き替がえ、銀の兜を被り、腹心のアイザック将軍に訊きいた。

「して、敵の詳しよう細さいは？」

「敵は紅の公国旗、フェザーミル軍です。その将はライバー・ツェンペルト男だん爵しやくとのこと！」

「！……あの【疾風の】ライバーか!?」

　思わぬ大物に、ゴダードは嘆たん息そくした。

「先のトロール戦の時は仲間同士で、杯さかずきを交わした仲だ。できれば戦いたくなかったが……イセントリク家の当主として、せめてライバーだけは、この手で討ち取ろう。西は全軍でも一五〇程度だと思ったが、ライバーが出てきたとなると、総力戦だな。敵兵力はどのくらいだ？」

「そ、それが……凡およそ、二十かと」

「はあっ!?」

　耳を疑う数字だった。

「すると何か、ライバーともあろう名将が、たった二十の兵で、兵二〇〇を擁ようするこのリンカーフォルに攻め込んで来たというのか!?」

「はい、ど、どうも、そのようで」

　ゴダードは、このライバーの行動自体に、激しい侮ぶ辱じよくと憤いきどおりを覚えた。

「私が相手なら、兵は二十で充じゆう分ぶんと言いたいのか、ライバー。馬ば鹿かにしおって……その数ならば、守りはいらん！　アイザック将軍、こちらは全軍で当たる。白南関にいるアリューゼはそのままでよい。その他の兵は、全員集めよ。一いつ斉せいに討うって出て一いち網もう打だ尽じんにしてくれる！」

「ははっ！」

　ゴダードは歩きながら命を下した。

　果たして一ハルの後。

　ゴダード子爵軍二〇〇が勢せい揃ぞろいし、騎き乗じようして城門を開く。確かに目の前には、真紅の姿の一団があった。

（ふむ。あの人数ならば分散させて集わせれば、こちらの監視は誤ご魔ま化かせるか）

　ゴダードはそう分ぶん析せきしながら、馬の足を進める。城の中からも、続々と騎士が溢あふれ出してきた。

「そこに現れし愚ぐ者しやどもは、新大公に反旗を翻ひるがえした逆ぎやく賊ぞくか!?　我こそは大公家の一族にしてリンカーフォル領主、ゴダ──」

『やかましい、童わつぱめが！』

　雷らい鳴めいのような声が、草原に響ひびき渡わたる。

　たった一言で、イセントリク家の象徴色である深緑の軍服を着た騎士たちが、一いつ瞬しゆん、気け圧おされた。名乗らせてすらもらえなかったゴダード子し爵しやくの表情は、兜に隠かくれて露わにはなっていなかったが、手た綱づなをきつく握にぎり締しめ、身体からだを小刻みに震ふるわせているところを見ると、相当怒おこっているようだった。

『我こそはフェザーミル軍随ずい一いちの将【疾風の】ライバー・ツェンペルト男爵である！　この名を聞いて首を傾かしげるものは、遠えん慮りよなくかかって来い。帰り道は、用意してやれんがな！　がーっはっはは！』

　またしても、凄すさまじい声量が、ゴダード軍を包み込む。

　その覇気。その凜りんとした佇まい。かつてハーシュタット・ストーリア前大公と戦場を駆けたという、ライバー本人に間ま違ちがいなかった。

「ライバー将軍……できればあなたを敵にしたくはなかった。だが、こうなった以上、私はこの矛ほこ、片翼の天使でもって応こたえよう！」

　ゴダードも、さすがに子爵だけあって、負けてはいなかった。

「はっ、口だけならば何とでも言えるわい！　大言を吐はくのは、この首を取ってからにいたせ！」

「おう、言われずともやってやる！」

　辺りに、緊きん張ちようが走る。

　決戦の時が近い。

　誰だれもがそう思った。

「全軍──」

　矛を、天に掲かかげるゴダード。

「全軍──」

　双剣を掲げ、声を張り上げるライバー。




『突とつ撃げき────っ！』

『退たい却きやく────っ！』




　真逆の命令が下され、その場は一時、混乱に叩たたき落とされた。

　ゴダードが見ると、ライバーらフェザーミル軍は、全速力で東に逃にげ出していた。

「お、の、れ……ぇえええええ！」

　怒いかり狂くるったゴダードが、部下のアイザック将軍と共に馬を駆る。正気を取り戻もどした騎士たちも、主君に従って馬の腹に蹴けりを入れ、全力で草原を疾駆した。

　だがライバーらは本気で逃げている。その足は馬よりも速く、ライバー軍とゴダード軍の間は、じりじりと広がっていった。

「このままでは埒らちがあかん！　全員下馬し、隊を二つに分けよ。一方はアイザックが指揮し、フェザーミル軍の退路を断て！」

「ははっ！」

　ゴダード軍の兵は馬から飛び降り、二手に分かれてライバー軍を追った。

　馬を捨てたことが奏功し、徐じよ々じよにライバー軍との間合いが詰つまっていく。左右に一〇〇ずつ分けたリンカーフォル軍のうち、アイザック将軍が率いる軍は、既すでにライバー軍の真横まで迫せまっていた。

「よし、アイザックはそのまま奴やつらを追い越こし、反転して足止めせい！　ライバーは、私が直々に成敗してくれるっ！」

　ゴダードが命を下すと、兵たちの足は、更さらに速まった。

「お、お待ちを、お待ち下され、ゴダード様！」

　ゴダードのすぐ横を走っていた兵士が、声をかけてきた。

「何じゃ、今は狩かりの時間ぞ！」

「間もなく夜明けです！　あまり城から離はなれると、日が昇のぼる可能性があります！」

「はっ、いらん心配をするな。そんなことは最初から計算に入れておる。城の時告げの鐘かねは、この先の荒こう野やにまで鳴り響く。それが聞こえてきたならば、北の森の隠し砦とりでに行けばよい。あそこは昼でも日が差さぬからな」

「な、なるほど。さすがはゴダード様！」

「お主もいらん心配をせず、私が退却の合図を出すまで奴らを追え！」

「ははっ！」

　重大な懸け念ねんを払ふつ拭しよくできた兵は、益々足を速め、ライバー軍を追う。

　そしてついにゴダード子爵軍の前軍がライバー軍を捉とらえた。反転し、ライバー軍の進路を塞ふさぐように立ち塞がると、抜剣し、ライバー軍に猛もう然ぜんと襲おそいかかった！

「よーし、ここが正念場だ！　皆みなのもの、しっかりやれいっ！」

「ははっ！」

　ライバーの号令で、フェザーミル兵たちは剣を抜ぬき、ゴダード兵と剣を交えた。

　膂りよ力りよく、跳ちよう躍やく力、走力に優れるヴァンパイア同士の戦いは、単なる平面での戦いではない。四方八方からだけでなく、上からも降ってくる。三次元の戦いなのだ。

　ライバーは長らく愛用してきた魔ま剣けん、デスティーノという双剣を手に、縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回っていた。ゴダード軍の兵の斬ざん撃げきを片方の剣で受け流すと、同時にもう片方の剣で首を斬きり落としていく。

　胴どう体たいだけになった兵士が、首から血ち煙けむりをあげて、力無く倒たおれる。

　ライバーは二つ名の通り【疾しつ風ぷうの】如ごとく、敵兵の首を刎はね飛ばしていく。三人同時に掛かかっても、ライバーの身体に擦こすりもしない。

　ライバーの実力は本物だ。

　ヴァンパイア兵が何人来ようと、まるで相手にならなかった。

　ライバー将軍だけではなく、その麾き下かの兵も、凄まじい強さを見せた。何せ、この将軍に鍛きたえ上げられた精せい鋭えいなのだ。

　時を追うごとに、ゴダード軍の被ひ害がいが大きくなる。

　その強さに、ゴダードは身み震ぶるいした。

「さすがだ。大言を吐くだけはある」

　ゆらり、と、陽かげ炎ろうのように立つ人ひと影かげが、ライバーの視界に入って来た。

「ほーう、中々の立ち姿よ。南の子爵は子こ猫ねこじゃと思っていたが、虎とらの子じゃったか？」

「あなたは私を侮あなどりすぎた。償つぐないは、その首で払はらって貰もらう！」

　ふわり、と、浮うかび、地面すれすれを滑かつ空くうし、矛で風を薙ないでライバーに襲いかかるゴダード。しかし、ライバーも負けてはいない。ゴダードの斬撃を真っ向から受け止め、身体ごと弾はじき返したのだ。

「はっはっは、軽いなあ！　綿でできているのか、お主は……!?」

　次の瞬しゆん間かん。ライバーの左ひだり肩かたから、ぴっ、と血が流れた。あの刹せつ那なにゴダードの剣は、ライバーに届いていたのだ。

「ほーう、これは驚おどろいた」

　ライバーが肩に力を込めると、瞬またたく間に出血と切り傷が消えた。

「ヴァンパイア同士の戦いくさとは、厄やつ介かいだとは思わないか、ライバー」

　ひゅん、と矛先を地面に振ふるゴダード。

　地面の草に、赤き液体が飛ひ沫まつとなって降りかかった。

「多種族との戦いならば瞬しゆん時じに決するものを。何度も何度も斬られる痛みに耐たえねばならんのだからな」

　ゴダードの言葉に、ライバーが肩を竦すくめる。

「ワシにたった一いつ閃せん入れただけで、もう勝った気分か。めでたい男じゃな、お主は」

　びりっ、と、空気が震える。それはライバーからではなく、ゴダードから発する気き迫はくだった。

「どうもライバー・ツェンペルトという男は、私を怒らせるのが上う手まいようだ。そこだけは認めてやる」

　ふっ、と、ゴダードの姿が消える。ライバーは咄とつ嗟さに両手の剣を背後に回して交差させると、ゴダードの矛剣を受け止めた。今度は、ライバーが残像を残して斑むら消ぎえる。

「!?」

　ゴダードは一瞬、ライバーの姿を見失う。咄嗟に剣で首を守ったが、ライバーの狙ねらいは足だった。ゴダードの右脛すねが斬り上げられ、靴くつと共に切断された足が、回転しながら宙を舞まう。ゴダードは即そく座ざに右足を復元させると、少し距きよ離りを置いて再び、ライバーと対たい峙じした。

「ははは！　さすがは【疾風の】二つ名を持つ将軍。私の瞬しゆん身しんとは比ひ較かくにならん速さだ」

「お褒ほめに与あずかり恐きよう悦えつ至し極ごくじゃ！」

　ライバーはその双剣を、ゴダードに向けた。

「一対一の勝負ならば、勝てなかったかもしれん。だが戦は、やはり兵の数だろうよ。なあ、ライバー？」

　ライバーが気づくと、麾下の兵は、既に十人が討ち取られ、残った十人も、最早、再生が間に合わないほど、深手を負っていた。

　当然である。敵は二〇〇、味方は二十なのだから、苦戦しないわけがない。

「ライバーよ。おまえの主は愚おろか者の極みだな。おまえのような良将と勇ゆう敢かんな兵を、こんな名もなき戦で無む駄だ死じにさせるとは。聡そう明めいなるワーテイス公の妹御ごとは思えぬわ」

「それこそ笑止だゴダードよ。愚か者の極みに立っているのは、ワーテイスじゃ。それに気づかないお主も同類じゃがなあ」

「はっ、戯ざれ言ごとを。しかし、おまえは強い。それは認めよう。どうだ、私につかぬか？　今よりもずっと厚こう遇ぐうするぞ？」

　ゴダードがそう言うと、ライバーは再び残像を置き、周囲を取り囲んで来た敵兵を十人あまり、首を飛ばして瞬しゆん殺さつした。それが、ライバーの答えだった。その鮮あざやかな手際は、敵兵が一人も倒れることなく、ただ首から血ち飛沫しぶきをあげて硬こう直ちよくしていることから窺うかがい知れた。

「ゴダードよ。我が主の器は誠にでかいぞ。この国だけでは、あの方の器を満たすことは、できんかもしれんなあ……」

　ヒュン、と、剣に付着した血を払い、ちらりと東の空に目を向け、ゴダード子爵に向き直るライバー。辺りはもう、かなり明るくなっていた。夜明けが近いのだ。

「それに、ヘネシー様が見み出いだした軍師も、このワシが恐おそろしいと思うほどの切れ者じゃ。そんな彼らの行く末を見られぬのは、少々残念ではあるのう」

「何っ!?」

　ゴダードはその時、ライバーが死を覚かく悟ごしていることに気付いた。

　何故、死を覚悟しているのか？

　戦をしているのである。死を覚悟しているのは当然だ。

　しかし……何か釈しやく然ぜんとしない。

　どうしてライバーは、たった二十の兵で攻せめ込んで来たのか。

　戦には必ひつ須すである兵へい站たんすら持たずに。

　では、ライバーに死をもたらすものは、何か。

　ゴダードの剣か？　いや、違ちがう。

　剣の腕うででは、ライバーの方が数段上だ。

　では、二〇〇の兵か？　それも違う。

　よく見てみると、フェザーミルの兵は殆ほとんどが守りに徹てつしている。

　そうでなければ今いま頃ごろ、とっくに全ぜん滅めつしていたはずだ。

　まさか……。

　その時になって漸ようやく、ゴダードは策に嵌はめられていることに気づいた。

「全軍退たい却きやく！　北の森に向かって──」

『もう遅おそいわ！　だからお主は小童こわつぱなんじゃい！』

　ゴダードの命令は、またも最後まで言い切ることができなかった。

　東の空から眩まばゆい太陽が、顔を覗のぞかせたのである。

『ぎぃいいいやああああああ！』

　隠かくれるところのない平原に、ヴァンパイア兵の悲鳴が上がる。それは敵味方など関係なく、等しく降り注いだ。

「バカな！　時告げの鐘は、鳴って、おらん、ぞぁ、がぎゃああああ！」

　背中に陽の光を浴び、煙けむりを噴ふいて片かた膝ひざを突つくゴダード。その前に立ったのは、ライバーだった。

「ゴダードよ。ワシの生しよう涯がいで最後に手合わせした男としては、中々の腕うで前まえだったぞ。しかし、出しゆつ陣じんしてしまった時点で、お主は敗れていたのだ。これが、我がフェザーミルの軍師の凄すごさよ」

「何が、軍師だ。聞き及およんでいるぞ。確か、知ち恵えをつけたヒトだとか。私は、そやつに負けたというのか！」

「ああ、そうじゃとも」

「おおお、おののの、れええええ！」

　歯は軋ぎしりをするゴダード子し爵しやく。ヴァンパイアにとって、陽の光を浴びるのは、火焙あぶりの刑を受けているに等しい。その苦しみは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものだった。

　片膝を突き、悶もだえ苦しむゴダード。片やライバーも、身体からだ中から煙を噴き上げていた。

「ぐぐ……く、苦しかろう、ゴダードよ。せめて我が剣けんで、安らかに眠ねむれ」

「がが、が……感謝、する。私の、負けだ」

　ヒュン。そんな風切り音と共に、ゴダードの首が青空に躍おどった。

「ぐっ……！」

　ライバーも、片膝を突く。最後の力を振り絞しぼって辺りを見ると、自軍の兵も、敵軍も、殆どが灰と化し、風に吹ふかれて粉々になっていた。

　これが、ジノの計略の全ぜん貌ぼうである。

　前日、ジノは潜せん伏ぷくが得意な兵五人を、ゴダード子爵の居城、リンカーフォル城に潜ひそませた。そしてライバー軍が現れ、ゴダードが全兵士に出陣を命じると、直ちに鐘しよう楼ろうを制圧し、時告げの鐘を鳴らさないようにしたのだ。付近に町や村がないこと、戦いの場が平原であることも、ジノは地図で読んでいた。リンカーフォル城の鐘楼さえ抑おさえれば、ゴダードを騙だませると思ったのだ。

　そしてライバー将軍の存在は、この策に欠かせないものだった。二つ名持ちの将軍が現れれば、戦好きのゴダードのこと、必ずや全軍で襲おそいかかってくるだろう。ライバー軍は、敵軍を城まで戻もどれぬ距離まで引きずり出せば、後は陽が昇のぼるまで全滅しないよう、防戦に徹するのみだったのだ。

「しかし、中々、エグい策を立ておるわ……」

　ライバーが呟つぶやく。文句を言いつつも、その顔は安らかで、口くち許もとは緩ゆるんでいた。二つ名持ちの将軍であるライバーだからこそ、ゴダード子爵は食いついた。名もなき将であれば、わざわざゴダード子爵は出てこなかっただろう。

「全すべて、おまえの考えた通りになったぞ、ジノよぉあああああああああ！」

　どしゃり、と、崩くずれ落ちるライバー。

　既すでに全身が火傷やけどの域を超こえ、灰と化していた。

　その瞳ひとみから、何故か、涙なみだが零こぼれた。

　傷のものではなく、それは、ターシャに向けた……愛の涙だった。

「ター、シャ……愛して、るぞ……」

　それが【疾風の】将軍、ライバー・ツェンペルト男だん爵しやくの、最さい期ごの言葉となった。

　風が草原に波を作り、渦うずを巻き、歌い踊る。

　そこに残されていた二二〇に及ぶ兵士の剣と兜かぶと、そして二振一対の魔剣が、陽の光を反射させ、きらきらと輝かがやいていた。










　　　最終楽章　哀あい涙るい




　一方、その頃ころ。

　ジノは日の光を浴びて、フェザーミル城の城じよう壁へきから、南に顔を向けていた。予想ではこの太陽の光で、南の戦いは決しているはずだ。

　下手を打てば、これからグレン伯はく爵しやくや、ワーテイス大公と剣を交えなくてはならない。その時は、ライバー将軍のような歴戦の将軍を失ったツケが回ってくるだろう。

　だが、必要最低限の兵力でゴダード子爵を討うつには、これしかなかった。

　元々、フェザーミルは兵士を控ひかえめにしていた。しかし、ヘネシーの父である前大公亡き今、兵力増強に躊躇ためらう必要はない。国庫を開けば、それなりの数が揃そろうはずだ。

　そして今夜にも、鐘楼を制圧したエデッサ伍ご長ちようが、戦の結果を伝信鳥にて知らせてくれるだろう。暫しばらくはエデッサに子爵領を預け、その間にこちらはヴィオラがグレン伯爵と交こう渉しように入る。単たん騎きで駆かけ抜ぬければ二ディエでグレン伯爵領に辿たどり着けるが、ヴィオラは三台の馬車で出立した。単純に計算しても、四ディエはかかる見通しだ。

　つまりゴダード子爵との戦の結果は、ヴィオラが着く前に、シルバーキープにも届いているはずだ。そうなっていなくては、交渉にもならないとジノは読んでいた。

　ハーシュタット・ストーリア大公の死。

　奇くしくもジノは、この大事件のお陰かげで、天分を発揮できていることを実感していた。

　自分は内政よりも、軍略の方が向いている。それに気付かされたのだ。ジノは再び蔵書室に行き、軍略書や兵法書などを集め、司書室でそれらを熟読した。

　今のヘネシーは、繁はん栄えいよりも限りなく滅めつ亡ぼうに近い。

　この状じよう況きようを、どう覆くつがえすか。

　ライバー将軍が敗れたら？

　グレン伯爵との交渉に失敗したら？

　軍師になるのであれば、全ての状況を洗い出し、対処法を胸に秘めておかなくてはならない。常に最悪を想定する。もし、ライバー将軍が失敗したら。

　北のストーリア大公軍と、東のグレン伯爵が手を組んでフェザーミルに押し寄せてきたならば。フェザーミルの兵力は現在で一〇〇と仮定して、北が三〇〇、東が二五〇だ。

　この五五〇の精せい鋭えい相手に、どんな手が打てるのか。ジノは顎あごに手を当てて目を閉じ、頭の中で様々な方法を模も索さくしていた。




　その晩のことである。一羽の伝信鳥が、南からフェザーミル城へと舞まい降りた。通信士は直ちにその書状を、謁えつ見けんの間にいたヘネシーに届けた。

　この場にはターシャ、ルシール、トレーフル、そしてジノがいた。

　ヘネシーは、そのフェザーミルの命運を分ける書状を開き、読み進める。そして天を仰あおぎ、ふー、と、息を吐はいた。

「ライバー将軍が、やってくれたわ。リンカーフォル領主ゴダード・イセントリク子爵とその麾き下か二〇〇の兵を道連れに、見事な最期を遂とげられた。これは、相打ちじゃない。我がフェザーミル軍の勝利よ」

　ヘネシーが、静かに勝報を告げる。

　だがそれは即すなわち、ライバー将軍の死を知らせるものでもあった。

「……うう、父上……あああああああ！」

　ターシャが、咽むせび泣く。ルシールも、永きに亘わたってフェザーミルに貢こう献けんした大将軍の死に、涙なみだを禁じ得なかった。

　そこから先は刹せつ那なの出来事なので、ジノは分からなかった。ジノの目の前から怒いかりに燃えたターシャが、その双そう眸ぼうでジノを捉とらえると、涙の雫しずくを残して、消えた。

　同時に、トレーフルとルシール、ヘネシーの姿も消えた。

　気が付くと、ジノの髪かみが微かすかに揺ゆれ……どさり、という音と共に、床ゆかに押さえつけられたターシャが現れた。その上には、短たん剣けんを手にしたターシャの腕を取ったヘネシーが。ターシャの両足を固め、動きを封ふうじたトレーフルが。十字を描えがくように、ターシャの腰こしに乗ったルシールがいた。

「!!」

　ジノは、何が起きたのかを理解するまで、数テンポ遅おくれていた。

「よくも！　おのれ、よくも父上をぉおおおおッ！」

　泣きじゃくりながら、三人のヴァンパイアに押さえつけられながらも、なお、ジノに向かって行こうとするターシャ。その表情は怒りと悲しみと、復ふく讐しゆうに燃えていた。

「衛兵ぇ!!　ターシャを独どく房ぼうに連れて行けぇっ!!」

「ははっ！」

　この場所が、謁見の間で幸いだった。ヘネシーの叫さけびに応こたえ、騒さわぎを聞きつけた衛兵四人が、ヘネシーらから暴れるターシャの身み柄がらを引き渡された。

「気持ちは分かるわ。あたしだって、お父様を亡くしたばかりだし」

　ヘネシーが、両手を腰に当てて嘆たん息そくする。

「ターシャ様は、ただ取り乱しているだけです。ジノ様を仇かたきと見るのは、間ま違ちがいだと思いますが」

　ルシールは、静かに胸に手を当て、ほう、と息を吐いた。

「それにしても、さすがはライバー将軍のご息女です。ヘネシー様がおられなければ、ジノ様の首は、胴どう体たいから離はなれておりましたね」

　淡たん々たんと、恐おそろしいことを口にしたトレーフル。

「そ、そんなに危あやうかったの、オレ!?」

　ターシャを含ふくめた四人の動きを目で捉えられなかったジノは、今になって冷ひや汗あせが出てきた。

「あの身の熟こなしなら、もう将軍にしてもいいわね」

「はい。嘸さぞかし立派な将軍となられるでしょう」

「後は、素行か……」

「すぐ落ち着かれますよ」

　ヘネシーとルシールは、ターシャが引っ立てられていった謁見の間の扉とびらに目を向けて、言い合っていた。

「ターシャには、すぐに動いて貰もらわないといけない。何せフェザーミルは、これからワーテイス軍と戦うのだからな。すぐにでも徴ちよう兵へいし、訓練して貰わねばならない」

　ジノは平静を取り戻し、ルシールに顔を向けた。

「ルシール。確か総数五〇〇までは、徴兵してもいいんだよね？」

「は、はい。それ以上となると、厳しいですが……」

「よし、ならば総数七〇〇まで徴兵する」

「ひゃっ!?　今、五〇〇までと言ったばかりですのに!?」

　困こん惑わくし、頭を抱かかえるルシール。

「これは来きたるワーテイス戦に向けて、最低限必要な兵数だ。これだけなければ、もしシルバーキープが北に心を寄せた時、惨ざん敗ぱいを喫きつするだろうね」

「ひいい、そんなぁ～……」

「一時的な限定召集や、民兵の任意徴ちよう集しゆうでも構わない。何とか七〇〇、揃えて貰う。フェザーミルが北の手に落ちたら、ルシールだって今の身分のままではいられないよ？」

　ジノに続き、ヘネシーも言った。

「戦は常に、軍事局と内政局の協力なしでは成り立たないわ。ここは内政の正念場として、何とかして」

「わか、分かりました～。何とかします～」

　目をぐるぐる回し、卒そつ倒とうしそうなルシールの姿は、滑こつ稽けいだった。

「そしてもう一つ、この場で告げておく」

　ヘネシーが、改めて玉座に腰こし掛かけた。今はトレーフルとルシール、ジノの三人しかいないが、内政局長ルシールがいれば、形式的には問題ない。

「まだ第一報が入っただけだが、私の見込み通り、ジノの策は天にも通ずる。ライバー将軍は本当に惜おしいことをしたが、結果だけに目を向ければ、僅わずか一ディエで、しかも兵二〇でゴダード子し爵しやく軍二〇〇を討ち果たし、事実上、リンカーフォルを手中に収めた。その手て柄がらにより、ジノを正式にフェザーミルの軍師とする！」

　ジノはその言葉に思わず目を見開き、ヘネシーに対して拝手敬礼を行い「謹つつしんで、承る！」と、叫ぶと、そのまま口上を述べた。

「全知全能を注ぎ、主君ヘネシー・ストーリアに尽つくすことを、黒こく炎えん神ヴェルフレイムに誓ちかいまする！」

「うむ。我が期待に応え、存分にその力を発揮するがよい」

「ははっ！」

　略式ではあるものの、ジノはとうとう軍師に任命された。侍従贄フイーズは解任されていないので兼けん務むになるが、軍部の最高司令官である軍師になったのである。

「ルシール、何か異存はある？」

「微み塵じんもございません。私はこれまでジノ様に何度も助けられました。本来ならば私のような未熟者ではなく、ジノ様が内政局長になってもいいとすら思えたほどです」

「それは困る。ジノは軍部にあってこそ、その才能を発揮できるのだ。私は内政のルシール、外交のヴィオラ、そして軍事にジノを置くのが、適材適所だと考えるわ」

「そ、そんなに高く評価して頂いていたとは……誠に、有り難く存じまするぅうう」

　ううう、と、すぐ涙なみだ目めになるルシール。

「それとトレーフルには引き続き、ジノとあたしの専属メイドとして働いて貰うわ。ジノが軍師になった分、忙いそがしくなると思うけど、その分、給料は三倍にするわ」

「仕事がまた増える……」

「え？」

「承知仕つかまつりました」

　顔には出さないトレーフルだったが、つい本音が漏もれてしまうのが、彼女の憎にくめない魅み力りよくだった。

「それじゃ、今日は解散にしましょ。ジノは、ちょっと話があるから、あたしの部屋に来て」

「ははっ！」

　こうして、この場は解散となった。とはいえ、別行動を取るのはルシールのみで、ジノとトレーフルはヘネシーと共に自室へと入った。

「お飲み物など、お持ちしましょうか？」

　いつになく積極的なトレーフル。給料三倍の効果だろうか？

「うん、何か温かいものを」

「承知致いたしました」

　そしていつものように、塵ちり一つ舞い上げずに消えるトレーフルだった。

「……外は、雨だったのか」

　窓に目を向けて、ジノが呟つぶやいた。

「もしこの雨がゴダード子爵戦に降っていたら、あの策は台無しになっていたのかな？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ヴァンパイアはたとえ外が嵐あらしであっても、分厚い雲に覆おおわれていても、日光を敏びん感かんに悟さとり、身体に変調を来すわ」

「そうなのか？」

「無事に済むのは、日光を幾いく重えにも遮さえぎった森の中か、完全に日光を遮しや断だんした陰かげの中か、一切日が差さない洞どう窟くつの中くらいよ。だからヴァンパイアは、昔から棺かん桶おけで寝ねるのよ。これが一番、日光から身を守れるからね」

「それなら、予定通りだね」

　ヘネシーからそう聞いて、ジノは安あん堵どした。つまりヴァンパイアは、天候云うん々ぬん関係なく、昼に弱いのだ。

「そんな場所は、ストーリア公国じゃあ国の中央の森しかない。確かゴダード子爵は、あの森の北に砦とりでを持っていたね」

「うん。でも、相手があのライバー将軍なのよ？　敵を逃にがすような失態は演じないと思うわ」

「……確かに」

　そういう予想外の局面に対応できる将でなければならないという意味でも、やはりあの策はライバー将軍でなければならなかった。

「しかし、やはり少し気が重いわね。あれだけ尽くしてくれたライバーを、囮おとりにしなくてはならないなんて……」

　はあ、と、窓の外に目を向け、嘆息するヘネシー。

「力を持つんだ」

「え？」

　ジノは、ヘネシーにそう言った。

「ライバー将軍のようなヴァンパイアを二度と出したくないのなら、圧あつ倒とう的な力を持とう。今後、辺境姫様は誰だれに抑おさえつけられることもなく、天に向かって伸のびていけるんだ」

「あ！」

　ジノの言葉で、ヘネシーは気が付いた。これまでは公都、いや、父の手前、領地を豊かにしても、兵力を増やすわけにはいかなかった。

　だが、これからは違ちがう。これまでルシールとジノが蒔まいた種が芽め吹ぶき、フェザーミルは一気に豊かになった。それを、兵力として還かん元げんすることが可能になったのだ。

「フェザーミルで試した政策を、大公になった辺境姫様が、ストーリア公国で施し行こうするんだ。フェザーミルが本格的に豊かになるのはまだ先の話だけど、効果は出てきている。これをストーリア公国で行えば、どれだけ国力が上がるか……想像もつかないよ」

「……途と方ほうもない話ね」

「覇は道どうを行くのなら、その基き盤ばんは硬かたいにこしたことはないじゃないか」

「全く、ジノの言うとおりだわ。最初から貧しいと決めつけ、そこに甘んじ、諦あきらめていたというのは事実だもの」

「フェザーミルは決して貧しくなんてないよ。だけど、たとえ他領よりも豊かだったとしても、多くの兵を抱えるわけにはいかなかった。だからこそどの道、この策を使うしかなかった」

「そうね……もっと力を持てたら、良かったんだけどね」

「でも、これからは違うよ。ストーリア公国の実権を握にぎるのは、ワーテイスでも、グレン伯はく爵しやくでも、四大名家の誰でもない。ヘネシー・ストーリア女侯こう爵しやくだ。そしてこれからフェザーミルは、総力を挙げて、辺境姫様を大公にする。そのために打てる手は、全すべて打つよ！」

　ジノの瞳ひとみが、爛らん々らんと輝かがやいていた。

　もしかしたら、ジノというヒトは、窮きゆう地ちに立たされてこそ、その能力を最大限まで発揮できるのかもしれない、と、ヘネシーは思った。

「ところで、この後の子爵領はどうするの？　この策が上う手まくいった後のことを、聞いていなかったんだけど」

「戦が終わったら、リンカーフォルに潜せん伏ぷく中のエデッサ隊に、フェザーミルの象しよう徴ちよう色である紅の公国旗を城に立てるよう、事前に伝えてある。そして、暫しばしの間、城を任せる。この隊にはライバー将軍がゴダード子爵を倒たおした後、リンカーフォル地方は、辺境姫様の領地となった、という内容の手紙を、領内外問わず送りまくれと指示を出している」

「そ、そこまで考えていたの？」

「ライバー将軍が首しゆ尾びよく子爵軍を葬ほうむってくれたなら、リンカーフォルは予備兵すらいなくなるだろうからね。盛大にこの事実を知らしめても問題ない。この地方の領主をどうするかは、後でのんびり、辺境姫様が決めればいい」

「何と……ジノは、本当に優すぐれた内政官であり、軍師なのね」

「それを否定することは、ライバー将軍を侮ぶ辱じよくするに等しいので、甘んじてその通りだ、と応こたえておこうかな」

「もう」

　ヘネシーは、ジノに向かって微笑ほほえんだ。その優ゆう艶えんな笑顔に、ジノは思わず見み蕩とれて、固まってしまった。

「実は、更さらにそれとは別にもう一手、打っておいた」

「うん？」

　ヘネシーが問う。

「現在、リンカーフォル城を抑えている兵五人の伍ご長ちようはエデッサといい、爵しやく位いを持たない市民階級だ。とてもじゃないが子爵の代わりは務まらない。今いま頃ごろ、不ふ安あんに駆かられているはずさ。特に南の関所〝白南関〟の扱あつかいには困ると思ってね。故に、そこも含ふくめて近々、辺境姫様より下知があるから、安心して領主代行を務めるように、と記したものを送っておいた」

「そこまで気を遣つかっていたの!?」

「当然の配はい慮りよじゃない？」

　ヘネシーは、驚きよう嘆たんした。

　その細やかな気配りだけでなく、何よりも、それを事前に準備していたことに、だ。

「オレは一いつ介かいのヒトに過ぎないから。仮に、そんな俺が、広大な領地の留守を守れと突とつ然ぜん言われたら、やっぱり大きな不安を抱いだくのが普ふ通つうさ。辺境姫様がリンカーフォルの新領主を決めたら、エデッサたちをそのまま、そのものの麾き下かに加えてもいい」

「やはりあなた、只ただ者ものじゃないわね」

「天才だから、ね」

　自信満々で笑うジノ。

　二人は暫し瞳を交わすと、声を揃そろえて大きな声で笑った。

「本当なら、ジノをヴァンパイアにしてから、っていうのが筋だと思うけど、どうせジノはまだヴァンパイアになりたがらないでしょ？」

「うん。よく分かったね」

「さすがに、それくらい分かるよ」

「しかし、ヒトをヴァンパイアにする、というのは、具体的にどうやるものなの？」

　ジノの知識は、蔵書室で得たものが殆ほとんどだ。故に、本に載のっていない出来事に対しては、全くの無知だった。しかし軍師になった以上、ヴァンパイアに関する常識も、身につけておかねばならなかった。

「簡単なことよ。あなたがあたしの血を飲み、あたしが心を込めて口づけをすれば、ジノの肉体は一度死に、次に目が覚めた時、ヴァンパイアになっているわ」

「もし、オレがヴァンパイアになったとして、その後、ヒトに戻もどることはできる？」

「不可能よ。一度、ヒトを捨てれば、二度と戻ることはできないわ」

「そっか……」

　それはそうだよな、と思うジノ。

「でも、あたし、諦めないからね。いつか必ず、ヴァンパイアになってね。あたしには、これからもずっと、あなたが必要なのよ」

　それは、あまりにも惹ひきつけられる誘ゆう惑わくの言葉だった。

「あなたは自分で言う通り、天才だった。でもヒトである以上、せいぜい五〇ヤーズ程度しか生きられない。あたしはもうジノのいない生活なんて、考えられないよ……」

　それは殆ど、愛の告白の言葉に近かった。ヘネシーは一一八歳と、ヴァンパイアとしては若い方だが、何事もなければフェザーミルで、いつものように安あん穏のんとした暮らしが待っていただろう。

　しかし残念ながら、時の流れはそれを許してはくれなかった。

　五〇〇ヤーズ以上も生きたヴァンパイアは、もう数えるほどしか残っていない。グレンは何を思い、どんな気持ちで前大公に仕えていたのだろうか、と、自分のことを置き去りにして、ジノはヘネシーの言葉を頭から払ふつ拭しよくしようとしていた。

「だからあたしは、あなたが欲しい。ヒトとしてじゃなく、同じヴァンパイアとして、ずっと側そばにいて欲しいの」

「……もう少し、時間をくれないかな？」

「好きなだけ考えるといいわ。でも、あたしの気持ちは変わらないからね」

「ああ、覚えておく」

　それから、ジノはヘネシーの部屋を辞し、自室に戻った。

　これまでジノは、ヴァンパイアもヒトも、相応に醜みにくいものだと思い、怒いかりと憎にくしみを糧かてにここまで成長してきた。

　ベッドに横になって、ヘネシーの言葉を反はん芻すうする。共に、歳としを重ねたい。そんなことを言ってくれる妖よう魔まは、ヘネシー以外にあり得ないだろう。

　とはいえ、安易にヴァンパイアになるわけにはいかない。

　その道を選べば、今の自分が大きく変わってしまうのは、間ま違ちがいないからだ。

　……焦あせって、答えを出すことはない。

　結局のところ今出せる結論は、そこだった。

　ジノにはまだまだ知らないことが沢たく山さんあるのだから。

　まずはワーテイスとの戦いに備え、これを打ち破ることだ。ヴィオラが上手くグレンを説得してくれるのか、そこは未知数だが、ヴィオラの外交力に賭かけるしかない。

　ジノは思考を停止し、眠ねむりの底に落ちていった。




　その日、ジノは夢を見た。

　公都ストーリア城の上に、ヴァンパイアの姿があった。

　朧おぼろ気げなので誰だかは分からないが、そのヴァンパイアはゆっくりと腕うでを上げ、指差す。





それは……東の方向だった。












　　　あとがき







　どうしてモンスターは、ただ歩いているだけで、勇者とか名乗るものたちにいきなり殺され、経験値とかいうポイントに換かん算さんされ、金品を巻き上げられるんでしょうか？

　お久しぶりです、上総かずさです。

　普ふ段だんはあとがきが苦手なのですが、今回は違ちがいます。あとがきを書けるということは、この文章が本になっているということであり、また私が小説家としてこちらの世界に戻もどって来られたことを意味します。故ゆえにこうして無事にあとがきを書けるのを、素す直なおに喜んでおります。昨今で一番、嬉うれしい出来事となりました。

　さて、本作の執しつ筆ぴつにあたり、今回の「モンスターが支配者であり、ヒトがその下（餌えさ、家か畜ちく、奴ど隷れい）である」という設定は、私が作家になる前から、ずーっとやりたくて、心密ひそかに温めていたテーマでした。きっとＲＰＧファンなら、一度は私と同じ疑念を抱いだいたことがあるのではないでしょうか。今作はそんな想おもいを膨ふくらませたもので、それを実現できたことがとても嬉しいです。

　流行の異世界転生でもなく、古風なヒロイック・ファンタジーでもない。

　そんな一風変わった物語であるというのが、本作の最大の売りです。

　少し、角度が違った物語を読みたいな、と思った方に向けて、思い切り変化球で勝負してみました。

　構成上、どうしてもジノというヒトを主しゆ軸じくに話は進んでいきますが、今後はヴァンパイアのヘネシーや、その他、多種多様なモンスターにスポットを当てます。一巻では分量の都合上、そこまで描えがききれなかったのですが、そこは今後のお楽しみということで。

　個人的にこの作品は拙せつ著ちよ「カナクのキセキ」と「天翔虎カルーデイアの軍師」を足して二で割ったような感じで、ファンタジックラブストーリー＆ファンタジー戦記に仕上がったと思っております。まだまだ、これからが本番ですが。

　もう少し打ち明けると、この一巻はもともと二巻分の文量で書いていたものでして、そのままだとエピソードを盛もり込みすぎているので、一巻と二巻に分けましょう、という経けい緯いがありました。担当さんが大好きなキャラ、グレン伯はく爵しやくの出番が殆ほとんどなかったのですが、二巻以降では決して外せないキーパーソンとして活かつ躍やくして貰もらいます。

　二巻はもうほぼ出来てます。ついでに、三巻、四巻のプロットも出来てます。

　更さらに付け加えると、ドラゴンマガジン９月号に短編も掲けい載さいしておりますし、「カクヨム」の方では中編くらいの文量を割さき、本編では描ききれなかった「白はく南なん関かん攻防戦」を掲載させて頂いております。

　カクヨムの方は無料なので、是ぜ非ひともご一読頂ければと存じます。

　今後、何巻まで出せるのかは分かりませんが、出来れば末永く、ジノとヘネシーの淡あわく、苦くて甘いラブストーリーと、このダークな世界を生き抜ぬく、矮わい小しような存在であるジノを、皆みな様さまに楽しんで頂ければと存じます。

　そして、もっともっとグラファリア大陸の闇やみを深くし、抗あらがうことの出来ない戦乱に巻き込まれていく様相を描かせて頂ければ、私としては無上の喜びであります。




　さてさて、ここからは謝辞を。

「グランクレスト戦記」を展開されている、水みず野の良りよう先生。新春感謝会でお会いし「頑張ってね」とお声を掛かけて下さったこと、大変嬉しく思います。頑がん張ばりました！

　長く親交して下さっている、ひかわ玲れい子こ先生、国くに沢さわ裕ゆう先生。お二方の励はげましの言葉に、いつも勇気づけられてます。元気、貰ってます！

　この物語を彩いろどって下さった、細ほそ居い美み恵え子こ様。この独特な雰ふん囲い気きを持つ物語を、見事に補完して下さいました。長いお付き合いになることを心底願っております。担当編集者である近こん藤どう様。本当にいつもお世話になっているのですが、今回の気合いの入り方は尋じん常じようではなかったような気がします。いい意味で、ですよ？（笑）




　中学校から親交を暖めている友人達に。苦境にあった私を支えてくれた家族に。

　何より、この本を手にして下さっている、読者様に。

　全ての方々に、心から、御おん礼れい申し上げます。




　最後に、どうしても書きたかったことがありますので、それを以もつて、このあとがきを締しめさせて頂きます。




『それでは、次の巻でお会いしましょう！』




　ご拝読、ありがとうございました。


〇一八年六月　上総朋とも大ひろ










上総朋大

●かずさともひろ



第二十二回ファンタジア大賞金賞「カナクのキセキ」でデビュー。

お久しぶりです。上総です。再び舞い戻って参りました。今度はファンタジックラブストーリー＆ファンタジー戦記です。皆様と、そして僕自身も一緒になって楽しめるよう、全力で頑張ります。できる限り、長く続けられますように！


















カバー・口絵・本文イラスト／細居美恵子

カバーデザイン／ナルティス（原口恵理）










ヒトよ、最さい弱じやくなる牙きばを以もつて

世せ界かいを灯ともす剣けんとなれ




グラファリア叙じよ事じ詩し








上総かずさ朋とも大ひろ
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